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られている「動物看護教育特論」は選択科目であるなど、ディプロマ・ポリシーと教育課程が不整

合であるため、全体について見直し、適切に改めること。（是正事項） ······························· 53 

6．＜教育課程における領域の設定が不明確＞

動物看護学領域、動物人間関係学領域の 2領域を設定することとされているが、以下の点が不明

確であるため、2領域と教育課程全体の編成方針の関係について、明確に説明すること。（是正事項）

 ······························································································································· 65 

（１）どちらの領域を選択するかは学生本人の希望を踏まえて適切な指導を行う旨記載があるが、学

生がどちらかの領域に偏在した場合対応できるか。 ··················································· 65 

（２）選択科目について、全学生が選択できるのか、各領域内の学生のみが選択できるのか。 ··· 69 

7．＜動物人間関係学領域の内容が不明確＞

動物人間関係学領域について、愛玩動物看護師の業務内容を受けて設定するとしているが、定義

が明言されておらず、履修内容も公衆衛生学や犬の遺伝子ゲノム分析等の多様なものとなっており、

体系だった領域の範囲となっているか不明確である。名称等も含め領域の定義・範囲に具体的に説

明し、必要に応じて適切に改めること。（是正事項） ························································ 73 

8．＜教育課程の不断の見直しの体制が不明確＞

既設学部との関係性について、以下の点が不明確であるので、具体的に説明すること。（是正事項）

 ······························································································································· 83 

（１）「学部教育を基盤に教育・研究を通して動物看護学領域および動物人間関係学領域の 2領域から

人材の養成を目指す」としているが、既設学部の領域体系からどのように 2領域に展開してい

くか説明すること。 ····························································································· 83 

（２）既設学部において愛玩動物看護師の資格を取得したものに対し、修士課程で学部の教育課程か

らどのように発展させた研究指導を行うか説明すること。 ·········································· 89 



9．＜授業科目が十分か不明確＞

授業科目について、以下のとおり養成する人材像に照らすと不十分・不適切と思われる点があるた

め、適切に対応すること。（是正事項） ············································································ 94 

（１）ディプロマ・ポリシーとして「動物病院等において高度動物治療等に必要とされる動物看護学

の専門知識を有し、課題解決能力等を習得している」旨設定されているほか、愛玩動物看護師

等、実践的な能力を必要とする人材の養成を視野に入れている旨記載があるが、そういった人

材を養成するために必要である実習・実験やインターンシップ等の実践活動に関する授業科目

が設定されていないため適切に改めること。 ···························································· 94 

（２）動物人間関係学領域における授業科目の内容について、愛玩動物・伴侶動物のうち犬が大半を

占めている。愛玩動物看護師の業務内容を踏まえ、他の愛玩動物・伴侶動物についても充実さ

せること。 ········································································································· 101 

（３）動物看護領域の研究能力の養成に必要であると考えられる、モデル実験動物を用いた研究活動

や中・大型家畜に対応する授業科目が不明確であるため、具体的に説明するか、必要に応じて

適切に改めること。 ····························································································· 109 

（４）動物看護学を俯瞰した際に重要となる、繁殖学・薬理学・栄養学といった学問分野についての

言及がなく、対応する授業科目も明確ではないため、具体的に説明するか、必要に応じて適切

に改めること。 ··································································································· 110 

（５）各授業科目について、「動物看護学」や「応用人間動物関係学」など広範な範囲を扱う科目があ

る一方で、「動物臨床検査学特論」など、限られた範囲を扱うものも散見される。各授業科目の

位置付けや履修内容について確認し、必要に応じて適切に改めること。 ······················· 117 

（６）例えば、「動物看護学特論」は解剖学、生理学等の基礎的な内容を扱うが、基礎的な内容を学修

するものとしては科目名が不適切である。履修内容に応じた科目名を設定すること。 ····· 133 

（７）授業科目の必修・選択について、公衆衛生に関する科目は選択科目となっているため、必修と

すること。また、「動物愛護・福祉特論」は選択科目となっているが、あらゆる動物を対象とし

た福祉は動物看護等の観点でも重要な科目であり、必修とすることが望ましい。 ··········· 143 



10．＜研究指導の体制が不明確＞

研究指導について、研究指導体制や研究倫理審査が不明確であることから、関係規程等を提示し

つつ具体的に説明すること。（是正事項） ······································································ 149 

11．＜カリキュラム・マップの記載が不十分＞

カリキュラム・マップについて、各カリキュラム・ポリシーと各履修科目の対応性が明確でなく、

各科目がどのようにディプロマ・ポリシーにつながるか明確でないので、対応が明確になるよう記

載すること。なお、各履修科目についてナンバリング等を行い学習段階や順序等を明確化し、教育

課程の体系性を明示することが望ましい。（是正事項） ····················································· 175 

12．＜学習成果の評価方法が不明確＞

学修成果の評価方法について明確な方針の記載がなく、カリキュラム・ポリシーにも定められて

いないことから、適切に改めること。（是正事項） ··························································· 185 

13．＜現職の社会人学生を受け入れるにあたっての対応が不明確＞

学生確保の見通しでは、進学を希望する者１１名のうち７名は卒業生の希望となっている等、一

定数の社会人学生が入学することが想定されるが、長期履修などの研究指導上の配慮が不明確であ

る。加えて、本学動物看護学部以外の修了者や修了後一定期間を過ぎた社会人学生が入学すること

も想定されるが、教育課程上の配慮の有無についても不明確である。それらの対応について、具体

的に説明すること。（是正事項） ··················································································· 188 

【教員組織等】

14．＜教員組織の将来構想が不明確＞

教員の年齢構成が比較的高齢に偏っていることから、教育研究の継続性を踏まえ、若手教員の採

用計画など教員組織の将来構想を明確にすること。（改善事項） ········································· 205 

【名称、その他】

15．＜研究上必要な施設・設備が十分に整っているか不明確＞

大学院専用の施設・設備として挙げられているのは研究室のみであり、他は全て学部生と共用す

ることとされている。大学院生が研究を実施するにあたり十分な研究スペースが確保されているか、

研究に支障なく施設・設備を利用可能であるか不明確であるので、具体的に説明すること。（改善事

項） ························································································································· 209 



 
 

1 

（是正事項） 動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【大学等の設置の趣旨・必要性】 
１．＜養成する人材像、ディプロマ・ポリシーと教育課程の関係性が不明確＞ 
養成する人材像として、高度動物治療の研究・発展に貢献する人材等が挙げられてい

るが、本研究科に動物看護学領域・動物人間関係学領域の 2 領域を設置することとの関

係性が不明確である。それぞれの領域と養成する人材像、ディプロマ・ポリシーの関係

について、履修モデルを示した上で明確に説明すること。 
 
（対応） 
ヤマザキ動物看護大学大学院動物看護学研究科修士課程（以下、本研究科という）の基

盤となる、ヤマザキ動物看護大学（以下、本学という）動物看護学部では、コンパニオン

アニマルを対象とした愛玩動物看護師（令和元〔2019〕年 6 月「愛玩動物看護師法」法制

化）の養成を行っている。「設置の趣旨等を記載した書類」に記載した通り、ペット関連

総市場は令和 3（2021）年度には 1 兆 6,000 億円を超えると予想される。平成 30
（2018）年度のペット関連総市場は 1 兆 5,442 億円であり、その内訳は、ペット関連サー

ビス等 7,654 億円（ペット医療を含む）、ペットフード市場 5,212 億円、ペット用品市場

2,576 億円となっており、ペット関連総市場の発展は目覚ましい（設置の趣旨等を記載し

た書類 P1）。愛玩動物看護師の活躍の場は、動物医療ばかりでなく、ペット関連産業分野

に職域が広がることから、動物看護学科では、平成 28（2016）年度より、動物看護学専

攻と動物人間関係学専攻を設置し教育・研究を行っている。この度の本研究科は、動物看

護学専攻、動物人間関係学専攻を発展させ、動物看護学領域と動物人間関係学領域の 2 領

域を教育・研究の対象とする。 

日本の超少子高齢社会を背景にペットは人の生活に欠かすことのできない家族の一員と

なり、「愛玩動物看護師法」の成立及び「動物の愛護及び管理に関する法律」の改正によ

り、動物看護師の職域が広がったことを受け、動物看護学部に「動物人間関係学科」新設

の届出を行い、令和 2（2020）年 7 月 1 日付で受理されたことから、令和 3（2021）年度

より、動物看護学部は「動物看護学科」及び「動物人間関係学科」の 2 学科制となる。 

また、愛玩動物看護師の業務内容は、「愛玩動物看護師法」及び「動物の愛護及び管理

に関する法律」により明確化され、職域が拡大した。業務内容を受け、動物医療・動物の

健康に関するもの及び人と動物の共生社会に関するものを教育研究の対象とすることか

ら、「動物看護学領域」と「動物人間関係学領域」の 2 領域を設定した。 
 
養成する人材像とディプロマポリシーの関係について、想定される学生の進路を踏ま

え、履修モデルを作成し、次のように説明する。 
養成する人材像とディプロマポリシーとの整合性をとるため、養成する人材像に「オ 

研究により身につけた論理的思考力をもって、発展するペット関連産業界（動物医療含

む）に貢献する人材」を追加する。また、「ア 教育理念及び建学の精神に則り、生命を
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尊重する倫理観を備え、社会に貢献する人材」における「教育理念」、「建学の精神」の

記載順を改め、「ア 建学の精神と教育理念に則り、生命を尊重する倫理観を備え、社会

に貢献する人材」とする。 

 
本研究科の養成する人材像は、「ア 建学の精神と教育理念に則り、生命を尊重する倫

理観を備え、社会に貢献する人材」、「イ 動物病院等に従事し、動物看護師として、高

度動物医療の研究・発展に貢献する人材」、「ウ 動物関連企業及び動物関連団体等に従

事し、人と動物の共生に関する研究・発展に貢献する人材」、「エ 動物看護師の養成所

（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等に従事し、公衆衛生の教

育・指導に貢献する人材」、「オ 研究により身につけた論理的思考力をもって、発展す

るペット関連産業界（動物医療含む）に貢献する人材」の 5 つである。 
養成する人材像の「ア 建学の精神と教育理念に則り、生命を尊重する倫理観を備え、

社会に貢献する人材」、「オ 研究により身につけた論理的思考力をもって、発展するペ

ット関連産業界（動物医療含む）に貢献する人材」は、「動物看護学領域」及び「動物人

間関係学領域」全体に共通する人材像であることから、履修モデルは、養成する人材像の

イ、ウ、エに基づき、想定される学生の進路を踏まえて 3 種類作成した（資料 1-1）。 
 
履修モデル①は、想定される学生の進路を、高度動物医療サービスを提供する動物病院

等として設定した。これは、養成する人材像「イ 動物病院等に従事し、動物看護師とし

て、高度動物医療の研究・発展に貢献する人材」に対応し、ディプロマポリシー（DP）の

「イ 動物病院等において高度動物医療に必要とされる動物看護学の専門知識を有し、課

題解決能力を修得している」と関連がある。従って、特に関係する授業科目は、専門科目

の動物看護学領域に配置した「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護学演習Ⅰ」、「応用

動物看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」と令和 2（2020）年 4 月に本学構内に併設さ

れた「ER 八王子動物高度医療救命救急センター」にて実施される「インターンシップ」

である。 
履修モデル②は、想定される学生の進路を、動物関連企業、ペットフード協会、日本ペ

ット用品工業会等の動物関連団体等として設定した。これは、養成する人材像「ウ 動物

関連企業及び動物関連団体等に従事し、人と動物の共生に関する研究・発展に貢献する人

材」に対応し、DP の「ウ 動物関連企業及び動物関連団体等において必要とされる人と

動物の共生に関する知識を有し、課題解決能力を修得している」と関連する。従って、特

に関係する授業科目は、専門科目の動物人間関係学領域に配置した「応用動物人間関係学

Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」、「応用動物人間関係学Ⅱ」、「応用動物人間関係

学演習Ⅱ」である。 
履修モデル③は、想定される学生の進路を、動物看護師養成所（専修学校等）、動物病

院、動物関連企業、動物関連団体等として設定した。これは、養成する人材像「エ 動物

看護師の養成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等に従事し、
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公衆衛生の教育・指導に貢献する人材」に対応し、DP の「エ 動物看護師の養成所（専

修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等において必要とされる公衆衛生

の専門知識を有し、社会に貢献できる教育・指導力、課題解決能力を修得している」と関

連する。従って、特に関係する授業科目は、専門科目の動物看護学領域に配置した「応用

動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」と、動物人間関係学

領域に配置した「応用動物人間関係学Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」及び「インタ

ーンシップ」である。 
以上の養成する人材像、ディプロマポリシー、2 領域、履修モデルの関係は、表 1 の通

りである。 
 

（表 1）養成する人材像、ディプロマポリシー、2 領域、履修モデルとの関係 
養成する人材像 ディプロマポリシー 領域 履修モデル 

ア 建学の精神と教育理念に則

り、生命を尊重する倫理観を

備え、社会に貢献する人材 

ア 教育目標である生命を尊重す

る倫理観及び幅広い視野を身

につけている 

動物看護学 

動物人間関係学 

作成なし 

イ 動物病院等に従事し、動物看

護師として、高度動物医療の

研究・発展に貢献する人材 

イ 動物病院等において高度動物

医療に必要とされる動物看護

学の専門知識を有し、課題解

決能力を修得している 

動物看護学 履修モデル① 

ウ 動物関連企業及び動物関連団

体等に従事し、人と動物の共

生に関する研究・発展に貢献

する人材 

ウ 動物関連企業及び動物関連団

体等において必要とされ、人

と動物の共生に関する知識を

有し、課題解決能力を修得し

ている 

動物人間関係学 履修モデル② 

エ 動物看護師の養成所（専修学

校等）、動物病院、動物関連

企業及び動物関連団体等に従

事し、公衆衛生の教育・指導

に貢献する人材 

エ 動物看護師の養成所（専修学

校等）、動物病院、動物関連

企業及び動物関連団体等にお

いて必要とされる公衆衛生の

専門知識を有し、社会に貢献

できる教育・指導力、課題解

決能力を修得している 

動物看護学 

動物人間関係学 

履修モデル③ 

オ 研究により身につけた論理的

思考力をもって、発展するペ

ット関連産業界（動物医療含

む）に貢献する人材 

オ 各専門分野の修士論文に関わ

る研究により論理的思考力を

身につけている 

動物看護学 

動物人間関係学 

作成なし 
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なお、養成する人材像「オ 研究により身につけた論理的思考力をもって、発展するペ

ット関連産業界（動物医療含む）に貢献する人材」に対応して、教育研究上の理念目的に

「オ 本研究科は、ペット関連産業界（動物医療を含む）の発展のために、動物看護学及

び動物人間関係学の研究を深く追求し、2 領域の指導者を養成することを目的とする」を

追加する。 
 
（表 2）養成する人材像 新旧対照表 

新 旧 
ア 建学の精神と教育理念に則り、生命を

尊重する倫理観を備え、社会に貢献する

人材 
イ 動物病院等に従事し、動物看護師とし

て、高度動物医療の研究・発展に貢献す

る人材 
ウ  動物関連企業及び動物関連団体等に従

事し、人と動物の共生に関する研究・発

展に貢献する人材  
エ  動物看護師の養成所（専修学校等）、

動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等に従事し、公衆衛生の教育・指導に

貢献する人材 
オ 研究により身につけた論理的思考力を

もって、発展するペット関連産業界（動

物医療含む）に貢献する人材 

ア 教育理念と建学の精神に則り、生命を

尊重する倫理観を備え、社会に貢献する

人材 
イ 動物病院等に従事し、動物看護師とし

て、高度動物医療の研究・発展に貢献す

る人材 
ウ 動物関連企業及び動物関連団体等に従

事し、人と動物の共生に関する研究・発

展に貢献する人材 
エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、

動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等に従事し、公衆衛生の教育・指導に

貢献する人材 

 
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（4～5 ページ） 

新 旧 
１．大学院設置の趣旨及び必要性 
（３）教育研究上の理念及び目的 
① 教育研究上の理念及び目的 
 

（略） 
［教育研究上の理念及び目的］ 
ア 教育研究上の理念は、生命を尊重する

倫理観を備え、幅広い視野と創造性をも

った豊かな人間教育を行うことである 

１．大学院設置の趣旨及び必要性 
（３）教育研究上の理念及び目的 
① 教育研究上の理念及び目的 

 
（略） 
（追加） 

ア 教育研究上の理念は、生命を尊重する

倫理観を備え、幅広い視野と創造性をもっ

た豊かな人間教育を行うことである 
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イ 本研究科は、法制化された愛玩動物看

護師がチーム動物医療において果たす役

割に鑑み、動物看護学に関する学術的理

論及びその応用を深く教授研究すること

を目的とする 
ウ 本研究科は、人と動物の豊かな共生社

会を構築するため、人と動物の関係に関

する学術的理論及びその応用を深く教授

研究することを目的とする 
エ 本研究科は、動物看護師の養成所（専

修学校等）、動物病院、動物関連企業及

び動物関連団体等に従事し、公衆衛生の

教育・指導に貢献するため、学術的理論

及びその応用を深く教授研究することを

目的とする 
オ 本研究科は、ペット関連産業界（動物

医療を含む）の発展のために、動物看護

学及び動物人間関係学の研究を深く追求

し、2 領域の指導者を養成することを目

的とする 
 

イ 本研究科は、法制化された愛玩動物看

護師がチーム動物医療において果たす役

割に鑑み、動物看護学に関する学術的理

論及びその応用を深く教授研究すること

を目的とする 
ウ 本研究科は、人と動物の豊かな共生社

会を構築するため、人と動物の関係に関

する学術的理論及びその応用を深く教授

研究することを目的とする 
エ 本研究科は、動物看護師の養成所（専

修学校等）、動物病院、動物関連企業及

び動物関連団体等に従事し、公衆衛生の

教育・指導に貢献するため、学術的理論

及びその応用を深く教授研究することを

目的とする 
 

（追加） 

 
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（23～25 ページ） 

新 旧 
６．教育方法、履修指導、研究上の方法及び修

了要件 
（１）教育方法 
② 履修モデル 
 
 

（削除） 
 
 
 
 
 
 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（１）教育方法 
② 履修モデル 

本研究科では、養成する人材像「ア 教

育理念と建学の精神に則り、生命を尊重す

る倫理観を備え、社会に貢献する人材」、

「イ 動物病院等に従事し、動物看護師と

して、高度動物医療の研究・発展に貢献す

る人材」、「ウ 動物関連企業及び動物関

連団体等に従事し、人と動物の共生に関す

る研究・発展に貢献する人材」、「エ 動

物看護師の養成所（専修学校等）、動物病
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本研究科の養成する人材像は、「ア 建学の

精神と教育理念に則り、生命を尊重する倫理観

を備え、社会に貢献する人材」、「イ 動物病

院等に従事し、動物看護師として、高度動物医

療の研究・発展に貢献する人材」、「ウ 動物

関連企業及び動物関連団体等に従事し、人と動

物の共生に関する研究・発展に貢献する人

材」、「エ 動物看護師の養成所（専修学校

等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等に従事し、公衆衛生の教育・指導に貢献す

る人材」、「オ 研究により身につけた論理的

思考力をもって、発展するペット関連産業界

（動物医療含む）に貢献する人材」の 5 つであ

る。 
養成する人材像の「ア 建学の精神と教育理

念に則り、生命を尊重する倫理観を備え、社会

に貢献する人材」、「オ 研究により身につけ

た論理的思考力をもって、発展するペット関連

産業界（動物医療含む）に貢献する人材」は、

「動物看護学領域」及び「動物人間関係学領

域」全体に共通する人材像であることから、

イ、ウ、エで示す養成する人材像に基づき、履

修モデルは、想定される学生の進路を踏まえ

て、3 種類作成した（資料 18）。 
履修モデル①は、想定される学生の進路を、

高度動物医療サービスを提供する動物病院等と

して設定した。これは、養成する人材像「イ 

動物病院等に従事し、動物看護師として、高度

動物医療の研究・発展に貢献する人材」に対応

し、ディプロマポリシー（DP）の「イ 動物

病院等において高度動物医療に必要とされる動

物看護学の専門知識を有し、課題解決能力を修

院、動物関連企業及び動物関連団体等に従

事し、公衆衛生の教育・指導に貢献する人

材」に沿って 4 つの履修モデルを用意する

（資料 17）。 
 
 
 
 
 

（追加） 
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得している」と関連がある。従って、特に関係

する授業科目は、専門科目の動物看護学領域に

配置した「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看

護学演習Ⅰ」、「応用動物看護学Ⅱ」、「応用

動物看護学演習Ⅱ」と令和 2 年（2020 年）4
月に本学構内に併設された「ER 八王子動物高

度医療救命救急センター」にて実施される「イ

ンターンシップ」である。 
履修モデル②は、想定される学生の進路を、

動物関連企業、ペットフード協会、日本ペット

用品工業会等の動物関連団体等として設定し

た。これは、養成する人材像「ウ 動物関連企

業及び動物関連団体等に従事し、人と動物の共

生に関する研究・発展に貢献する人材」に対応

し、DP の「ウ 動物関連企業及び動物関連団

体等において必要とされる人と動物の共生に関

する知識を有し、課題解決能力を修得してい

る」と関連する。従って、特に関係する授業科

目は、専門科目の動物人間関係学領域に配置し

た「応用動物人間関係学Ⅰ」、「応用動物人間

関係学演習Ⅰ」、「応用動物人間関係学Ⅱ」、

「応用動物人間関係学演習Ⅱ」である。 
履修モデル③は、想定される学生の進路を、

動物看護師養成所（専修学校等）、動物病院、

動物関連企業、動物関連団体等として設定し

た。これは、養成する人材像「エ 動物看護師

の養成所（専修学校等）、動物病院、動物関連

企業及び動物関連団体等に従事し、公衆衛生の

教育・指導に貢献する人材」に対応し、DP の

「エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、動

物病院、動物関連企業及び動物関連団体等にお

いて必要とされる公衆衛生の専門知識を有し、

社会に貢献できる教育・指導力、課題解決能力

を修得している」と関連する。従って、特に関

係する授業科目は、専門科目の動物看護学領域

に配置した「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物

看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」と、動
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物人間関係学領域に配置した「応用動物人間関

係学Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」及び

「インターンシップ」である。 
以上の養成する人材像、ディプロマポリシー、

2 領域、履修モデルの関係は、表 4 の通りであ

る。 
 
表 4 養成する人材像、ディプロマポリシー、

2 領域、履修モデルとの関係 

養成する人材

像 
ディプロマ

ポリシー 領域 

履

修

モ

デ

ル 
ア 建学の精

神と教育

理念に則

り、生命

を尊重す

る倫理観

を備え、

社会に貢

献する人

材 

ア 教育目

標であ

る生命

を尊重

する倫

理観及

び幅広

い視野

を身に

つけて

いる 

動物

看護

学 
動物

人間

関係

学 

作

成

な

し 

イ 動物病院

等に従事

し、動物

看護師と

して、高

度動物医

療の研

究・発展

に貢献す

る人材 

イ 動物病

院等に

おいて

高度動

物医療

に必要

とされ

る動物

看護学

の専門

知識を

有し、

課題解

決能力

を修得

してい

る 

動物

看護

学 

履

修

モ

デ

ル

① 

ウ 動物関連

企業及び

動物関連

団体等に

従事し、

人と動物

ウ 動物関

連企業

及び動

物関連

団体等

におい

動物

人間

関係

学 

履

修

モ

デ

ル

② 
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の共生に

関する研

究・発展

に貢献す

る人材 

て必要

とさ

れ、人

と動物

の共生

に関す

る知識

を有

し、課

題解決

能力を

修得し

ている 
エ 動物看護

師の養成

所（専修

学校

等）、動

物病院、

動物関連

企業及び

動物関連

団体等に

従事し、

公衆衛生

の教育・

指導に貢

献する人

材 

エ 動物看

護師の

養成所

（専修

学校

等）、

動物病

院、動

物関連

企業及

び動物

関連団

体等に

おいて

必要と

される

公衆衛

生の専

門知識

を有

し、社

会に貢

献でき

る教

育・指

導力、

課題解

決能力

を修得

してい

る 

動物

看護

学 
動物

人間

関係

学 

履

修

モ

デ

ル

③ 

オ 研究によ

り身につ

けた論理

的思考力

をもっ

て、発展

するペッ

オ 各専門

分野の

修士論

文に関

わる研

究によ

り論理

動物

看護

学 
動物

人間

関係

学 

作

成

な

し 
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ト関連産

業界（動

物医療含

む）に貢

献する人

材 

的思考

力を身

につけ

ている 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【大学等の設置の趣旨・必要性】 

２．＜アドミッション・ポリシー等が不適切＞ 

アドミッション・ポリシーについて、入学希望者の意欲等の記載はあるが、基礎的な知

識の水準についての言及がないため、入学希望者に求める知識や能力を追記すること。

また、推薦入試をはじめ、各試験の選抜方法においてどのような能力を求めるのか、合

格水準も含め具体的に説明すること。 

 

（対応） 

入学希望者の意欲等の記載はあるが、基礎的な知識の水準についての言及がないため、

これを改め、アドミッションポリシーに「動物看護学または動物人間関係学の基礎知識を

有する者または研究テーマに沿った基礎知識を有する者」を加える。 
また、各入学試験においては、「動物看護学または動物人間関係学の基礎知識を有する

者または研究テーマに沿った基礎知識を有する者」に基づき専門科目、小論文、口頭試問

において希望する研究テーマについての基礎知識を評価し、研究テーマに必要な学士レベ

ルの知識水準をもとめ、論理的思考力、論理的記述力を含め総合的に評価する。 
なお、動物看護学領域及び動物人間関係学領域における研究テーマを想定し、研究テー

マに必要な基礎知識について科目をあげて例示する。 
 
例示①［動物看護学領域の研究テーマ］ 
「イヌ・パピー期のアルカリフォスファターゼアイソザイムに関する研究」、「イヌにス

イカエキスを与えた時の腸内細菌叢と肥満に関する研究」等を研究テーマとした場合は、

「動物看護学」、「動物生理学」、「動物検査学」、「血液学」等の学士レベルの知識水

準を有しているか評価する。 
 
例示②［動物人間関係学領域の研究テーマ］ 
「日本犬における毛色に関連する遺伝子多型解析」、「和犬の家庭犬に向くイヌ品種に関

する分子生物学的研究」等の研究テーマとした場合は、「生命科学」、「動物人間関係

学」、「動物文化論」、「動物生化学」、「動物遺伝学」、「伴侶動物育種・資源学」、

「バイオテクノロジー」等の学士レベルの知識水準を有しているか評価する。 
 
各入学試験の科目及び評価する能力は次の通りである。 
本学の入学試験は、一般入学試験・推薦入学試験・社会人入学試験からなり、一般入学

試験における試験科目は、英語、専門科目、小論文及び口頭試問とする。 
一般入学試験における基礎的な知識の水準は、学力（筆記試験）では、修士課程に必要

とされる英語（英文和訳）により、英語の文献を読む能力を求める。専門科目の試験で

は、研究計画書に基づく各領域の課題に対しての基本的な知識・論理的思考力、論理的記
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述力を評価する。小論文においては、研究計画書に基づき、学生の 2 領域の希望研究分野

別に試験を課し、これにより、入学希望者の知識水準、論理的思考力及び記述力を評価す

る。口頭試問においては、出願書類の志望理由書、研究計画書等に基づき、建学の精神、

将来の目標、学修意欲、希望する研究の知識等について質問することで、アドミッション

ポリシーに適応しているかを審査し、希望する研究テーマ等の知識を評価する。 
推薦入学試験の対象者は、本学動物看護学部の専任教員の推薦がある卒業見込み者及び

他大学専任教員の推薦がある者とし、試験科目は、専門科目、小論文及び口頭試問とす

る。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づく各領域の課題に対しての基本的な知識、論理

的思考力、論理的記述を評価する。小論文においては、研究計画書に基づき、学生の 2 領

域の希望研究分野別に試験を課し、これにより、入学希望者の知識水準、論理的思考力及

び記述力を評価する。口頭試問においては、出願書類の志望理由書、研究計画書等に基づ

き、建学の精神、将来の目標、学修意欲、希望する研究の知識等について質問すること

で、アドミッションポリシーに適応しているかを審査し、希望する研究テーマ等の知識を

評価する。 
 社会人入学試験の受験者は、実務経験が 1 年以上あり、入学時に満 22 歳以上の者と

し、試験科目は、専門科目、小論文及び口頭試問とする。 
 専門科目の試験では、研究計画書に基づく各領域の課題に対しての基本的な知識、論理

的思考力、論理的記述力を評価する。小論文においては、研究計画書に基づき、学生の 2
領域の希望研究分野別に試験を課し、これにより、入学希望者の知識水準、論理的思考力

及び記述力を評価する。口頭試問においては、出願書類の志望理由書、研究計画書等に基

づき、建学の精神、将来の目標、社会人経験、学修意欲、希望する研究の知識等に加え、

既に発表したレポート・小論文・論文等について質問することで、アドミッションポリシ

ーに適応しているかを審査し、希望する研究テーマ等の知識を評価する。 
 
［アドミッションポリシー【AP】］ 

ア 動物愛護の精神に則り、本学の建学の精神及び教育理念に共感する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物病院等において動物看護師としてチーム動物

医療に貢献し、高度動物医療の研究・発展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の研究・発展に意欲を有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生学に興味・関心があり、動物看護師の養成所

（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等において公衆衛生の教

育に貢献し、動物看護学の教育・研究・発展に意欲を有する者 
オ 動物看護学、動物人間関係学の基礎知識を有する者または研究テーマに沿った基礎

知識を有する者 
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（表 1）アドミッションポリシー 新旧対照表 
新 旧 

ア 動物愛護の精神に則り、本学の建学の

精神及び教育理念に共感する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物

病院等において動物看護師としてチーム動

物医療に貢献し、高度動物医療の研究・発

展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、

人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献

し、動物人間関係学の研究・発展に意欲を

有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生

学に興味・関心があり、動物看護師の養成

所（専修学校等）、動物病院、動物関連企

業及び動物関連団体等において公衆衛生の

教育に貢献し、動物看護学の教育・研究・

発展に意欲を有する者 
オ 動物看護学、動物人間関係学の基礎知

識を有する者または研究テーマに沿った基

礎知識を有する者 

ア 本学の建学の精神及び教育理念に共感

する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物

病院等において動物看護師としてチーム動

物医療に貢献し、高度動物医療の研究・発

展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、

人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献

し、動物人間関係学の研究・発展に意欲を

有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生

の向上に興味・関心があり、動物看護師の

養成所（専修学校等）、動物病院、動物関

連企業及び動物関連団体等における動物看

護学の教育・研究・発展に意欲を有する者 

 
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（32～35 ページ） 

新 旧 
９．入学者選抜の概要  
 

（略） 
 
（１）アドミッションポリシー【AP】 
本研究科のアドミッションポリシーは、

以下の通りである。 
 
ア 動物愛護の精神に則り、本学の建学の

精神及び教育理念に共感する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物

病院等において動物看護師としてチーム動

９．入学者選抜の概要  
 

（略） 
 
（１）アドミッションポリシー【AP】 
本研究科のアドミッションポリシーは、

以下の通りである。 
 
ア 本学の建学の精神及び教育理念に共感

する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物

病院等において動物看護師としてチーム動
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物医療に貢献し、高度動物医療の研究・発

展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、

人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献

し、動物人間関係学の研究・発展に意欲を

有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生

学に興味・関心があり、動物看護師の養成

所（専修学校等）、動物病院、動物関連企

業及び動物関連団体等において公衆衛生の

教育に貢献し、動物看護学の教育・研究・

発展に意欲を有する者 
オ 動物看護学、動物人間関係学の基礎知

識を有する者または研究テーマに沿った基

礎知識を有する者 
 

（略） 
 
（４）入学試験 
入学試験は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問により実施する。なお、受験

者には入学願書と共に志望理由書、研究計

画書等を提出させ、これらの出願書類をも

とに口頭試問を実施する。 
専門科目、小論文においては、研究計画

書に基づき、学生の希望研究分野について

の試験を課す。 
 
 
各入学試験においては、「動物看護学ま

たは動物人間関係学の基礎知識を有する者

または研究テーマに沿った基礎知識を有す

る者」に基づき専門科目、小論文、口頭試

問において希望する研究テーマについての

基礎知識を評価し、研究テーマに必要な学

士レベルの知識水準をもとめ、論理的思考

物医療に貢献し、高度動物医療の研究・発

展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、

人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献

し、動物人間関係学の研究・発展に意欲を

有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生

の向上に興味・関心があり、動物看護師の

養成所（専修学校等）、動物病院、動物関

連企業及び動物関連団体等における動物看

護学の教育・研究・発展に意欲を有する者 
 
 

（追加） 
 
 

（略） 
 
（４）入学試験 
入学試験は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問により実施する。なお、受験

者には入学願書と共に志望理由書、研究計

画書等を提出させ、これらの出願書類をも

とに口頭試問を実施する。 
専門科目、小論文においては、研究計画

書に基づき、学生の希望研究分野について

の試験を課す。 
これにより、入学希望者の知識水準、論

理的思考力及び記述力を評価する。 
 

（追加） 
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力、論理的記述力を含め総合的に評価す

る。 
 
① 一般入学試験 
試験科目は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問とする。 
一般入学試験における基礎的な知識の水

準は、学力（筆記試験）では、修士課程に

必要とされる英語（英文和訳）により、英

語の文献を読む能力を求める。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づ

く各領域の課題に対しての基本的な知識・

論理的思考力、論理的記述力を評価する。 
小論文では、研究計画書に基づき、学生の

2 領域の希望研究分野別に試験を課し、こ

れにより、入学希望者の知識水準、論理的

思考力及び記述力を評価する。 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーに適応しているかどうか審査し、

希望する研究テーマ等の知識を評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
① 一般入学試験 
試験科目は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問とする。 
英語の試験では、英語の文献を読む能力

があるかどうかを評価する。専門科目の試

験では、与えられた課題に対しての基本的

な知識、論理的思考力、論理的記述力を評

価する。 
 
 
 
 
 
 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーの「本学の建学の精神及び教育理

念に共感する者」、「動物看護学に興味・

関心があり、動物病院等において動物看護

師としてチーム動物医療に貢献し、高度動

物医療の研究・発展に意欲を有する者」、

「動物人間関係学に興味・関心があり、人

と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の教育研究・発展に意欲を

有する者」、「人と動物の共生社会の公衆

衛生の向上に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病院、動

物関連企業及び動物関連団体等における動

物看護学の教育・研究・発展に意欲を有す

る者」を判断し、希望する研究テーマの知

識等を評価する。 
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② 推薦入学試験 
推薦入学試験の対象者は、本学動物看護

学部の専任教員の推薦がある卒業見込み者

及び他大学等専任教員の推薦がある者と

し、試験科目は、専門科目、小論文及び口

頭試問とする。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づ

く各領域の課題に対しての基本的な知識、

論理的思考力、論理的記述を評価する。 
小論文では、研究計画書に基づき、学生の

2 領域の希望研究分野別に試験を課し、こ

れにより、入学希望者の知識水準、論理的

思考力及び記述力を評価する。 
口頭試問においては、出願書類の志望理

由書、研究計画書等に基づき、建学の精

神、将来の目標、学修意欲、希望する研究

の知識等について質問することで、アドミ

ッションポリシーに適応しているかどうか

審査し、希望する研究テーマ等の知識を評

価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 社会人入学試験 
社会人入学試験の受験者は、実務経験が

1 年以上あり、入学時に満 22 歳以上の者

② 推薦入学試験 
推薦入学試験の対象者は、本学動物看護

学部の卒業見込み者及び他大学専任教員の

推薦がある者とする。試験科目は、専門科

目、小論文及び口頭試問とする。 
専門科目の試験では、与えられた課題に

対しての基本的な知識、論理的思考力、論

理的記述を評価する。 
 
 
 
 
 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーの「本学の建学の精神及び教育理

念に共感する者」、「動物看護学に興味・

関心があり、動物病院等において動物看護

師としてチーム動物医療に貢献し、高度動

物医療の研究・発展に意欲を有する者」、

「動物人間関係学に興味・関心があり、人

と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の教育研究・発展に意欲を

有する者」、「人と動物の共生社会の公衆

衛生の向上に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病院、動

物関連企業及び動物関連団体等における動

物看護学の教育・研究・発展に意欲を有す

る者」を判断し、希望する研究テーマの知

識等を評価する。 
 
③ 社会人入学試験 
社会人入学試験の受験者は、動物関連産

業分野の実務経験が 1 年以上あり、入学時
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とし、試験科目は、専門科目、小論文及び

口頭試問とする。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づ

く各領域の課題に対しての基本的な知識、

論理的思考力、論理的記述力を評価する。 
小論文では、研究計画書に基づき、学生の

2 領域の希望研究分野別に試験を課し、こ

れにより、入学希望者の知識水準、論理的

思考力及び記述力を評価する。 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、社会人経験、学修意欲、希望する

研究の知識等に加え、既に発表したレポー

ト・小論文・論文等について質問すること

で、アドミッションポリシーに適応してい

るかどうか審査し、希望する研究テーマ等

の知識を評価する。 
 
 

に満 22 歳以上の者とする。試験科目は、

専門科目、小論文及び口頭試問とする。 
専門科目の試験では、与えられた課題に

対しての基本的な知識、論理的思考力、論

理的記述力を評価する。 
 
 
 
 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーの「本学の建学の精神及び教育理

念に共感する者」、「動物看護学に興味・

関心があり、動物病院等において動物看護

師としてチーム動物医療に貢献し、高度動

物医療の研究・発展に意欲を有する者」、

「動物人間関係学に興味・関心があり、人

と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の教育研究・発展に意欲を

有する者」、「人と動物の共生社会の公衆

衛生の向上に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病院、動

物関連企業及び動物関連団体等における動

物看護学の教育・研究・発展に意欲を有す

る者」を判断し、希望する研究テーマの知

識等を評価する。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻 

【大学等の設置の趣旨・必要性】 

３．＜設置の趣旨と受験資格の関係性が不明確＞ 

学部教育を基盤にして動物看護学領域・動物人間関係学領域の 2領域からの人材養成を

目指すとの説明があるが、アドミッションポリシーや受験資格では知識・経験の記載が

なく、一般入学試験の内容も 2領域について基盤とすべき能力をそれぞれどのように測

定するのか不明確であるため、適切に改めること。 

 

（対応） 

 審査意見の 2 で説明した通り、アドミッションポリシーに「動物看護学、動物人間関係

学の基礎知識を有する者または研究テーマに沿った基礎知識を有する者」を加える。 
各入学試験においては、「動物看護学または動物人間関係学の基礎知識を有する者また

は研究テーマに沿った基礎知識を有する者」に基づき専門科目、小論文、口頭試問におい

て希望する研究テーマについての基礎知識を評価し、研究テーマに必要な学士レベルの知

識水準を求め、論理的思考力、論理的記述力を含め総合的に評価する。 
 

 審査意見 2 で回答した通り、一般入学試験の学力（筆記試験）では、修士課程に必要と

される英語（英文和訳）により、英語の文献を読む能力を求める。専門科目の試験では、

研究計画書に基づく各領域の課題に対しての基本的な知識・論理的思考力、論理的記述力

を評価する。小論文においては、研究計画書に基づき、学生の 2 領域の希望研究分野別に

試験を課し、これにより、入学希望者の知識水準、論理的思考力及び記述力を評価する。

口頭試問においては、出願書類の志望理由書、研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等について質問することで、アドミッションポリ

シーに適応しているかを審査し、希望する研究テーマ等の知識を評価する。 
推薦入学試験の対象者は、本学動物看護学部の専任教員の推薦がある卒業見込み者及び

他大学専任教員の推薦がある者とし、試験科目は、専門科目、小論文及び口頭試問とす

る。専門科目の試験では、研究計画書に基づく各領域の課題に対しての基本的な知識、論

理的思考力、論理的記述を評価する。小論文においては、研究計画書に基づき、学生の 2
領域の希望研究分野別に試験を課し、これにより、入学希望者の知識水準、論理的思考力

及び記述力を評価する。口頭試問においては、出願書類の志望理由書、研究計画書等に基

づき、建学の精神、将来の目標、学修意欲、希望する研究の知識等について質問すること

で、アドミッションポリシーに適応しているかを審査し、希望する研究テーマ等の知識を

評価する。 
 社会人入学試験の受験者は、実務経験が 1 年以上あり、入学時に満 22 歳以上の者と

し、試験科目は、専門科目、小論文及び口頭試問とする。専門科目の試験では、研究計画

書に基づく各領域の課題に対しての基本的な知識、論理的思考力、論理的記述力を評価す

る。小論文においては、研究計画書に基づき、学生の 2 領域の希望研究分野別に試験を課
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し、これにより、入学希望者の知識水準、論理的思考力及び記述力を評価する。口頭試問

においては、出願書類の志望理由書、研究計画書等に基づき、建学の精神、将来の目標、

社会人経験、学修意欲、希望する研究の知識等に加え、既に発表したレポート・小論文・

論文等について質問することで、アドミッションポリシーに適応しているかを審査し、希

望する研究テーマ等の知識を評価する。 
  
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（32～35 ページ） 

新 旧 
９．入学者選抜の概要  
 

（略） 
 
（１）アドミッションポリシー【AP】 
本研究科のアドミッションポリシーは、

以下の通りである。 
 
ア 動物愛護の精神に則り、本学の建学の

精神及び教育理念に共感する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物

病院等において動物看護師としてチーム動

物医療に貢献し、高度動物医療の研究・発

展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、

人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献

し、動物人間関係学の研究・発展に意欲を

有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生

学に興味・関心があり、動物看護師の養成

所（専修学校等）、動物病院、動物関連企

業及び動物関連団体等において公衆衛生の

教育に貢献し、動物看護学の教育・研究・

発展に意欲を有する者 
オ 動物看護学、動物人間関係学の基礎知

識を有する者または研究テーマに沿った基

礎知識を有する者 
 

（略） 

９．入学者選抜の概要  
 

（略） 
 
（１）アドミッションポリシー【AP】 
本研究科のアドミッションポリシーは、

以下の通りである。 
 
ア 本学の建学の精神及び教育理念に共感

する者 
イ 動物看護学に興味・関心があり、動物

病院等において動物看護師としてチーム動

物医療に貢献し、高度動物医療の研究・発

展に意欲を有する者 
ウ 動物人間関係学に興味・関心があり、

人と動物の豊かな共生社会の構築に貢献

し、動物人間関係学の研究・発展に意欲を

有する者 
エ 人と動物の共生社会における公衆衛生

の向上に興味・関心があり、動物看護師の

養成所（専修学校等）、動物病院、動物関

連企業及び動物関連団体等における動物看

護学の教育・研究・発展に意欲を有する者 
 
 

（追加） 
 
 

（略） 
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（４）入学試験 
入学試験は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問により実施する。なお、受験

者には入学願書と共に志望理由書、研究計

画書等を提出させ、これらの出願書類をも

とに口頭試問を実施する。 
専門科目、小論文においては、研究計画

書に基づき、学生の希望研究分野について

の試験を課す。 
 
 
各入学試験においては、「動物看護学ま

たは動物人間関係学の基礎知識を有する者

または研究テーマに沿った基礎知識を有す

る者」に基づき専門科目、小論文、口頭試

問において希望する研究テーマについての

基礎知識を評価し、研究テーマに必要な学

士レベルの知識水準をもとめ、論理的思考

力、論理的記述力を含め総合的に評価す

る。 
 
① 一般入学試験 
試験科目は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問とする。 
一般入学試験における基礎的な知識の水

準は、学力（筆記試験）では、修士課程に

必要とされる英語（英文和訳）により、英

語の文献を読む能力を求める。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づ

く各領域の課題に対しての基本的な知識・

論理的思考力、論理的記述力を評価する。 
小論文では、研究計画書に基づき、学生の

2 領域の希望研究分野別に試験を課し、こ

れにより、入学希望者の知識水準、論理的

思考力及び記述力を評価する。 

 
（４）入学試験 
入学試験は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問により実施する。なお、受験

者には入学願書と共に志望理由書、研究計

画書等を提出させ、これらの出願書類をも

とに口頭試問を実施する。 
専門科目、小論文においては、研究計画

書に基づき、学生の希望研究分野について

の試験を課す。 
これにより、入学希望者の知識水準、論

理的思考力及び記述力を評価する。 
 

（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 一般入学試験 
試験科目は、英語及び専門科目、小論文

及び口頭試問とする。 
英語の試験では、英語の文献を読む能力

があるかどうかを評価する。専門科目の試

験では、与えられた課題に対しての基本的

な知識、論理的思考力、論理的記述力を評

価する。 
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口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーに適応しているかどうか審査し、

希望する研究テーマ等の知識を評価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 推薦入学試験 
推薦入学試験の対象者は、本学動物看護

学部の専任教員の推薦がある卒業見込み者

及び他大学等専任教員の推薦がある者と

し、試験科目は、専門科目、小論文及び口

頭試問とする。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づ

く各領域の課題に対しての基本的な知識、

論理的思考力、論理的記述を評価する。 
小論文では、研究計画書に基づき、学生の

2 領域の希望研究分野別に試験を課し、こ

れにより、入学希望者の知識水準、論理的

思考力及び記述力を評価する。 
口頭試問においては、出願書類の志望理

由書、研究計画書等に基づき、建学の精

神、将来の目標、学修意欲、希望する研究

の知識等について質問することで、アドミ

口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーの「本学の建学の精神及び教育理

念に共感する者」、「動物看護学に興味・

関心があり、動物病院等において動物看護

師としてチーム動物医療に貢献し、高度動

物医療の研究・発展に意欲を有する者」、

「動物人間関係学に興味・関心があり、人

と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の教育研究・発展に意欲を

有する者」、「人と動物の共生社会の公衆

衛生の向上に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病院、動

物関連企業及び動物関連団体等における動

物看護学の教育・研究・発展に意欲を有す

る者」を判断し、希望する研究テーマの知

識等を評価する。 
 

② 推薦入学試験 
推薦入学試験の対象者は、本学動物看護

学部の卒業見込み者及び他大学専任教員の

推薦がある者とする。試験科目は、専門科

目、小論文及び口頭試問とする。 
専門科目の試験では、与えられた課題に

対しての基本的な知識、論理的思考力、論

理的記述を評価する。 
 
 
 
 
 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション
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ッションポリシーに適応しているかどうか

審査し、希望する研究テーマ等の知識を評

価する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 社会人入学試験 
社会人入学試験の受験者は、実務経験が

1 年以上あり、入学時に満 22 歳以上の者

とし、試験科目は、専門科目、小論文及び

口頭試問とする。 
専門科目の試験では、研究計画書に基づ

く各領域の課題に対しての基本的な知識、

論理的思考力、論理的記述力を評価する。 
小論文では、研究計画書に基づき、学生の

2 領域の希望研究分野別に試験を課し、こ

れにより、入学希望者の知識水準、論理的

思考力及び記述力を評価する。 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、社会人経験、学修意欲、希望する

研究の知識等に加え、既に発表したレポー

ト・小論文・論文等について質問すること

で、アドミッションポリシーに適応してい

るかどうか審査し、希望する研究テーマ等

の知識を評価する。 
 

ポリシーの「本学の建学の精神及び教育理

念に共感する者」、「動物看護学に興味・

関心があり、動物病院等において動物看護

師としてチーム動物医療に貢献し、高度動

物医療の研究・発展に意欲を有する者」、

「動物人間関係学に興味・関心があり、人

と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の教育研究・発展に意欲を

有する者」、「人と動物の共生社会の公衆

衛生の向上に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病院、動

物関連企業及び動物関連団体等における動

物看護学の教育・研究・発展に意欲を有す

る者」を判断し、希望する研究テーマの知

識等を評価する。 
 
③ 社会人入学試験 
社会人入学試験の受験者は、動物関連産

業分野の実務経験が 1 年以上あり、入学時

に満 22 歳以上の者とする。試験科目は、

専門科目、小論文及び口頭試問とする。 
専門科目の試験では、与えられた課題に

対しての基本的な知識、論理的思考力、論

理的記述力を評価する。 
 
 
 
 
口頭試問では、出願書類の志望理由書、

研究計画書等に基づき、建学の精神、将来

の目標、学修意欲、希望する研究の知識等

について質問することで、アドミッション

ポリシーの「本学の建学の精神及び教育理

念に共感する者」、「動物看護学に興味・

関心があり、動物病院等において動物看護

師としてチーム動物医療に貢献し、高度動

物医療の研究・発展に意欲を有する者」、
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 「動物人間関係学に興味・関心があり、人

と動物の豊かな共生社会の構築に貢献し、

動物人間関係学の教育研究・発展に意欲を

有する者」、「人と動物の共生社会の公衆

衛生の向上に興味・関心があり、動物看護

師の養成所（専修学校等）、動物病院、動

物関連企業及び動物関連団体等における動

物看護学の教育・研究・発展に意欲を有す

る者」を判断し、希望する研究テーマの知

識等を評価する。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【大学等の設置の趣旨・必要性】 

４．＜学生確保の見通しが不十分＞ 

学生確保の見通しについて、東京都で設置されている大学院では定員を満たしている旨

記載があるが、別に示されている一般財団法人日本動物保健看護系大学協会加盟大学の

大学院の学生数を見ると、全国的な需要が必ずしも見込まれるものではない。また、在

学生及び卒業生へのアンケート結果では、進学希望者は必ずしも多いとは言えず、学生

確保に懸念が残る。既存学部の在学生の大学院進学率も算出などし、客観的な数値に基

づいて明確に説明すること。 

 

（対応） 

 学校法人ヤマザキ学園（以下、本学園という）では、平成 6（1994）年に専修学校の認

可を得て、学校法人化したことを記念し、創始者への遺徳を偲び、「山﨑良壽記念奨学金

制度」（資料 4-1）を創設し、動物看護師が動物看護教育を行うことを目指し、指導者の

養成を目的に授与者を支援してきた。本制度は現在まで継承され、奨学金授与者は 571 人

に達し、その中で優秀な卒業生は、本学園に教職員として奉職し、令和 2（2020）年度全

教職員の 43％が、本学園の卒業生である。 

 本学は、開学以降未だ 7 期のみの卒業生を輩出していること及び動物看護学が新しい学

問分野であることから、他大学大学院修士課程への進学状況は、1 期から 7 期までの本学

卒業生総数 1,103 人のうち、平成 27（2015）年 3 月卒業生 1 人、令和 2（2020）年 3 月

卒業生 2 人の合計 3 人（1%未満）であり、社会人経験を経て大学院に進学した 4 人を含

めると、計 7 人である。 
 本学から大学院に進学した学生は、7 年間で 7 人となるが、本学園は、学祖 故山﨑良壽

が「生命への畏敬」と「職業人としての自立」を建学の精神に掲げ、「生命（いのち）を

生きる」という教育理念のもと「ヤマザキ動物専門学校（平成 6〔1994〕年認可）の前身

である専修学校日本動物学院に、指導者を養成するため、グラジュエイト・プログラム

（1 年制の専攻研究コース）を新設し、他大学の指導教員の指導のもと論文をまとめ、59
人の卒業生を輩出した。その後、専門学校の教育を発展させたヤマザキ動物看護短期大学

（平成 15［2003］年認可）に専攻科（動物看護学専攻）を新設し、指導教員の指導のも

と論文をまとめ、56 人の卒業生を輩出した。また、本学園の専門学校、ヤマザキ動物看護

短期大学（専攻科含む）及び本学を卒業した学生のうち、他大学の大学院へと進学し、修

士及び博士号を所持し、現在、本学園の大学及び専門職短期大学の専任教員として動物看

護教育を担う者が 5 人いる。 
また、令和元（2019）年 12 月から令和 2（2020）年 1 月に調査したアンケート結果によ

ると、本研究科初年度の入学対象者で調査時 3 年次生の回答者 115 人のうち、在学生 4 人

（3.5％）、調査時卒業生（社会人）の回答者 77 人のうち、7 人（9.1％）の合計 11 人（5.7％）
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が令和 3（2021）年度開設の本研究科へ進学を希望していることから、本研究科入学定員 5
人に対し、2 倍以上の進学希望者がいる。 

なお、アンケートに回答した在学生 540 人のうち、「興味・関心がある」と回答した在学

生は、1 年次生 80 人（41.7％）、2 年次生 42 人（29.4％）、3 年次生 38 人（33.0％）、4
年次生 17 人（18.9％）の計 177 人（32.8％）である。さらに、アンケートに回答した卒業

生 77 人のうち、「興味・関心がある」と回答した卒業生 30 人（39.0％）を加えると合計

207 人（33.6％）であることから、今後、その中の一部の在学生・卒業生（社会人）が本研

究科の志願者になる可能性を示している（資料 4-2）。 
本学在学生へのアンケート調査の中で、「社会人経験等を経てから進学したい」と回答し

ている学生は、進学対象となる 3 年次生 9 人のほか、1 年次生 4 人、2 年次生 2 人、4 年次

生 4 人の合計 19 人であり、潜在的に大学院への進学を希望する学生がいることが分かる

（資料 4-2）。 
以上のことから、本研究科が予定している入学定員 5 人を継続的に確保することが充分

可能であると考える。 
さらに、本学園在職の教職員の中にも、これまで本学に修士課程が設置されていなかっ

たことから、本研究科が設置された場合、入学を希望している者もいる。本学園が設置す

る 3 校（ヤマザキ動物専門学校・ヤマザキ動物看護専門職短期大学・ヤマザキ動物看護大

学）の指導者養成のために来年度も「山﨑良壽記念教職員奨学金制度」の支援を受け、進

学する者も想定される。 
今までの進学実績に比べて、アンケート調査での進学希望者が多いのは、愛玩動物看護

師が国家資格の専門職として認知されたことが大きく関係していると分析する。一般的に

他の資格においても、国家資格化後に当該職種が社会に広く認知されることから、専門的

な大学院教育の需要が高まり、大学院の課程が新設されている。このことからも、愛玩動

物看護師の法制化も同様の状況になると想定される。 
動物看護学を教育・研究の対象としてきた本学において、本研究科の設置計画が具体化

したことにより、アンケート調査結果（資料 4-2）のように学生の本研究科への進学意識

が高まり、学生確保が可能であると考える。 
このように本学園では動物看護教育の高度化及び指導者の養成に力を注ぎ、動物看護師

が動物看護教育を行うことを目指してきたことから、この度の大学院修士課程の教育に加

えて、将来に設置を目指している大学院博士課程でさらに発展させることを目指す。 
 
 将来、中長期的な学生確保の見通しについては、「愛玩動物看護師法」の法制化によ

り、名称独占に加え、業務独占（採血、投薬（経口等）、マイクロチップの装着、カテー

テルによる採尿）の内容が明確となった。さらに「動物の愛護及び管理に関する法律」に

より職域（愛玩動物の終生飼養や災害時の動物対応等）が拡大した。従前の民間認定資格

では、教育レベルが統一されていなかったが、愛玩動物看護師の国家資格化により、法の
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下、国家資格水準を満たす専門教育及び修士課程の教育が求められることが想定されるこ

とから、定員は充足されると考える。 
また、国家資格である人の看護師の人材養成が、専門学校での人材養成から大学での人

材養成へと徐々にシフトし、その後、大学院修士課程、博士課程が設置され、高度な人材

養成を行っていることから、愛玩動物看護師の養成においても、同様に大学での人材養成

の増加が見込まれる。大学での養成が増加すると、継続的に高度な専門知識を持った修士

課程の人材ニーズが高まると予想する。 
 本研究科は、日本で初めての動物看護学部を基盤にした日本で初めての動物看護学研究

科であり、今後日本の社会で必要とされる動物人間関係学領域を配置したことから、積極

的な広報活動により、先行者として受験生の注目を集め、学生を確保していく考えであ

る。 
 
（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（1～4 ページ） 

新 旧 
１ 学生確保の見通し及び申請者としての

取組状況 
（１）学生確保の見通し 
① 定員充足の見込み 

 
（略） 

    
したがって、社会の需要に対応する人材

の育成を急がなければならない。 
学校法人ヤマザキ学園（以下、本学園と

いう）では、平成 6（1994）年に専修学校

の認可を得て、学校法人化したことを記念

し、創始者への遺徳を偲び、「山﨑良壽記

念奨学金制度」（資料 2）を創設し、動物

看護師が動物看護教育を行うことを目指

し、指導者の養成を目的に授与者を支援し

てきた。本制度は現在まで継承され、奨学

金授与者は 571 人に達し、その中で優秀な

卒業生は、本学園に教職員として奉職し、

令和 2（2020）年度全教職員の 43％が、

本学園の卒業生である。 
本学は、開学以降未だ 7 期のみの卒業生

を輩出していること及び動物看護学が新し

１ 学生確保の見通し及び申請者としての

取組状況 
（１）学生確保の見通し 
① 定員充足の見込み 

 
（略） 

    
したがって、社会の需要に対応する人材

の育成を急がなければならない。 
 
 

（追加） 
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い学問分野であることから、他大学大学院

修士課程への進学状況は、1 期から 7 期ま

での本学卒業生総数 1,103 人のうち、平成

27（2015）年 3 月卒業生 1 人、令和 2
（2020）年 3 月卒業生 2 人の合計 3 人

（1%未満）であり、社会人経験を経て大

学院に進学した 4 人を含めると、計 7 人

（資料 3）である。 
本学から大学院に進学した学生は、7 年

間で 7 人となるが、本学園は、学祖 故山

﨑良壽が「生命への畏敬」と「職業人とし

ての自立」を建学の精神に掲げ、「生命

（いのち）を生きる」という教育理念のも

と「ヤマザキ動物専門学校（平成 6
〔1994〕年認可）の前身である専修学校

日本動物学院に、指導者を養成するため、

グラジュエイト・プログラム（1 年制の専

攻研究コース）を新設し、他大学の指導教

員の指導のもと論文をまとめ、59 人（資

料 4-1）の卒業生を輩出した。その後、専

門学校の教育を発展させたヤマザキ動物看

護短期大学（平成 15［2003］年認可）に

専攻科（動物看護学専攻）を新設し、指導

教員の指導のもと論文をまとめ、56 人

（資料 4-2）の卒業生を輩出した。また、

本学園の専門学校、ヤマザキ動物看護短期

大学（専攻科含む）及び本学を卒業した学

生のうち、他大学の大学院へと進学し、修

士及び博士号を所持し、現在、本学園の大

学及び専門職短期大学の専任教員として動

物看護教育を担う者が 5 人いる。 
このように本学園では動物看護教育の高

度化及び指導者の養成に力を注ぎ、動物看

護師が動物看護教育を行うことを目指して

きたことから、この度の大学院修士課程の

教育、加えて、将来に設置を目指している
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大学院博士課程でさらに発展させることを

目指す。 
ヤマザキ動物看護大学大学院（以下、本

大学院という。）は、教育基本法（平成

18 年法律第 120 号）及び学校教育法（昭

和 22 年法律第 26 号）の定めるところに

より、建学の精神と教育理念に則り、学部

における一般的・専門的教養の基礎の上

に、学術の理論及び応用を教授研究し、そ

の深奥を極め文化の進展に寄与することを

目的とする。 
 

（略） 
    

併せて、本学在学生へのアンケート調査

の中で、「社会人経験等を経てから進学し

たい」と回答している学生は、進学対象と

なる 3 年次生 9 人のほか、1 年次生 4 人、

2 年次生 2 人、4 年次生 4 人の合計 19 人

であり、潜在的に大学院への進学を希望す

る学生がいることが分かる。このことか

ら、本研究科が予定している入学定員 5 人

を継続的に確保することが充分可能だと考

える。 
さらに、本学園在職の教職員の中にも、

これまで本学に修士課程が設置されていな

かったことから、本研究科が設置された場

合、入学を希望している者もいる。本学園

が設置する 3 校（ヤマザキ動物専門学校・

ヤマザキ動物看護専門職短期大学・ヤマザ

キ動物看護大学）の指導者養成のために来

年度も「山﨑良壽記念教職員奨学金制度」

の支援を受け、進学する者も想定される。 
今までの進学実績に比べて、アンケート調

査での進学希望者が多いのは、愛玩動物看

護師が国家資格の専門職として認知された

ことが大きく関係していると分析する。一

 
 
ヤマザキ動物看護大学大学院（以下、本

大学院という。）は、教育基本法（平成

18 年法律第 120 号）及び学校教育法（昭

和 22 年法律第 26 号）の定めるところに

より、建学の精神と教育理念に則り、学部

における一般的・専門的教養の基礎の上

に、学術の理論及び応用を教授研究し、そ

の深奥を極め文化の進展に寄与することを

目的とする。 
 

（略） 
    
併せて、「社会人経験等を経てから進学

したい」と回答している在学生は、3 年次

生 9 人、1・2 年次生及び 4 年次生 10 人の

合計 19 人であり、潜在的に大学院への 

進学を希望する在学生がいることが分か

る。このことから、本研究科修士課程が予

定している入学定員 5 人を継続的に確保す

ることが充分可能だと考える。 
 
 
 

（追加） 
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般的に他の資格においても、国家資格化後

に当該職種が社会に広く認知されることか

ら、専門的な大学院教育の需要が高まり、

大学院の課程が新設されている。このこと

からも、愛玩動物看護師の法制化も同様の

状況になると想定される。 
動物看護学を教育・研究の対象としてき

た本学において、本研究科の設置計画が具

体化したことにより、アンケート調査結果

のように学生の本研究科への進学意識が高

まり、学生確保が可能であると考える。 
将来、中長期的な学生確保の見通しについ

ては、愛玩動物看護師の法制化により、名

称独占に加え、業務独占（採血、投薬（経

口等）、マイクロチップの装着、カテーテ

ルによる採尿）の内容が明確となった。さ

らに「動物の愛護及び管理に関する法律」

により職域（愛玩動物の終生飼養や災害時

の動物対応等）が拡大した。従前の民間認

定資格では、教育レベルが統一されていな

かったが、愛玩動物看護師の国家資格法制

化により、法の下、国家資格水準を満たす

専門教育及び修士課程の教育が求められる

ことが想定されることから、定員は充足さ

れると考える。 
また、国家資格である人の看護師の人材

養成が、専門学校での人材養成から大学で

の人材養成へと徐々にシフトし、その後、

大学院修士課程、博士課程が設置され、高

度な人材養成を行っていることから、愛玩

動物看護師の養成においても、同様に大学

での人材養成の増加が見込まれる。大学で

の養成が増加すると、継続的に高度な専門

知識を持った修士課程の人材ニーズが高ま

ると予想する。 
本研究科は、日本で初めての動物看護学部

を基盤にした日本で初めての動物看護学研



34 

究科であり、今後日本の社会で必要とされ

る動物人間関係学領域を配置したことか

ら、積極的な広報活動により、先行者とし

て受験生の注目を集め、学生を確保してい

く考えである。 
 



35-38 

１（書類等の題名） 
学校法人ヤマザキ学園山﨑良壽記念奨学金支給規程（資料 4-1） 

 
２（出典） 
 学校法人ヤマザキ学園 
 
３（引用範囲） 
 「学校法人ヤマザキ学園山﨑良壽記念奨学金支給規程」（学校法人ヤマザキ学園） 
 
４（その他の説明） 
 特になし 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

５．＜ディプロマ・ポリシーと教育課程が不整合＞ 

例えば、ディプロマ・ポリシーの「公衆衛生の専門知識を有し、社会に貢献できる教

育・指導力、課題解決能力を習得している」について、カリキュラム・ポリシーで対応

する履修科目として挙げられている「動物看護教育特論」は選択科目であるなど、ディ

プロマ・ポリシーと教育課程が不整合であるため、全体について見直し、適切に改める

こと。 

 

（対応） 

ディプロマポリシーでは、「エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、動物病院、動物

関連企業及び動物関連団体等において必要とされる公衆衛生の専門知識を有し、社会に貢

献できる教育・指導力、課題解決能力を修得している」ことが定められている。 
また、カリキュラムポリシーでは、「エ 基礎科目において、動物看護教育の歴史・制

度及び動物看護師の養成所（専修学校等）、動物病院、動物関連企業及び動物関連団体等

で必要とされる公衆衛生を教育・指導する能力を養い専門科目において 2 領域を配置す

る」とあるため、その方針に従って「動物看護教育特論」（選択）を配置していた。 

今回のご指摘により、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシーと教育課程の整合性

について、再検討した結果、「動物看護教育特論」の重要性に鑑み、必修科目に改めるこ

ととする（表 1）。 
なお、今回の審査意見 5、9（7）への対応により、「動物看護教育特論」（1 単位）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（2 単位）、「動物愛護・福祉特論」（2 単位）の合計 5
単位を必修科目としたことから、教育の質を落とさず、学生の科目選択の自由度を確保す

るために演習・インターンシップの 1 単位当たりの授業時間を学則の規定第 25 条に基づ

き、15 時間から 30 時間に改めた上、修了要件を 30 単位から 32 単位へと変更する。 

変更後の修了要件は次の通りである。また、新旧対照表を表 2 に示す。 

 

基礎科目においては、必修 11 単位に加え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得する。

専門科目においては、動物看護学領域・動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位以上修

得の上、専門科目（選択科目）全体で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単位以上

とする。特別研究については、研究指導を受けた上で、修士論文を作成し、論文審査に合

格することにより単位を修得する。 
 

 カリキュラムポリシーについては、審査意見 5、審査意見 9（4）、審査意見 9（5）、

審査意見 9（6）、審査意見 9（7）への対応による教育課程の変更等により、次の通りと

した。 
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ア 学士課程を基盤に基礎科目においては、生命倫理学特論及び動物愛護・福祉特論を必

修科目として配置する。動物看護学領域、動物人間関係学領域の基盤となる動物看護学

Ⅰ、動物人間関係学特論、ヒトと動物の環境科学特論を必修として配置する 
イ 専門科目の動物看護学領域においては、高度動物医療における動物看護能力を養うた

めに応用動物看護学Ⅰ及び演習、応用動物看護学Ⅱ及び演習を配置する 
ウ  専門科目の動物人間関係学領域においては、人と動物の関係を理解する能力を養うた

めに応用動物人間関係学Ⅰ及び演習、応用動物人間関係学Ⅱ及び演習を配置する 
エ  基礎科目において、動物看護教育の歴史・制度を理解する能力を養うために動物看護

教育特論を配置する。専門科目においては、公衆衛生を教育・指導する能力を養うため

に応用動物人間関係学Ⅰ及び演習を配置する。さらに、人と動物の関係性を理解するた

めに応用動物人間関係学Ⅱ及び演習を配置する 
オ 動物看護領域または動物人間関係学領域における研究能力及び課題解決能力を養い、

修士論文を作成するために基礎科目に研究方法論及び特別研究を配置する 
 

（表 1）教育課程 新旧対照表 
新 旧 

科目名称 
配当 

年次 

必/ 

選 

単位 

数 
科目名称 

配当 

年次 

必/ 

選 

単位 

数 

生命倫理学特論 1 前 必 1 生命倫理学特論 1 前 必 1 

動物愛護・福祉特論 1 前 必 2 動物愛護・福祉特論 1 前 選 2 

（削除）    動物看護学特論 1 前 必 2 

動物看護学Ⅰ 1 前 必 2 （追加）    

動物看護学Ⅱ 1 前 選 2 （追加）    

動物看護学演習 1 前 選 1 動物看護学演習 1 前 選 2 

（削除）    動物臨床検査学特論 1 後 選 2 

（削除）    動物臨床検査学特論演

習 

1 後 選 2 

動物人間関係学特論 1 前 必 2 動物人間関係学特論 1 前 必 2 

動物人間関係学演習 1 前 選 1 動物人間関係学演習 1 前 選 2 

ヒトと動物の環境科学

特論 

1 前 必 2 ヒトと動物の環境科学

特論 

1 前 選 2 

動物看護教育特論 1 後 必 1 動物看護教育特論 1 後 選 1 

研究方法論 1 前 必 1 研究方法論 1 前 必 1 

応用動物看護学Ⅰ 1 後 選 2 応用動物看護学Ⅰ 1 後 選 2 

応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 選 1 応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 選 2 

応用動物看護学Ⅱ 1 後 選 2 応用動物看護学Ⅱ 1 後 選 2 
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応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 選 1 応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 選 2 

応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 選 2 応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 選 2 

応用動物人間関係学演

習Ⅰ 

2 前 選 1 応用動物人間関係学演

習Ⅰ 

2 前 選 2 

応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 選 2 応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 選 2 

応用動物人間関係学演

習Ⅱ 

2 前 選 1 応用動物人間関係学演

習Ⅱ 

2 前 選 2 

インターンシップ 2 通 選 1 （追加）    

特別研究 1 後

～2
通 

必 10 特別研究 1 後

～2
通 

必 10 

 

（表 2）カリキュラムポリシー 新旧対照表 
新 旧 

ア 学士課程を基盤に基礎科目において

は、生命倫理学特論及び動物愛護・福祉特

論を必修科目として配置する。動物看護学

領域、動物人間関係学領域の基盤となる動

物看護学Ⅰ、動物人間関係学特論、ヒトと

動物の環境科学特論を必修として配置する 
イ 専門科目の動物看護学領域において

は、高度動物医療における動物看護能力を

養うために応用動物看護学Ⅰ及び演習、応

用動物看護学Ⅱ及び演習を配置する 
 
ウ  専門科目の動物人間関係学領域におい

ては、人と動物の関係を理解する能力を養

うために応用動物人間関係学Ⅰ及び演習、

応用動物人間関係学Ⅱ及び演習を配置する 
 
  
エ  基礎科目において、動物看護教育の歴

史・制度を理解する能力を養うために動物

看護教育特論を配置する。専門科目におい

ては、公衆衛生を教育・指導する能力を養

うために応用動物人間関係学Ⅰ及び演習を

配置する。さらに、人と動物の関係性を理

ア 学士課程を基盤に基礎科目において、

教育理念と建学の精神に則り、生命を尊重

する倫理観を養う科目を必修科目として配

置のうえ、動物看護学領域、動物人間関係

学領域に繋がる特論を必修として配置する 
 
イ 基礎科目に加え専門科目において、動

物看護学領域を配置のうえ、高度動物医療

における動物看護能力を養うために動物解

剖生理学・動物病理学分野、動物検査学・

動物内科学分野の科目を配置する 
ウ 基礎科目に加え専門科目において、動

物人間関係学領域を配置のうえ、人と動物

の関係を理解する能力を養うために公衆衛

生学分野、分子生物学（イヌの特性）・動

物行動学・動物文化人類学・ペットの社会

学（ペットロス）分野の科目を配置する 
エ 基礎科目において、動物看護教育の歴

史・制度及び動物看護師の養成所（専修学

校等）、動物病院、動物関連企業及び動物

関連団体等で必要とされる公衆衛生を教

育・指導する能力を養い専門科目において

2 領域を配置する 
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解するために応用動物人間関係学Ⅱ及び演

習を配置する 
オ 動物看護領域または動物人間関係学領

域における研究能力及び課題解決能力を養

い、修士論文を作成するために基礎科目に

研究方法論及び特別研究を配置する 

 
 
オ 動物看護領域または動物人間関係学領

域における研究能力及び課題解決能力を養

い、修士論文を作成するために研究方法論

及び特別研究を配置する 
 

 

（表 3）修了要件 新旧対照表 
新 旧 

基礎科目においては、必修 11 単位に加

え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得す

る。 
専門科目においては、動物看護学領域・

動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位

以上修得の上、専門科目（選択科目）全体

で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別

研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単

位以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた

上で、修士論文を作成し、論文審査に合格

することにより単位を修得する。 

基礎科目においては、必修 6 単位に加

え、選択 13 単位の中から 8 単位以上修得

する。なお、8 単位以上の中には、動物看

護学演習（2 単位）または動物人間関係学

演習（2 単位）を含むものとする。 
専門科目においては、動物看護学領域また

は動物人間関係学領域のいずれかの専門領

域を選択の上、「講義Ⅰ・演習Ⅰ」または

「講義Ⅱ・演習Ⅱ」の 4 単位に加え、領域

を問わず、専門科目（講義科目）全体の中

から 2 単位以上修得し、合わせて 6 単位以

上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研

究 10 単位を修得し、修了要件は 30 単位

以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた上

で、修士論文を作成し、論文審査に合格す

ることにより単位を修得する。 
 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（4～6 ページ） 
新 旧 

１．大学院設置の趣旨及び必要性 
（３）教育研究上の理念及び目的 

 
（略） 

 

１．大学院設置の趣旨及び必要性 
（３）教育研究上の理念及び目的 
 

（略） 
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本研究科における養成する人材像は以下

の通りである。 
 

［養成する人材像］ 
ア 建学の精神と教育理念に則り、生命を

尊重する倫理観を備え、社会に貢献する

人材 
イ 動物病院等に従事し、動物看護師とし

て、高度動物医療の研究・発展に貢献す

る人材 
ウ 動物関連企業及び動物関連団体等に従

事し、人と動物の共生に関する研究・発

展に貢献する人材 
エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、

動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等に従事し、公衆衛生の教育・指導に

貢献する人材 
オ 研究により身につけた論理的思考力を

もって、発展するペット関連産業界（動

物医療含む）に貢献する人材 
 
上記の目的や養成する人材像を踏まえ

て、ディプロマポリシーを以下の通り設定

した。 
 

③ 学位授与の方針［ディプロマポリシー

【DP】］ 
ア 教育目標である生命を尊重する倫理観

及び幅広い視野を身につけている 
イ 動物病院等において高度動物医療に必

要とされる動物看護学の専門知識を有

し、課題解決能力を修得している 
ウ 動物関連企業及び動物関連団体等にお

いて必要とされ、人と動物の共生に関す

る知識を有し、課題解決能力を修得して

いる 

本研究科における養成する人材像は以下

の通りである。 
 

［養成する人材像］ 
ア 教育理念と建学の精神に則り、生命を

尊重する倫理観を備え、社会に貢献する

人材 
イ 動物病院等に従事し、動物看護師とし

て、高度動物医療の研究・発展に貢献す

る人材 
ウ 動物関連企業及び動物関連団体等に従

事し、人と動物の共生に関する研究・発

展に貢献する人材 
エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、

動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等に従事し、公衆衛生の教育・指導に

貢献する人材 
 

（追加） 
 
 
上記の目的や養成する人材像を踏まえ

て、ディプロマポリシーを以下の通り設定

した。 
 

③ 学位授与の方針［ディプロマポリシー

【DP】］ 
ア 教育目標である生命を尊重する倫理観

及び幅広い視野を身につけている 
イ 動物病院等において高度動物医療に必

要とされる動物看護学の専門知識を有

し、課題解決能力を修得している 
ウ 動物関連企業及び動物関連団体等にお

いて必要とされ、人と動物の共生に関す

る知識を有し、課題解決能力を修得して

いる 
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エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、

動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等において必要とされる公衆衛生の専

門知識を有し、社会に貢献できる教育・

指導力、課題解決能力を修得している 
オ 各専門分野の修士論文に関わる研究に

より論理的思考力を身につけている 
 
本研究科では、養成する人材像と DP に

以下のとおり相関を持たせることで、修士

（動物看護学）の学位を取得した人材が動

物関連産業（動物医療を含む）に貢献でき

るよう教育を行う。 
「ア 建学の精神と教育理念に則り、生

命を尊重する倫理観を備え、社会に貢献す

る人材」を養成するために、DP：ア の
「教育目標である生命を尊重する倫理観及

び幅広い視野を身につけている」を設定し

た。 
 

（略） 
 

「エ 動物看護師の養成所（専修学校

等）、動物病院、動物関連企業及び動物関

連団体等に従事し、公衆衛生の教育・指導

に貢献する人材」を養成するために、

DP：エの「動物看護師の養成所（専修学

校等）、動物病院、動物関連企業及び動物

関連団体等において必要とされる公衆衛生

の専門知識を有し、社会に貢献できる教

育・指導力、課題解決能力を修得してい

る」を設定した。 
「オ 研究により身につけた論理的思考

力をもって、発展するペット関連産業界

（動物医療含む）に貢献する人材」を養成

するために、DP：オの「各専門分野の修

エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、

動物病院、動物関連企業及び動物関連団

体等において必要とされる公衆衛生の専

門知識を有し、社会に貢献できる教育・

指導力、課題解決能力を修得している 
オ 各専門分野の修士論文に関わる研究に

より論理的思考力を身につけている 
 
本研究科では、養成する人材像と DP に

以下のとおり相関を持たせることで、修士

（動物看護学）の学位を取得した人材が動

物関連産業（動物医療を含む）に貢献でき

るよう教育を行う。 
「ア 教育理念と建学の精神に則り、生

命を尊重する倫理観を備え、社会に貢献す

る人材」を養成するために、DP：ア の
「教育目標である生命を尊重する倫理観及

び幅広い視野を身につけている」を設定し

た。 
 

（略） 
 

「エ 動物看護師の養成所（専修学校

等）、動物病院、動物関連企業及び動物関

連団体等に従事し、公衆衛生の教育・指導

に貢献する人材」を養成するために、

DP：エの「動物看護師の養成所（専修学

校等）、動物病院、動物関連企業及び動物

関連団体等において必要とされる公衆衛生

の専門知識を有し、社会に貢献できる教

育・指導力、課題解決能力を修得してい

る」を設定した。 
 
 

（追加） 
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士論文に関わる研究により論理的思考力を

身につけている」を設定した。 
 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（10～12 ページ） 
  

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）教育課程編成の基本方針 
② 教育課程の基本方針とカリキュラムポ

リシー 
本研究科の教育課程編成における基本方

針は、以下の通りである。 
学士課程を基盤に基礎科目において建学

の精神と教育理念に則り、生命を尊重する

倫理観を養う科目を必修科目として配置す

る。専門科目においては、動物看護学領域

と動物人間関係学領域を設定したうえ、 
動物看護学領域には、「愛玩動物看護師

法」及び「動物の愛護及び管理に関する法

律」に則り、生命を尊重し、愛玩動物を対

象に高度チーム動物医療を支え、獣医師の

指示の下、診療の補助及び疾病にかかり、

または負傷した愛玩動物の世話、看護を行

うことを目的とした科目を配置し、動物人

間関係学領域には、「愛玩動物看護師法」

及び「動物の愛護及び管理に関する法律」

に則り、生命を尊重し、友愛及び平和の情

操の涵養に資するとともに、動物の適正飼

養及び人の生活環境の保全に寄与し、人と

動物の共生する社会の実現を図ることを目

的とした科目を配置する。 
 

（削除） 
 
 
また、基礎科目において、動物看護教育

の歴史・制度及び動物看護師の養成所（専

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）教育課程編成の基本方針 
② 教育課程の基本方針とカリキュラムポ

リシー 
本研究科の教育課程編成における基本方

針は、以下の通りである。 
学士課程を基盤に基礎科目において教育

理念と建学の精神に則り、生命を尊重する

倫理観を養う科目を必修科目として配置す

る。専門科目においては、動物看護学領域

と動物人間関係学領域を設定したうえ、 
 
 
 
 
 

（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
動物看護学領域に高度動物医療における

動物看護能力を養う科目を配置し、動物人

間関係学領域に人と動物の関係を理解する

能力を養う科目を配置する。 
また、基礎科目において、動物看護教育

の歴史・制度及び動物看護師の養成所（専
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修学校等）、動物病院、動物関連企業及び

動物関連団体等で必要とされる公衆衛生を

教育・指導する能力を養う科目を配置す

る。 
さらに研究能力及び課題解決能力を養う

ために修士論文を作成する特別研究を配置

する。 
 
DP を実現するためにカリキュラムポリ

シーを整備し、教育科目を配置した。カリ

キュラムポリシーは、次の通りである。 
 

［カリキュラムポリシー【CP】］  

ア 学士課程を基盤に基礎科目において

は、生命倫理学特論及び動物愛護・福祉

特論を必修科目として配置する。動物看

護学領域、動物人間関係学領域の基盤と

なる動物看護学Ⅰ、動物人間関係学特

論、ヒトと動物の環境科学特論を必修と

して配置する 
イ 専門科目の動物看護学領域において

は、高度動物医療における動物看護能力

を養うために応用動物看護学Ⅰ及び演

習、応用動物看護学Ⅱ及び演習を配置す

る 
ウ 専門科目の動物人間関係学領域におい

ては、人と動物の関係を理解する能力を

養うために応用動物人間関係学Ⅰ及び演

習、応用動物人間関係学Ⅱ及び演習を配

置する 
 
 
エ 基礎科目において、動物看護教育の歴

史・制度を理解する能力を養うために動

物看護教育特論を配置する。専門科目に

おいては、公衆衛生を教育・指導する能

修学校等）、動物病院、動物関連企業及び

動物関連団体等で必要とされる公衆衛生を

教育・指導する能力を養う科目を配置す

る。 
さらに研究能力及び課題解決能力を養う

ために修士論文を作成する特別研究を配置

する。 
 
DP を実現するためにカリキュラムポリ

シーを整備し、教育科目を配置した。カリ

キュラムポリシーは、次の通りである。 
 

［カリキュラムポリシー【CP】］  

ア 学士課程を基盤に基礎科目において、

教育理念と建学の精神に則り、生命を尊

重する倫理観を養う科目を必修科目とし

て配置のうえ、動物看護学領域、動物人

間関係学領域に繋がる特論を必修として

配置する 
 
イ 基礎科目に加え専門科目において、動

物看護学領域を配置のうえ、高度動物医

療における動物看護能力を養うために動

物解剖生理学・動物病理学分野、動物検

査学・動物内科学分野の科目を配置する 
ウ 基礎科目に加え専門科目において、動

物人間関係学領域を配置のうえ、人と動

物の関係を理解する能力を養うために公

衆衛生学分野、分子生物学（イヌの特

性）・動物行動学・動物文化人類学・ペ

ットの社会学（ペットロス）分野の科目

を配置する 
エ 基礎科目において、動物看護教育の歴

史・制度及び動物看護師の養成所（専修

学校等）、動物病院、動物関連企業及び

動物関連団体等で必要とされる公衆衛生
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力を養うために応用動物人間関係学Ⅰ及

び演習を配置する。さらに、人と動物の

関係性を理解するために応用動物人間関

係学Ⅱ及び演習を配置する 
オ 動物看護領域または動物人間関係学領

域における研究能力及び課題解決能力を

養い、修士論文を作成するために基礎科

目に研究方法論及び特別研究を配置する 
 
③ CP に沿った科目の配置 
ア CP アの「学士課程を基盤に基礎科目

においては、生命倫理学特論及び動物愛

護・福祉特論を必修科目として配置す

る。動物看護学領域、動物人間関係学領

域の基盤となる動物看護学Ⅰ、動物人間

関係学特論、ヒトと動物の環境科学特論

を必修として配置する」に沿って、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物愛護・

福祉特論」（必修）、「動物看護学Ⅰ」

（必修）、「動物人間関係学特論」（必

修）、「ヒトと動物の環境科学特論」

（必修）を配置した。 
イ CP イの「専門科目の動物看護学領域

においては、高度動物医療における動物

看護能力を養うために応用動物看護学Ⅰ

及び演習、応用動物看護学Ⅱ及び演習を

配置する」に沿って、「応用動物看護学

Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学演習

Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学Ⅱ」

（選択）、「応用動物看護学演習Ⅱ」

（選択）を配置し、加えて、ER 八王子

動物高度医療救命救急センターでの「イ

ンターンシップ」を配置した。 
 
 
ウ CP ウの「専門科目の動物人間関係学

領域においては、人と動物の関係を理解

を教育・指導する能力を養い専門科目に

おいて 2 領域を配置する 
 
 
オ 動物看護領域または動物人間関係学領

域における研究能力及び課題解決能力を

養い、修士論文を作成するために研究方

法論及び特別研究を配置する 
 
③ CP に沿った科目の配置 
ア CP アの「学士課程を基盤に基礎科目

において、教育理念と建学の精神に則

り、生命を尊重する倫理観を養う科目を

必修科目として配置のうえ、動物看護学

領域、動物人間関係学領域に繋がる特論

を必修として配置する」に沿って、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物愛護・

福祉特論」（選択）を配置した。 
 
 
 
 
イ CP イの「基礎科目に加え専門科目に

おいて、動物看護学領域を配置のうえ、

高度動物医療における動物看護能力を養

うために動物解剖生理学・動物病理学分

野、動物検査学・動物内科学分野の科目

を配置する」に沿って、「動物看護学特

論」（必修）、「動物看護学演習」（選

択）、「動物検査学特論」（選択）、

「動物検査学演習」（選択）、「応用動

物看護学Ⅰ」（選択）、「応用動物看護

学演習Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学

Ⅱ」（選択）、「応用動物看護学演習

Ⅱ」（選択）を配置した。 
ウ CP ウの「基礎科目に加え専門科目に

おいて、動物人間関係学領域を配置のう
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する能力を養うために応用動物人間関係

学Ⅰ及び演習、応用動物人間関係学Ⅱ及

び演習を配置する」に沿って、「応用動

物人間関係学Ⅰ」（選択）、「応用動物

人間関係学演習Ⅰ」（選択）、「応用動

物人間関係学Ⅱ」（選択）、「応用動物

人間関係学演習Ⅱ」（選択）を配置し

た。 
 
 
 
 
エ CP エの「基礎科目において、動物看

護教育の歴史・制度を理解する能力を養

うために動物看護教育特論を配置する。

専門科目においては、公衆衛生を教育・

指導する能力を養うために応用動物人間

関係学Ⅰ及び演習を配置する。さらに、

人と動物の関係性を理解するために応用

動物人間関係学Ⅱ及び演習を配置する」

に沿って、「動物看護教育特論」（必

修）、「応用動物人間関係学Ⅰ」（選

択）、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」

（選択）、「応用動物人間関係学Ⅱ」

（選択）、「応用動物人間関係学演習

Ⅱ」（選択）を配置した。 
オ CP オの「動物看護領域または動物人

間関係学領域における研究能力及び課題

解決能力を養い、修士論文を作成するた

めに基礎科目に研究方法論及び特別研究

を配置する」に沿って、「研究方法論」

（必修）、「特別研究」（必修）を配置

した。 
 
④ 養成する人材像・3 つのポリシー（DP・

え、人と動物の関係を理解する能力を養

うために公衆衛生学分野、分子生物学

（イヌの特性）・動物行動学・動物文化

人類学・ペットの社会学（ペットロス）

分野の科目を配置する」に沿って、「動

物人間関係学特論」（必修）、「動物人

間関係学演習」（選択）、「ヒトと動物

の環境科学特論」（選択）、「応用動物

人間関係学Ⅰ」（選択）、「応用動物人

間関係学演習Ⅰ」（選択）、「応用動物

人間関係学Ⅱ」（選択）、「応用動物人

間関係学演習Ⅱ」（選択）を配置した。 
エ CP エの「基礎科目において、動物看

護教育の歴史・制度及び動物看護師の養

成所（専修学校等）、動物病院、動物関

連企業及び動物関連団体等で必要とされ

る公衆衛生を教育・指導する能力を養い

専門科目において 2 領域を配置する」に

沿って、「動物看護教育特論」（選択）

を配置した。 
 
 
 
 
 
 
オ CP オの「動物看護領域または動物人

間関係学領域における研究能力及び課題

解決能力を養い、修士論文を作成するた

めに研究方法論及び特別研究を配置す

る」に沿って、「研究方法論」（必

修）、「特別研究」（必修）を配置し

た。 
 
④ 養成する人材像・3 つのポリシー（DP・
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CP・AP）の関係 
養成する人材像・DP と CP が整合して

いることを、カリキュラムツリー（資料

13-1）、カリキュラムマップ（資料 13-
2）及び養成する人材像・3 つのポリシー

（DP・CP・AP）の関係（資料 13-3）で

示す。 
 

（略） 
 
（３）科目区分の概要 
⑤ 科目の設定単位数 
基礎科目の講義科目「動物愛護・福祉特

論」（必修）、「動物看護学Ⅰ」（必

修）、「動物看護学Ⅱ」（選択）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（必修）は、原

則、全 15 回 2 単位とした。ただし、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物看護教育

特論」（必修）については、授業内容を勘

案し、全 8 回 1 単位とした。また、「研究

方法論」（必修）については、「特別研

究」（必修）へとつなげる授業を行うこと

から、全 8 回 1 単位とした。基礎科目の演

習科目「動物看護学演習」（選択）、「動

物人間関係学演習」（選択）については、

講義科目との連携をとり、知識の定着を図

るため全 15 回とするが、教育の質を保ち

ながら、学生の科目選択の自由度を確保す

るために 1 単位当たりの授業時間を 30 時

間とすることとした。従って、演習科目は

全 15 回 1 単位とした。 
専門科目の講義科目「応用動物看護学

Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学Ⅱ」（選

択）、「応用動物人間関係学Ⅰ」（選

択）、「応用動物人間関係学Ⅱ」（選択）

は、専門的な知識を教授することから、全

15 回 2 単位とした。専門科目の演習科目

CP・AP）の関係 
養成する人材像・DP と CP が整合して

いることを、カリキュラムマップ（資料

13-1）及び養成する人材像・3 つのポリシ

ー（DP・CP・AP）の関係（資料 13-2）
で示す。 

 
 

（略） 
 
（３）科目区分の概要 
④ 科目の設定単位数 
基礎科目の講義科目「動物愛護・福祉特

論」（選択）、「動物看護学特論」（必

修）、「動物臨床検査学特論」（選択）、

「動物人間関係学特論」（必修）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（選択）は、原

則、全 15 回 2 単位とした。ただし、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物看護教育

特論」（選択）については、授業内容を勘

案し、全 8 回 1 単位とした。また、「研究

方法論」（必修）については、「特別研

究」（必修）へとつなげる授業を行うこと

から、全 8 回 1 単位とした。基礎科目の演

習科目「動物看護学演習」（選択）、「動

物臨床検査学演習」（選択）、「動物人間

関係学演習」（選択）については、講義科

目との連携をとり、知識の定着を図るた

め、全 15 回 2 単位とした。 
 
 
専門科目の講義科目「応用動物看護学

Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学Ⅱ」（選

択）、「応用動物人間関係学Ⅰ」（選

択）、「応用動物人間関係学Ⅱ」（選択）

は、専門的な知識を教授することから、全

15 回 2 単位とした。専門科目の演習科目
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「応用動物看護学演習Ⅰ」（選択）、「応

用動物看護学演習Ⅱ」（選択）、「応用動

物人間関係学演習Ⅰ」（選択）、「応用動

物人間関係学演習Ⅱ」（選択）は、講義科

目と連携しディスカッションやプレゼンテ

ーションを行うが、選択科目であり履修者

数が少数となることが考えられるため、充

実した演習が可能であると判断し、基礎科

目に配置している演習科目と同様に全 15
回 1 単位とした。「インターンシップ」

（選択）は、充分な事前事後指導及びディ

スカッションやプレゼンテーションと臨床

現場における研修を行うことができるよ

う、30 時間 1 単位とした。 
「特別研究」（必修）は、指導教員より

研究指導を受けながら、学生自身が情報収

集、実験、分析、学会発表、学内発表など

を行い、成果物への評価を受けることか

ら、10 単位とした。 
 

「応用動物看護学演習Ⅰ」（選択）、「応

用動物看護学演習Ⅱ」（選択）、「応用動

物人間関係学演習Ⅰ」（選択）、「応用動

物人間関係学演習Ⅱ」（選択）は、講義科

目と連携しディスカッションやプレゼンテ

ーションを行うが、選択科目であり履修者

数が少数となることが考えられるため、充

実した演習が可能であると判断し、全 15
回 2 単位とした。 

 
 
 
 
 
「特別研究」（必修）は、指導教員より

研究指導を受けながら、学生自身が情報収

集、実験、分析、学会発表、学内発表など

を行い、成果物への評価を受けることか

ら、10 単位とした。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

６．＜教育課程における領域の設定が不明確＞ 

  動物看護学領域、動物人間関係学領域の 2領域を設定することとされているが、以

下の点が不明確であるため、2領域と教育課程全体の編成方針の関係について、明確に

説明すること。 

（１）どちらの領域を選択するかは学生本人の希望を踏まえて適切な指導を行う旨記載

があるが、学生がどちらかの領域に偏在した場合対応できるか。 

 

（対応） 

本研究科は、愛玩動物看護師の職域拡大に伴い、学生進路の広がりが見込まれることか

ら、養成する人材像、ディプロマポリシーに基づき、教育課程を再検討した（審査意見

7）（表 1）。 
その結果、養成する人材像に対応した履修モデルを 3 種類設定し、各 2 領域の進路を明

確にした上で、学生が自由に科目選択できるように「動物看護学領域」と「動物人間関係

学領域」の領域選択制を取り止めることとした。これに伴い、選択の自由性を広げ、全て

の選択科目を履修することが可能とした。 
学生が体系的、段階的に学修するため授業科目について、履修上の前提科目を設けると

ともに各科目にナンバリング（審査意見 11）を付した。 
表 2 の授業科目を履修するためには、当該科目の前提科目を履修済または履修中である

ことが必要である。 
 

（表 1）教育課程 新旧対照表 
新 旧 

科目名称 
配当 

年次 

必/ 

選 

単位 

数 
科目名称 

配当 

年次 

必/ 

選 

単位 

数 

生命倫理学特論 1 前 必 1 生命倫理学特論 1 前 必 1 

動物愛護・福祉特論 1 前 必 2 動物愛護・福祉特論 1 前 選 2 

（削除）    動物看護学特論 1 前 必 2 

動物看護学Ⅰ 1 前 必 2 （追加）    

動物看護学Ⅱ 1 前 選 2 （追加）    

動物看護学演習 1 前 選 1 動物看護学演習 1 前 選 2 

（削除）    動物臨床検査学特論 1 後 選 2 

（削除）    動物臨床検査学特論演

習 

1 後 選 2 

動物人間関係学特論 1 前 必 2 動物人間関係学特論 1 前 必 2 
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動物人間関係学演習 1 前 選 1 動物人間関係学演習 1 前 選 2 

ヒトと動物の環境科学

特論 

1 前 必 2 ヒトと動物の環境科学

特論 

1 前 選 2 

動物看護教育特論 1 後 必 1 動物看護教育特論 1 後 選 1 

研究方法論 1 前 必 1 研究方法論 1 前 必 1 

応用動物看護学Ⅰ 1 後 選 2 応用動物看護学Ⅰ 1 後 選 2 

応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 選 1 応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 選 2 

応用動物看護学Ⅱ 1 後 選 2 応用動物看護学Ⅱ 1 後 選 2 

応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 選 1 応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 選 2 

応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 選 2 応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 選 2 

応用動物人間関係学演

習Ⅰ 

2 前 選 1 応用動物人間関係学演

習Ⅰ 

2 前 選 2 

応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 選 2 応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 選 2 

応用動物人間関係学演

習Ⅱ 

2 前 選 1 応用動物人間関係学演

習Ⅱ 

2 前 選 2 

インターンシップ 2 通 選 1 （追加）    

特別研究 1 後

～2
通 

必 10 特別研究 1 後

～2
通 

必 10 

 
 
（表 2）前提科目 
 授業科目 左記科目の前提科目 

1 動物看護学演習 動物看護学Ⅰ及び動物看護学Ⅱ（新規） 
2 動物人間関係学演習 動物人間関係学特論 
3 応用動物看護学Ⅰ 動物看護学Ⅰ 
4 応用動物看護学Ⅱ 動物看護学Ⅱ 
5 応用動物看護学演習Ⅰ 応用動物看護学Ⅰ 
6 応用動物看護学演習Ⅱ 応用動物看護学Ⅱ 
7 応用動物人間関係学Ⅰ ヒトと動物の環境科学特論 
8 応用動物人間関係学Ⅱ 動物人間関係学特論 
9 応用動物人間関係学演習Ⅰ 応用動物人間関係学Ⅰ 
10 応用動物人間関係学演習Ⅱ 応用動物人間関係学Ⅱ 

 
審査意見 5、9（7）への対応を踏まえて、変更した修了要件は次の通りである。また、

新旧対照表を表 3 に示す。 
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基礎科目においては、必修 11 単位に加え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得する。

専門科目においては、動物看護学領域・動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位以上修

得の上、専門科目（選択科目）全体で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単位以上

とする。特別研究については、研究指導を受けた上で、修士論文を作成し、論文審査に合

格することにより単位を修得する。 
 

（表 3）修了要件 新旧対照表 
新 旧 

基礎科目においては、必修 11 単位に加

え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得す

る。 
専門科目においては、動物看護学領域・

動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位

以上修得の上、専門科目（選択科目）全体

で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別

研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単

位以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた

上で、修士論文を作成し、論文審査に合格

することにより単位を修得する。 

基礎科目においては、必修 6 単位に加

え、選択 13 単位の中から 8 単位以上修得

する。なお、8 単位以上の中には、動物看

護学演習（2 単位）または動物人間関係学

演習（2 単位）を含むものとする。 
専門科目においては、動物看護学領域また

は動物人間関係学領域のいずれかの専門領

域を選択の上、「講義Ⅰ・演習Ⅰ」または

「講義Ⅱ・演習Ⅱ」の 4 単位に加え、領域

を問わず、専門科目（講義科目）全体の中

から 2 単位以上修得し、合わせて 6 単位以

上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研

究 10 単位を修得し、修了要件は 30 単位

以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた上

で、修士論文を作成し、論文審査に合格す

ることにより単位を修得する。 
 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（18 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）科目区分等の概要 
④ 前提科目 
学生が体系的、段階的に学修するため授業

科目について、履修上の前提科目を設ける

とともに各科目にナンバリングを付した。 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 

（３）科目区分等の概要 
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表 3 の授業科目を履修するためには、当該

科目の前提科目を履修済または履修中であ

ることが必要である。 
 
（表 3）前提科目 

 授業科目 左記科目の前提

科目 
1 動物看護学演

習 
動物看護学Ⅰ及

び動物看護学Ⅱ

（新規） 
2 動物人間関係

学演習 
動物人間関係学

特論 
3 応用動物看護

学Ⅰ 
動物看護学Ⅰ 

4 応用動物看護

学Ⅱ 
動物看護学Ⅱ 

5 応用動物看護

学演習Ⅰ 
応用動物看護学

Ⅰ 
6 応用動物看護

学演習Ⅱ 
応用動物看護学

Ⅱ 
7 応用動物人間

関係学Ⅰ 
ヒトと動物の環

境科学特論 
8 応用動物人間

関係学Ⅱ 
動物人間関係学

特論 
9 応用動物人間

関係学演習Ⅰ 
応用動物人間関

係学Ⅰ 
10 応用動物人間

関係学演習Ⅱ 
応用動物人間関

係学Ⅱ 
 
 

（追加） 

 

 

  



69 

（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

６．＜教育課程における領域の設定が不明確＞ 

（２）選択科目について、全学生が選択できるのか、各領域内の学生のみが選択できる

のか。 

 

（対応） 

本研究科は、愛玩動物看護師の職域拡大に伴い、学生進路の広がりが見込まれることか

ら、養成する人材像、ディプロマポリシーに基づき、教育課程を再検討した（審査意見

7）（表 1）。 
その結果、養成する人材像に対応した履修モデルを 3 種類設定し、各 2 領域の進路を明

確にした上で、学生が自由に科目選択できるように動物看護学領域と動物人間関係学領域

の領域選択制を取り止めることとした。これに伴い、選択の自由性を広げ、全ての選択科

目を履修することが可能とした。 
学生が体系的、段階的に学修するために授業科目について、履修上の前提科目を設ける

とともに各科目にナンバリング（審査意見 11）を付した。 
表 2 の授業科目を履修するためには、当該科目の前提科目を履修済または履修中である

ことが必要である。 
 

（表 1）教育課程 新旧対照表 
新 旧 

科目名称 
配当 

年次 

必/ 

選 

単位 

数 
科目名称 

配当 

年次 

必/ 

選 

単位 

数 

生命倫理学特論 1 前 必 1 生命倫理学特論 1 前 必 1 

動物愛護・福祉特論 1 前 必 2 動物愛護・福祉特論 1 前 選 2 

（削除）    動物看護学特論 1 前 必 2 

動物看護学Ⅰ 1 前 必 2 （追加）    

動物看護学Ⅱ 1 前 選 2 （追加）    

動物看護学演習 1 前 選 1 動物看護学演習 1 前 選 2 

（削除）    動物臨床検査学特論 1 後 選 2 

（削除）    動物臨床検査学特論演

習 

1 後 選 2 

動物人間関係学特論 1 前 必 2 動物人間関係学特論 1 前 必 2 

動物人間関係学演習 1 前 選 1 動物人間関係学演習 1 前 選 2 

ヒトと動物の環境科学

特論 

1 前 必 2 ヒトと動物の環境科学

特論 

1 前 選 2 
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動物看護教育特論 1 後 必 1 動物看護教育特論 1 後 選 1 

研究方法論 1 前 必 1 研究方法論 1 前 必 1 

応用動物看護学Ⅰ 1 後 選 2 応用動物看護学Ⅰ 1 後 選 2 

応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 選 1 応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 選 2 

応用動物看護学Ⅱ 1 後 選 2 応用動物看護学Ⅱ 1 後 選 2 

応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 選 1 応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 選 2 

応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 選 2 応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 選 2 

応用動物人間関係学演

習Ⅰ 

2 前 選 1 応用動物人間関係学演

習Ⅰ 

2 前 選 2 

応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 選 2 応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 選 2 

応用動物人間関係学演

習Ⅱ 

2 前 選 1 応用動物人間関係学演

習Ⅱ 

2 前 選 2 

インターンシップ 2 通 選 1 （追加）    

特別研究 1 後

～2
通 

必 10 特別研究 1 後

～2
通 

必 10 

 
（表 2）前提科目 

 授業科目 左記科目の前提科目 
1 動物看護学演習 動物看護学Ⅰ及び動物看護学Ⅱ 
2 動物人間関係学演習 動物人間関係学特論 
3 応用動物看護学Ⅰ 動物看護学Ⅰ 
4 応用動物看護学Ⅱ 動物看護学Ⅱ 
5 応用動物看護学演習Ⅰ 応用動物看護学Ⅰ 
6 応用動物看護学演習Ⅱ 応用動物看護学Ⅱ 
7 応用動物人間関係学Ⅰ ヒトと動物の環境科学特論 
8 応用動物人間関係学Ⅱ 動物人間関係学特論 
9 応用動物人間関係学演習Ⅰ 応用動物人間関係学Ⅰ 
10 応用動物人間関係学演習Ⅱ 応用動物人間関係学Ⅱ 

 
審査意見 5、9（7）への対応を踏まえて、変更した修了要件は次の通りである。また、

新旧対照表を表 3 に示す。 
 

基礎科目においては、必修 11 単位に加え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得する。

専門科目においては、動物看護学領域・動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位以上修

得の上、専門科目（選択科目）全体で 9 単位以上修得する。 
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以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単位以上

とする。特別研究については、研究指導を受けた上で、修士論文を作成し、論文審査に合

格することにより単位を修得する。 
 
（表 3）修了要件 新旧対照表 

新 旧 
基礎科目においては、必修 11 単位に加

え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得す

る。 
専門科目においては、動物看護学領域・

動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位

以上修得の上、専門科目（選択科目）全体

で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別

研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単

位以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた

上で、修士論文を作成し、論文審査に合格

することにより単位を修得する。 

基礎科目においては、必修 6 単位に加

え、選択 13 単位の中から 8 単位以上修得

する。なお、8 単位以上の中には、動物看

護学演習（2 単位）または動物人間関係学

演習（2 単位）を含むものとする。 
専門科目においては、動物看護学領域また

は動物人間関係学領域のいずれかの専門領

域を選択の上、「講義Ⅰ・演習Ⅰ」または

「講義Ⅱ・演習Ⅱ」の 4 単位に加え、領域

を問わず、専門科目（講義科目）全体の中

から 2 単位以上修得し、合わせて 6 単位以

上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研

究 10 単位を修得し、修了要件は 30 単位

以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた上

で、修士論文を作成し、論文審査に合格す

ることにより単位を修得する。 
 
（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（28 ページ） 

新 旧 
６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（６）修了要件 

基礎科目においては、必修 11 単位に加

え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得す

る。 
 
 
専門科目においては、動物看護学領域・

動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（５）修了要件 

基礎科目においては、必修 6 単位に加

え、選択 13 単位の中から 8 単位以上修得

する。なお、8 単位以上の中には、動物看

護学演習（2 単位）または動物人間関係学

演習（2 単位）を含むものとする。 
専門科目においては、動物看護学領域ま

たは動物人間関係学領域のいずれかの専門
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以上修得の上、専門科目（選択科目）全体

で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特

別研究 10 単位を修得し、修了要件は 32
単位以上とする。 

特別研究については、研究指導を受けた

上で、修士論文を作成し、論文審査に合格

することにより単位を修得する。 
 
 

領域を選択の上、「講義Ⅰ・演習Ⅰ」また

は「講義Ⅱ・演習Ⅱ」の 4 単位に加え、領

域を問わず、専門科目（講義科目）全体の

中から 2 単位以上修得し、合わせて 6 単位

以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別

研究 10 単位を修得し、修了要件は 30 単

位以上とする。 
特別研究については、研究指導を受けた

上で、修士論文を作成し、論文審査に合格

することにより単位を修得する。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻 

【教育課程等】 

７．＜動物人間関係学領域の内容が不明確＞ 

動物人間関係学領域について、愛玩動物看護師の業務内容を受けて設定するとしている

が、定義が明言されておらず、履修内容も公衆衛生学や犬の遺伝子ゲノム分析等の多様

なものとなっており、体系だった領域の範囲となっているか不明確である。名称等も含

め領域の定義・範囲に具体的に説明し、必要に応じて適切に改めること。 

 

（対応） 

動物人間関係学領域について、愛玩動物看護師の業務内容を受けて設定するとしている

が、定義が明言されておらず、履修内容も多様なものになっているため、以下の通り動物

人間関係学領域の定義・範囲及び対応を説明する。 
 本研究科の基礎となる動物看護学部動物看護学科は、平成 28（2016）年度より、動物

看護学専攻と動物人間関係学専攻を設置し教育・研究を行っている。 
 愛玩動物看護師の業務内容は、令和元（2019）年 6 月に制定された「愛玩動物看護師

法」及び同年 6 月に改正された「動物の愛護及び管理に関する法律」により規定化され、

職域が拡大した。「愛玩動物看護師法」は、名称独占に加え、業務独占（採血、投薬（経

口等）、マイクロチップの装着、カテーテルによる採尿）及び対象動物についても明確に

された（資料 7-1）。業務内容に基づき、動物看護学領域は、動物医療・動物の健康に関

するものを教育研究の対象範囲とし、動物人間関係学領域は人と動物の共生社会に関する

ものを教育研究の対象範囲とする。 
動物看護学領域、及び動物人間関係学領域の定義は、「愛玩動物看護師法」及び「動物

の愛護及び管理に関する法律」を基に、次のとおりとした。 
 動物看護学領域は、教育研究において、動物医療・動物の健康を対象範囲とし、『「愛

玩動物看護師法」及び「動物の愛護及び管理に関する法律」に則り、生命を尊重し、愛玩

動物を対象に高度チーム動物医療を支え、獣医師の指示の下、診療の補助及び疾病にかか

り、または負傷した愛玩動物の世話、看護』を定義とする。そのため、教育課程の編成に

おいて、専門科目の動物看護学領域に、「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護学演習

Ⅰ」「応用動物看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」に加え、ER 八王子動物高度医療

救命救急センターでの「インターンシップ」を配置する。 
 動物人間関係学領域は、教育研究において、人と動物の共生社会に関するものを対象範

囲とし、『「愛玩動物看護師法」及び「動物の愛護及び管理に関する法律」に則り、生命

を尊重し、友愛及び平和の情操の涵養に資するとともに、人と動物の共生する社会の実現

を図り、動物の適正飼養及び人の生活環境の保全』を定義とする。そのため、教育課程の

編成において、専門科目の動物人間関係学領域に、「応用動物人間関係学Ⅰ」、「応用動

物人間関係学演習Ⅰ」、「応用動物人間関係学Ⅱ」、「応用動物人間関係学演習Ⅱ」を配

置する。 



74 

動物人間関係学領域は、人と動物の共生社会に関するものを教育研究の対象範囲とする

ことから、自然科学、社会科学、人文科学等の多岐の分野にわたる。自然科学分野から

は、犬の遺伝子ゲノム分析等を含むイヌの特性論、社会科学分野からは、ペットの社会学

（ペットロス）、人文科学分野からは、動物文化人類学、さらに動物関連公衆衛生学及び

動物行動学を学修できるように科目構成を行っている。 
例として、公衆衛生学、犬の遺伝子ゲノム分析等の体系性について述べる。 
公衆衛生学については、基礎科目において、「ヒトと動物の環境科学特論」で、自然開

発と動物由来感染症の流行の関係、感染症の流行に介在する動物、産業・人間生活を原因

とした環境汚染物質の排出と疾病の関係等を学修し、「動物看護教育特論」においては、

動物病院・研究所等における公衆衛生を学修した上で、専門科目の「応用動物人間関係学

Ⅰ」において、生物多様性、遺伝的多様性、食物連鎖を通して産業動物とヒトの共通感染

症、自然毒によるヒトと動物の中毒、特定外来生物によるヒトと動物の健康被害及び人間

の生活環境を乱す害獣等を学修し、基礎科目から専門科目へと発展させ、体系的に学修す

る。 
また、犬の遺伝子ゲノム分析については、基礎科目において、「動物人間関係学特論」

で、秋田犬の家畜化、ルーツ及び人が選択した毛色・毛質を学修し、「動物人間関係学演

習」では、犬のルーツに関する論文文献の検索、遺伝子・ゲノム情報データ収集及び犬の

毛色・毛質に関する論文文献の検索・収集等を学修した上で、専門科目の「応用動物人間

関係学Ⅱ」において、秋田犬の分子生物学的研究（毛色・毛質に関わる遺伝子・ゲノムの

研究）、行動特性からみた遺伝子・ゲノムの研究を学修し、基礎科目から専門科目へと発

展させ、体系的に学修する。 
 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（9 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）教育課程の編成と基本方針 
① 教育課程の編成 
本研究科の教育課程は、建学の精神「生

命への畏敬」、「職業人としての自立」及

び教育理念「生命（いのち）を生きる」に

沿った人材養成をするために基礎科目、専

門科目（動物看護学領域・動物人間関係学

領域）、特別研究の 3 つの枠組みにより体

系的に編成している。 
研究方法論は、1 年次前期に配置し、論文

指導教員の選定及び修士論文のテーマ選定

の一助とする。 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）教育課程の編成と基本方針 
① 教育課程の編成 
本研究科の教育課程は、建学の精神「生

命への畏敬」、「職業人としての自立」及

び教育理念「生命（いのち）を生きる」に

沿った人材養成をするために基礎科目、専

門科目（動物看護学領域・動物人間関係学

領域）、特別研究の 3 つの枠組みにより体

系的に編成している。 
研究方法論は、1 年次前期に配置し、論文

指導教員の選定及び修士論文のテーマ選定

の一助とする。 
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本研究科の特色は、専門科目に動物看護

学領域と動物人間関係学領域の 2 領域を配

置していることから、基礎科目には 2 領域

の根幹となる「生命倫理学特論」、「動物

愛護・福祉特論」、「動物看護学Ⅰ」、

「動物看護学Ⅱ」、「動物看護学演習」、

「動物人間関係学特論」、「動物人間関係

学演習」、「ヒトと動物の環境科学特

論」、「動物看護教育特論」、「研究方法

論」を配置している。 
また、専門科目には、動物看護学領域と

動物人間関係学領域の 2 領域を配置し、各

領域の専門分野の学修を通して自らの研究

を進める。 
 
動物看護学領域、及び動物人間関係学領

域の定義は、「愛玩動物看護師法」及び

「動物の愛護及び管理に関する法律」を基

に、次のとおりとした。 
 動物看護学領域は、教育研究において、

動物医療・動物の健康を対象範囲とし、

『「愛玩動物看護師法」及び「動物の愛護

及び管理に関する法律」に則り、生命を尊

重し、愛玩動物を対象に高度チーム動物医

療を支え、獣医師の指示の下、診療の補助

及び疾病にかかり、または負傷した愛玩動

物の世話、看護』を定義とする。そのた

め、教育課程の編成において、専門科目の

動物看護学領域に、「応用動物看護学

Ⅰ」、「応用動物看護学演習Ⅰ」「応用動

物看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」

に加え、ER 八王子動物高度医療救命救急

センターでの「インターンシップ」を配置

する。 
 動物人間関係学領域は、教育研究におい

て、人と動物の共生社会に関するものを対

 
本研究科の特色は、専門科目に動物看護

学領域と動物人間関係学領域の 2 領域を配

置していることから、基礎科目には 2 領域

の根幹となる「生命倫理学特論」、「動物

愛護・福祉特論」、「動物看護学特論」、

「動物看護学演習」、「動物臨床検査学特

論」、「動物臨床検査学演習」、「動物人

間関係学特論」、「動物人間関係学演

習」、「ヒトと動物の環境科学特論」、

「動物看護教育特論」、「研究方法論」を

配置している。 
また、専門科目には、動物看護学領域と

動物人間関係学領域の 2 領域を配置し、各

領域の専門分野の学修を通して自らの研究

を進める。 
 
 
 
 
 

（追加） 
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象範囲とし、『「愛玩動物看護師法」及び

「動物の愛護及び管理に関する法律」に則

り、生命を尊重し、友愛及び平和の情操の

涵養に資するとともに、人と動物の共生す

る社会の実現を図り、動物の適正飼養及び

人の生活環境の保全』を定義とする。その

ため、教育課程の編成において、専門科目

の動物人間関係学領域に、「応用動物人間

関係学Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習

Ⅰ」、「応用動物人間関係学Ⅱ」、「応用

動物人間関係学演習Ⅱ」を配置する。 
 
 
 
 
 

 
（削除） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
動物看護学領域においては、動物解剖生理

学・動物病理学分野として、「応用動物看

護学Ⅰ」、「応用動物看護学演習Ⅰ」、動

物検査学・動物内科学分野として、「応用

動物看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習

Ⅱ」を配置している。 
動物人間関係学領域においては、公衆衛生

学分野として、「応用動物人間関係学

Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」、分

子生物学（イヌの特性）・動物行動学・動

物文化人類学・ペットの社会学（ペットロ

ス）分野として、「応用動物人間関係学

Ⅱ」、「応用動物人間関係学演習Ⅱ」を配

置している。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻 
【教育課程等】 
８．＜既設学部との関係性が不明確＞ 
  既設学部との関係性について、以下の点が不明確であるので、具体的に説明するこ

と。 
（１）「学部教育を基盤に教育・研究を通して動物看護学領域および動物人間関係学領

域の 2 領域から人材の養成を目指す」としているが、既設学部の領域体系からどのよう

に 2 領域に展開していくか説明すること。 
 
（対応） 

 「学部教育を基盤に教育・研究を通して動物看護学領域及び動物人間関係学領域の 2 領

域から人材の養成を目指す」ということが不明確であるので、次の通り説明する。 
 
 現在のヤマザキ動物看護大学学則第 1 条 2 項には、大学の目的として「動物看護学を教

育研究の対象とし、動物愛護の精神に則り、人とコンパニオンアニマルとの関係に求めら

れる豊かな人間性と幅広い視野を備え、動物看護に関わる基本的な理論・技術を身に付

け、動物看護に関わる教育研究を行い、専門的応用的能力を有する動物看護師を養成する

ことを目的とする。」と掲げられ、動物看護学部動物看護学科に、動物看護学専攻と動物

人間関係学専攻が設置されている。 

 また、このたび令和 2（2020）年 7 月 1 日付で動物人間関係学専攻を発展させた「動物

人間関係学科」の届出が受理され、開設する令和 3（2021）年 4 月には学則を改正し、明

確に動物人間関係学の教育研究を位置づけるため、学則第 1 条 2 項を「本学では、動物看

護学及び動物人間関係学を教育研究の対象とし、動物愛護の精神に則り、人とコンパニオ

ンアニマルとの関係に求められる豊かな人間性と幅広い視野を備え、動物看護学及び動物

人間関係学に関わる研究及び専門的な理論・技術を教授することを目的とする。」に変更

する予定である。 
愛玩動物看護師の業務内容は、「愛玩動物看護師法」及び「動物の愛護及び管理に関す

る法律」により明確化され、職域が拡大した。業務内容は、動物医療・動物の健康に関す

るものと、人と動物の共生社会に関するものであることから、動物看護学部を基盤に動物

看護学科動物看護学専攻と動物人間関係学専攻を発展させ、本研究科は、動物看護学領域

と動物人間関係学領域の 2 領域を設定した。 
本学動物看護学部動物看護学科から本研究科への教育課程の展開は、次のとおりであ

る。 
 本学学部の専門教育科目に配置している「動物形態機能学」、「動物生理学」、「解

剖・生理実習」、「動物生態学」、「動物遺伝学」、「動物薬理学」、「動物病理学」

は、本研究科の基礎科目に配置している動物看護学分野の授業科目「動物看護学Ⅰ」、
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「動物看護学演習」に展開し、さらに本研究科の専門科目に配置している動物看護学領域

の授業科目「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護学演習Ⅰ」に発展する。 
 本学学部の専門教育科目に配置している「動物臨床看護学（基礎）」、「動物臨床看護

学（基礎）実習」、「動物臨床看護学（内科）」、「動物臨床看護学（内科）実習」、

「動物臨床検査学」、「動物臨床検査学実習」、「特殊検査」、「動物生化学」、「微生

物学」、「血液学」、「動物臨床繁殖学」、「小動物栄養学」、「小動物臨床栄養学」

は、本研究科の基礎科目に配置している動物看護分野の授業科目「動物看護学Ⅱ」、「動

物看護学演習」に展開し、さらに本研究科の専門科目に配置している動物看護学領域の授

業科目「応用動物看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」に発展する。また、本学学部の

専門教育科目に配置している「動物病院実習」は、本研究科の専門科目に配置している

「インターンシップ」に展開している。 
 本学学部の専門教育科目に配置している「動物人間関係学概論」、「動物行動学」、

「動物文化論」、「アニマルアシステッドセラピー論」、「ヒトと動物の関係学」、「ア

ニマルアシステッドセラピー実習」、「イヌの特性論」、「伴侶動物行動学」、「伴侶動

物行動学演習」、「ネコの特性論」、「コンパニオンバードの特性論」、「バイオテクノ

ロジー」、「ペットロス論」、「動物とアート」、「動物文化人類学」は、本研究科の基

礎科目に配置している動物人間関係学分野の授業科目「動物人間関係学特論」、「動物人

間関係学演習」に展開し、さらに本研究科の専門科目に配置している動物人間関係学領域

の授業科目「応用動物人間関係学Ⅱ」、「応用動物人間関係学演習Ⅱ」に発展する。 
 本学学部の専門教育科目に配置している「ヒトと動物の共通感染症」「動物公衆衛生

学」は、本研究科の基礎科目に配置している動物人間関係学分野の授業科目「ヒトと動物

の環境科学特論」に展開し、さらに本研究科の専門科目に配置している動物人間関係学領

域の授業科目「応用動物人間関係学Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」に発展する。 
 
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（30～32 ページ） 

新 旧 

８．既設の動物看護学部との関係 
ヤマザキ動物看護大学は、動物看護学部

を擁する単科大学として、建学の精神であ

る「生命の畏敬」と「職業人としての自

立」を遵守し、「生命（いのち）を生き

る」を教育理念として、人間も動物も大自

然の生態系の摂理の中で生き、生かされて

いるという、原点を忘れずに、共鳴・共生

する生命の思想を貫き、動物看護に関わる

基本的な理論・技術を身につけ、動物看護

８．既設の動物看護学部との関係 
ヤマザキ動物看護大学は、動物看護学部

を擁する単科大学として、建学の精神であ

る「生命の畏敬」と「職業人としての自

立」を遵守し、「生命（いのち）を生き

る」を教育理念として、人間も動物も大自

然の生態系の摂理の中で生き、生かされて

いるという、原点を忘れずに、共鳴・共生

する生命の思想を貫き、動物看護に関わる

基本的な理論・技術を身につけ、動物看護
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に関わる専門的応用的能力を有する動物看

護師を養成することを目的としている。 
本研究科は、ヤマザキ動物看護大学動物看

護学部を基礎としていることから、動物看

護師の高い専門性や実践力、研究能力など

を修得し、動物関連産業界（動物医療含

む）に貢献する人材を養成する。本研究科

の動物看護学領域は動物看護学部動物看護

学科動物看護学専攻を基礎とし、動物人間

関係学領域は動物看護学部動物看護学科動

物人間関係学専攻を基礎としているため、

教育内容等について密接な連携を取りなが

ら本研究科での教育・研究を行う。動物看

護学部動物看護学科には、現在、動物看護

学専攻と動物人間関係学専攻を配置してお

り、両専攻とも認定動物看護師のコアカリ

キュラムを教育課程の中心として、それぞ

れ独自の科目を配置している。動物看護学

部動物看護学科の主要科目と本研究科の開

講科目との関連を資料 26 で示す。 
 
 

（削除） 
 
 
 
 
 
（１）教育課程における関係 
現在の本学学則第 1 条 2 項には、大学の

目的として「動物看護学を教育研究の対象

とし、動物愛護の精神に則り、人とコンパ

ニオンアニマルとの関係に求められる豊か

な人間性と幅広い視野を備え、動物看護に

関わる基本的な理論・技術を身に付け、動

物看護に関わる教育研究を行い、専門的応

用的能力を有する動物看護師を養成するこ

に関わる専門的応用的能力を有する動物看

護師を養成することを目的としている。 
本研究科は、ヤマザキ動物看護大学動物看

護学部を基礎としていることから、動物看

護師の高い専門性や実践力、研究能力など

を修得し、動物関連産業界に貢献する人材

を養成する。本研究科の動物看護学領域は

動物看護学部動物看護学科を基礎とし、動

物人間関係学領域は動物看護学部動物人間

関係学科（令和 3 年［2021 年］4 月開設

予定）を基礎としているため、教育内容等

について密接な連携を取りながら大学院で

の教育・研究を行う。動物看護学部動物看

護学科には、現在、動物看護学専攻と動物

人間関係学専攻を配置しており、両専攻と

も認定動物看護師のコアカリキュラムを教

育課程の中心として、それぞれ独自の科目

を配置している。動物看護学部動物看護学

科の主要科目と本研究科の開講科目との関

連を資料 23 で示す。 
 

基礎となる学部の科目と大学院の科目と

の関係は、現状では動物看護学部動物看護

学科に動物看護学専攻と動物人間関係学専

攻の 2 専攻を配置しているため、1 学部 1
学科 2 専攻（動物看護学専攻・動物人間関

係学専攻）の現状から学部との関係を説明

する。 
 
 
 

（追加） 
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とを目的とする。」と掲げられ、動物看護

学部動物看護学科に、動物看護学専攻と動

物人間関係学専攻が設置されている。 
 また、このたび令和 2 年（2020 年）7
月 1 日付で動物人間関係学専攻を発展させ

た「動物人間関係学科」の届出が受理さ

れ、開設する令和 3 年（2021 年）4 月に

は学則を改正し、明確に動物人間関係学の

教育研究を位置づけるため、学則第 1 条 2
項を「本学では、動物看護学及び動物人間

関係学を教育研究の対象とし、動物愛護の

精神に則り、人とコンパニオンアニマルと

の関係に求められる豊かな人間性と幅広い

視野を備え、動物看護学及び動物人間関係

学に関わる研究及び専門的な理論・技術を

教授することを目的とする。」に変更する

予定である。 
愛玩動物看護師の業務内容は、「愛玩動

物看護師法」及び「動物の愛護及び管理に

関する法律」により明確化され、職域が拡

大した。業務内容は、動物医療・動物の健

康に関するものと、人と動物の共生社会に

関するものであることから、動物看護学部

を基盤に動物看護学科動物看護学専攻と動

物人間関係学専攻を発展させ、本研究科

は、動物看護学領域と動物人間関係学領域

の 2 領域を設定した。 
本学動物看護学部動物看護学科から本研

究科への教育課程の展開は、次のとおりで

ある。 
本学学部の専門教育科目に配置している

「動物形態機能学」、「動物生理学」、

「解剖・生理実習」、「動物生態学」、

「動物遺伝学」、「動物薬理学」、「動物

病理学」は、本研究科の基礎科目に配置し

ている動物看護学分野の授業科目「動物看

護学Ⅰ」、「動物看護学演習」に展開し、
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さらに本研究科の専門科目に配置している

動物看護学領域の授業科目「応用動物看護

学Ⅰ」、「応用動物看護学演習Ⅰ」に発展

する。 
本学学部の専門教育科目に配置している

「動物臨床看護学（基礎）」、「動物臨床

看護学（基礎）実習」、「動物臨床看護学

（内科）」、「動物臨床看護学（内科）実

習」、「動物臨床検査学」、「動物臨床検

査学実習」、「特殊検査」、「動物生化

学」、「微生物学」、「血液学」、「動物

臨床繁殖学」、「小動物栄養学」、「小動

物臨床栄養学」は、本研究科の基礎科目に

配置している動物看護分野の授業科目「動

物看護学Ⅱ」、「動物看護学演習」に展開

し、さらに本研究科の専門科目に配置して

いる動物看護学領域の授業科目「応用動物

看護学Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」に

発展する。また、本学学部の専門教育科目

に配置している「動物病院実習」は、本研

究科の専門科目に配置している「インター

ンシップ」に展開している。 
本学学部の専門教育科目に配置している

「動物人間関係学概論」、「動物行動

学」、「動物文化論」、「アニマルアシス

テッドセラピー論」、「ヒトと動物の関係

学」、「アニマルアシステッドセラピー実

習」、「イヌの特性論」、「伴侶動物行動

学」、「伴侶動物行動学演習」、「ネコの

特性論」、「コンパニオンバードの特性

論」、「バイオテクノロジー」、「ペット

ロス論」、「動物とアート」、「動物文化

人類学」は、本研究科の基礎科目に配置し

ている動物人間関係学分野の授業科目「動

物人間関係学特論」、「動物人間関係学演

習」に展開し、さらに本研究科の専門科目

に配置している動物人間関係学領域の授業
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科目「応用動物人間関係学Ⅱ」、「応用動

物人間関係学演習Ⅱ」に発展する。 
本学学部の専門教育科目に配置している

「ヒトと動物の共通感染症」「動物公衆衛

生学」は、本研究科の基礎科目に配置して

いる動物人間関係学分野の授業科目「ヒト

と動物の環境科学特論」に展開し、さらに

本研究科の専門科目に配置している動物人

間関係学領域の授業科目「応用動物人間関

係学Ⅰ」、「応用動物人間関係学演習Ⅰ」

に発展する。 
動物看護学部動物看護学科の主要科目と

本研究科の開講科目との関連図（資料

26）では、学部は、動物看護学専攻科目、

共通科目、動物人間関係学専攻科目から成

る。動物看護学専攻科目は、研究科の動物

看護学領域の教育・研究の基盤となり、動

物人間関係学専攻科目は、研究科の動物人

間関係学領域の教育・研究の基盤となる。

なお、共通科目は、一般財団法人動物看護

師統一認定機構の認定動物看護師受験のた

めのコアカリキュラムである。このことか

ら、学部学科では、いずれの専攻において

も共通科目を修得することで認定動物看護

師の受験資格を取得することができるよう

配置してある。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料 23 の関連図では、学部は、動物看

護学専攻科目、共通科目、動物人間関係学

専攻科目から成る。動物看護学専攻科目

は、研究科の動物看護学領域の教育・研究

の基盤となり、動物人間関係学専攻科目

は、研究科の動物人間関係学領域の教育・

研究の基盤となる。なお、共通科目は、一

般財団法人動物看護師統一認定機構の認定

動物看護師受験のためのコアカリキュラム

である。このことから、学部学科では、い

ずれの専攻においても共通科目を修得する

ことで認定動物看護師の受験資格を取得す

ることができるよう配置してある。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

８．＜既設学部との関係性が不明確＞ 

（２）既設学部において愛玩動物看護師の資格を取得したものに対し、修士課程で学部

の教育課程からどのように発展させた研究指導を行うか説明すること。 

 

（対応） 
 本学学部において愛玩動物看護師（認定動物看護師）（注 1）の資格を取得したものに

対しては、学部教育を基盤に、本研究科で動物看護学領域及び動物人間関係学領域の学修

を通して、高度な知識と課題解決能力を修得し、研究により論理的思考力を身に付けるよ

う本学学部の教育課程から発展させ、学生の研究テーマに沿って、研究指導を行う。 
学部の教育課程を基盤に、研究科の科目を履修し、学生それぞれの研究テーマに沿った

個別指導を行う。学部の教育課程が、どのように本研究科の研究指導に発展しているかを

次の通り説明する。 
 
本学学部において、愛玩動物看護師資格を取得した本研究科の学生は、学部の教育を基

盤に本研究科の授業科目を履修しながら、研究テーマを決定し、特別研究をまとめていく

ことになる。学生は希望する指導教員と個別面談を行い、学生が取り組みたい研究テーマ

及び内容を確認する。その後、1 年次後期開始までにヤマザキ動物看護大学大学院研究科

委員会（以下、研究科委員会という）において、指導教員を決定する。動物看護学領域及

び動物人間関係学領域の研究テーマを例示し、学部の教育課程からどのように発展させた

研究指導を行うかを説明する。 
 

例示①［動物看護学領域の研究テーマ］ 
「イヌ・パピー期のアルカリフォスファターゼアイソザイムに関する研究」、「イヌに

スイカエキスを与えた時の腸内細菌叢と肥満に関する研究」等を研究テーマに研究指導す

る場合は、学部において「動物看護学概論」、「動物生理学」、「動物臨床看護学」、

「動物臨床検査学」、「血液学」等を履修していることを確認する。履修していない場合

は、必要に応じて科目等履修生制度を利用して、学部において科目履修を行うよう指導す

る。本学学部の教育課程から、本研究科の「動物看護学Ⅰ」、「動物看護学Ⅱ」、「動物

看護学演習」、「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護学演習Ⅰ」、「応用動物看護学

Ⅱ」、「応用動物看護学演習Ⅱ」等の授業科目を履修することにより、検査データに基づ

いた正しい病態把握やそれに応じた適切な看護に貢献できるように、イヌ、ネコ、鳥類、

魚類等の各種動物の血液や尿成分の分析法やそれらの成分・糞便等に含まれる新規成分の

分析やそれらの研究指導を行う。 
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例示②［動物人間関係学領域の研究テーマ］ 
「日本犬における毛色に関連する遺伝子多型解析」、「和犬の家庭犬に向くイヌ品種に

関する分子生物学的研究」等の研究テーマで研究指導する場合は、学部において「生命科

学概論」、「動物人間関係学概論」、「ヒトと動物の関係学」、「動物文化論」、「動物

生化学」、「動物遺伝学」、「伴侶動物育種・資源学」、「バイオテクノロジー」等を履

修していることを確認する。履修していない場合は、必要に応じて科目等履修生制度を利

用して、学部の科目履修を行うよう指導する。本学学部の教育課程から、本研究科の「動

物人間関係学特論」、「動物人間関係学演習」、「応用動物人間関係学Ⅱ」「応用動物人

間関係学演習Ⅱ」等の授業科目を履修することにより、人と犬の密接な関係を理解し、人

が家畜化した犬について分子生物学的解析研究に基づいた研究を指導する。具体的には、

犬の外観から判別できる形質（毛色、毛の長さ、毛質、体の大きさ）と、その形質を決定

するあるいは、関連する遺伝子・ゲノム情報の解析研究へと発展させた研究指導を行う。 
 
これらの研究を具現化するために、次の研究指導を行う。 
 

［研究指導］ 
① 研究指導教員 

1 年次前期に開講する「研究方法論」（必修）で分野別専任教員が専門とする研究内容

や研究方法等を教授した後、学生は希望する指導教員と個別面談を行い、学生が取り組み

たい研究テーマ及び内容を確認する。その後、1 年次後期開始までにヤマザキ動物看護大

学大学院研究科委員会（以下、研究科委員会という）において、指導教員を決定する。 
② 研究テーマの決定 
学生は、1 年次後期開始前までに指導教員と研究テーマを決定し、研究科委員会に報告し、

承認を得る。 
③ 研究計画・研究倫理の審査 
学生は、1 年次 10 月から研究計画書の作成に着手する。また、必要に応じて、本研究科

または協力研究機関・施設の基準に従って倫理審査の手続きに必要な書類を作成する。ヤマ

ザキ動物看護大学動物実験委員会は、学生が提出した研究計画書及び申請書類に基づき、研

究テーマ、研究手法等における倫理上の問題の有無について、「ヤマザキ動物看護大学人を

対象とした研究倫理指針」及び「ヤマザキ動物看護大学動物実験倫理指針」に照らし、倫理

審査を行う。 
また、研究計画書の作成と並行して、研究開始前に研究対象者、研究協力施設との交渉や

契約等の調整を行う。 
学生は 1 年次後期より研究を開始し、同時に指導教員は論文執筆に必要な資料、文献、デ

ータについて指導する。 
④ 中間報告会の開催 
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2 年次 8 月に研究科委員会主催の中間報告会を実施する。中間報告会は、学生及び本研究

科の専任教員で執り行う。学生は、これまでの研究経過を発表し、研究科委員会は、研究経

過の課題や問題点について学生に通知する。指導教員は、指摘された課題や問題点を踏まえ、

学生に研究指導を行う。 
⑤ 修士論文の執筆 
中間報告会で得られた指摘や助言を踏まえ、データの分析等を進めながら、指導教員のも

と、修士論文を作成する。 
⑥ 研究発表会・修士論文の提出 

2 年次 3 月に、研究科委員会主催の研究発表会を開催する。研究科委員会は、研究発表会

において指摘された問題点について、学生に助言する。また、指導教員は、研究科委員会か

ら指摘された問題点について学生に研究指導を行う。  
学生は、研究発表会においての質疑や意見を踏まえ、修士論文の完成度を高め修士論文を

研究科長に提出する。 
⑦ 学位論文審査体制、公表の方法 
研究科委員会が各修士論文の主審査員、副審査員 2 名を決定する。主審査員及び副審査

員は、特別研究の評価を研究科委員会に報告し、研究科委員会は、修了判定を行い学長に報

告する。 
完成した修士論文については、大学院の修士論文集として大学図書館で公開する。 
 
以上の研究指導にあたる教員は、動物解剖生理学、動物病理学、動物検査学、動物内科

学、公衆衛生学、分子生物学（イヌの特性）、動物行動学、動物文化人類学、ペットの社

会学（ペットロス）に関して教育研究上の指導能力があると認められた以下 10 人の専任

教員を配置する。動物解剖学・生理学を研究分野とし博士（獣医学）の学位を有する教

授、動物病理学を研究分野とし獣医学博士の学位を有する教授、動物内科学を研究分野と

し医学博士の学位を有する教授及び博士（学術）を有する教授、臨床検査学を研究分野と

し博士（学術）の学位を有する教授、衛生学・公衆衛生学を研究分野とし農学博士の学位

を有する教授、生物化学を研究分野とし理学博士の学位を有する教授、動物行動学を研究

分野とし博士（獣医学）を有する准教授、動物文化人類学を研究分野とし博士（学術）の

学位を有する教授、ペットの社会学（ペットロス）を研究分野とし修士（社会学）の学位

を有する教授である。 
 
なお、愛玩動物看護師資格を取得していない学生については、次の通り研究活動を支援

する。 
本年 7 月 1 日付けで、本学動物看護学部に動物人間関係学科の届出が受理されたことに

加え、「愛玩動物看護師法」及び「動物の愛護及び管理に関する法律」においては、職域

が動物と人間との関係について拡大することから、本研究科の動物人間関係学領域の教育

研究に興味を持つ学生は多岐に渡ると想定している。 
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他分野からの入学生を想定して、例示をあげて説明する。 

 

例示［動物人間関係学領域］ 

美術学部卒業の学生が「美術史における人と愛玩動物の関係について、絵画、彫刻から

の考察」等を希望研究テーマとした場合、本研究科の基礎科目を履修しながら、必要に応

じて、本学動物看護学部開講の「動物人間関係学概論」、「動物とアート」、「動物文化

人類学」、「イヌの特性論」等の科目等履修制度を利用して科目を履修することを指導す

る。 

さらに絵画、彫刻などの専門知識を深めるため、本研究科の「応用動物人間関係学Ⅱ」

（動物文化人類学）担当専任教員が関係する博物館や美術館等における研究活動を支援す

る。 

 

（注 1） 

愛玩動物看護師・国家試験の指定機関となった一般財団法人動物看護師統一認定機構

は、令和 5（2023）年春の愛玩動物看護師第 1 回国家試験までは、従来通り、令和 3
（2021）年春、令和 4（2022）年春に認定動物看護師資格取得のための認定試験を行う。 

 
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（32 ページ） 

新 旧 
8．既設の動物看護学部との関係 
（２）研究指導における関係 
本学学部において愛玩動物看護師（認定

動物看護師）（注 1）の資格を取得したも

のに対しては、学部教育を基盤に、本研究

科で動物看護学領域及び動物人間関係学領

域の学修を通して、高度な知識と課題解決

能力を修得し、研究により論理的思考力を

身に付けるよう本学学部の教育課程から発

展させ、学生の研究テーマに沿って、研究

指導を行う。 
学部の教育課程を基盤に、研究科の科目

を履修し、学生それぞれの研究テーマに沿

った個別指導を行う。学部の教育課程が、

どのように本研究科の研究指導に発展して

いるかを次の通り説明する。 
本学学部において、愛玩動物看護師資格

を取得した本研究科の学生は、学部の教育

 
 
 
 
 
 

（追加） 
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を基盤に本研究科の授業科目を履修しなが

ら、研究テーマを決定し、特別研究をまと

めていくことになる。学生は希望する指導

教員と個別面談を行い、学生が取り組みた

い研究テーマ及び内容を確認する。その

後、1 年次後期開始までに研究科委員会に

おいて、指導教員を決定する。動物看護学

領域及び動物人間関係学領域の研究テーマ

を例示し、学部の教育課程からどのように

発展させた研究指導を行うかを説明する。 
 
（注 1） 
愛玩動物看護師・国家試験の指定機関と

なった一般財団法人動物看護師統一認定機

構は、令和 5 年（2023 年）春の愛玩動物

看護師第 1 回国家試験までは、従来通り、

令和 3 年（2021 年）春、令和 4 年（2022
年）春に認定動物看護師資格取得のための

認定試験を行う。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻 

【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

  授業科目について、以下のとおり養成する人材像に照らすと不十分・不適切と思わ

れる点があるため、適切に対応すること。 

（１）ディプロマ・ポリシーとして「動物病院等において高度動物治療等に必要とされ

る動物看護学の専門知識を有し、課題解決能力等を習得している」旨設定されているほ

か、愛玩動物看護師等、実践的な能力を必要とする人材の養成を視野に入れている旨記

載があるが、そういった人材を養成するために必要である実習・実験やインターンシッ

プ等の実践活動に関する授業科目が設定されていないため適切に改めること。 

 

（対応） 

動物病院等において高度動物医療等に必要とされる動物看護学の専門知識を有し、課題

解決能力等を修得するために、専門科目に「インターンシップ」（2 年次通年、選択 1 単

位）を配置する。 
 インターンシップの実施先は、令和 2（2020）年 4 月に本学構内に開設され、高度動物

医療を提供する「ER 八王子動物高度医療救命救急センター」である。 
この動物病院とは、令和元（2019）年 3 月に交わした基本合意書において、インターン

シップの実施等を合意している（資料 7-1）。 
「ER 八王子動物高度医療救命救急センター」でのインターンシップでは、Emergency 

Rescue（救命救急）の現場における治療・手術・入院管理に対する、高度動物看護医療体

制を体験することが期待できる。手術項目として、一般動物診療施設では扱えない開心術

や開頭術をはじめ、脊髄系手術、腫瘍系手術、さらに手術では難しいとされる胆のう系手

術などを手がけていることから、これらの手術に必要な特殊手術器具の準備、扱い、術中

モニタリング管理、術後の疾患ごとのきめ細かい管理など、動物看護師に求められるスキ

ルが非常に高度なものとなる。 
また、MRI、CT、各種検査機器など、特殊検査機器の使用準備にも関わる必要があるこ

とから、これら先端機器に関する知識にも精通する必要がある。さらには、整形外科手術

後のリハビリについては、動物看護師が一手に引き受けていることから、この分野に関す

るスキルも求められる。このように、高度医療系動物病院（二次診療機関）における研修

により、動物看護師としてのより高度なスキルを修得できることが期待される。 
 
講義概要は、次の通りである。なお、シラバスは資料 9-1-1 で示す。 
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［講義概要］ 
本インターンシップでは、ヤマザキ動物看護大学構内に併設されている「ER 八王子動

物高度医療救命救急センター」において、Emergency Rescue（救命救急）の現場におけ

る治療・手術・入院管理に対する、高度動物看護医療体制について学修する。 
同センターでは、手術項目として、一般動物診療施設では扱えない開心術や開頭術をは

じめ、脊髄系手術、腫瘍系手術、さらに手術では難しいとされる胆のう系手術などを手が

けていることから、これらの手術に必要な特殊手術器具の準備、扱い、術中モニタリング

管理、術後の疾患ごとのきめ細かい管理などの知識と技術を実際の現場を通じて修得す

る。 
また、高度医療救命救急センターにおいて愛玩動物看護師は、MRI、CT、各種検査機器

など、特殊検査機器の使用準備にも関わる必要があることから、これら先端機器に関する

知識・管理等について教授する。 
 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（16 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）科目区分等の概要 
イ． 専門科目 

1）2 領域に配置する科目 
専門科目では動物看護学領域と動物人

間関係学領域に分けて科目を配置し、動

物看護師に必要とされる専門的な知識又

は人と動物の共生社会に貢献できる専門

的な知識を修得するため、「応用動物看

護学Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学演

習Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学Ⅱ」

（選択）、「応用動物看護学演習Ⅱ」

（選択）、「応用動物人間関係学Ⅰ」

（選択）、「応用動物人間関係学演習

Ⅰ」（選択）、「応用動物人間関係学

Ⅱ」（選択）、「応用動物人間関係学演

習Ⅱ」（選択）を配置した。 
 
2）インターンシップ 
インターンシップの実施先は、令和 2 年

（2020 年）4 月に本学構内に開設され、高

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）科目区分等の概要 
イ． 専門科目 
 
専門科目では動物看護学領域と動物人

間関係学領域に分けて科目を配置し、動

物看護師に必要とされる専門的な知識又

は人と動物の共生社会に貢献できる専門

的な知識を修得するため、「応用動物看

護学Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学演

習Ⅰ」（選択）、「応用動物看護学Ⅱ」

（選択）、「応用動物看護学演習Ⅱ」

（選択）、「応用動物人間関係学Ⅰ」

（選択）、「応用動物人間関係学演習

Ⅰ」（選択）、「応用動物人間関係学

Ⅱ」（選択）、「応用動物人間関係学演

習Ⅱ」（選択）を配置した。 
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度動物医療を提供する「ER 八王子動物高

度医療救命救急センター」である。 
この動物病院とは、令和元年（2019

年）3 月に交わした基本合意書において、

インターンシップの実施等を合意している

（資料 14-1）。 
 

 
（追加） 
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１（書類等の題名） 
基本合意書（資料 9-1-1） 

 
２（出典） 
 株式会社ヤマザキ教育サポート及び株式会社アニマルメディカ 
 
３（引用範囲） 
 「基本合意書」（株式会社ヤマザキ教育サポート及び株式会社アニマルメディカ）（1ページ） 
 
４（その他の説明） 
・株式会社教育サポートと株式会社アニマルメディカの間で締結された動物救急センター施設

の建設及び動物救急センターの運営に関する基本的事項の合意書であり、その 1ページ目を

抜粋し資料とした。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

（２）動物人間関係学領域における授業科目の内容について、愛玩動物・伴侶動物のう

ち犬が大半を占めている。愛玩動物看護師の業務内容を踏まえ、他の愛玩動物・伴侶動

物についても充実させること。 

 

（対応） 

愛玩動物看護師の業務内容は、次の通りである。 

「愛玩動物看護師法」（令和元〔2019〕年 6 月制定）（資料 7-1）の第 2 条 2 項では、

「この法律において「愛玩動物看護師」とは、農林水産大臣及び環境大臣の免許を受け

て、愛玩動物看護師の名称を用いて、診療の補助（愛玩動物に対する診療（獣医師法第 17
条に規定する診療をいう。）の一環として行われる衛生上の危害を生ずるおそれが少ない

と認められる行為であって、獣医師の指示の下に行われるものをいう。以下同じ。）及び

疾病にかかり、又は負傷した愛玩動物の世話その他の愛玩動物の看護並びに愛玩動物を飼

養する者その他の者に対するその愛護及び適正な飼養に係る助言その他の支援を業とする

者をいう。」と業務が規定されている。 
「愛玩動物看護師法」は、愛玩動物看護師の名称独占に加え、業務独占（採血、投薬

（経口等）、マイクロチップの装着、カテーテルによる採尿）及び対象動物についても明

確にされた。「動物の愛護及び管理に関する法律（令和元年 6 月 19 日第 39 号）第 1 章総

則（目的）第 1 条には、「この法律は、動物の虐待及び遺棄の防止、動物の適正な取扱い

その他動物の健康及び安全の保持等の動物の愛護に関する事項を定めて国民の間に動物を

愛護する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵養に資するとともに、動物の

管理に関する事項を定めて動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害並びに生活環

境の保全上の支障を防止し、もつて人と動物の共生する社会の実現を図ることを目的とす

る。」とあり、（基本原則）第 2 条に、「動物が命あるものであることにかんがみ、何人

も、動物をみだりに殺し、傷つけ、又は苦しめることのないようにするのみでなく、人と

動物の共生に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り扱うようにしなければならな

い。2 何人も、動物を取り扱う場合には、その飼養又は保管の目的の達成に支障を及ぼ

さない範囲で、適切な給餌及び給水、必要な健康の管理並びにその動物の種類、習性等を

考慮した飼養又は保管を行うための環境の確保を行わなければならない。」と規定されて

いる。 
令和元（2019）年 6 月 19 日「動物の愛護及び管理に関する法律」が改正され、マイク

ロチップについては、附則（令和元年 6 月 19 日法律第 39 号）第 5 条に「附則第 1 条第 2
号に掲げる規定の施行前にマイクロチップ（第 2 条の規定による改正後の動物の愛護及び

管理に関する法律（以下この条において「第 2 条による改正後の法」という。）第 39 条

の 2 第 1 項に規定するマイクロチップをいう。次項及び附則第 10 条において同じ。）が
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装着された犬又は猫を所有している犬猫等販売業者（第 2 条による改正後の法第 14 条第 3
項に規定する犬猫等販売業者をいう。次項において同じ。）は、当該犬又は猫について、

同号に掲げる規定の施行の日から 30 日を経過する日（その日までに当該犬又は猫の譲渡

をする場合にあっては、その譲渡しの日）までに、環境大臣の登録を受けなければならな

い。 
２ 附則第一条第二号に掲げる規定の施行前にマイクロチップが装着された犬又は猫の

所有者（犬猫等販売業者を除く。）は、環境省令で定めるところにより、当該犬又は猫に

ついて、環境大臣の登録を受けることができる」と規定され、令和 2（2020）年 6 月に施

行された。 
上記のことから、愛玩動物看護師の業務内容は、「愛玩動物看護師法」及び「動物の愛

護及び管理に関する法律」により明確化され、職域が拡大した。 

また、愛玩動物看護師の対象動物は、獣医師法 17 条に規定する飼育動物（牛、馬、め

ん羊、山羊、豚、犬、猫、鶏、うずら、その他獣医師が診療を行う必要があるものとして

政令で定めるものに限る。）のうち、産業動物、野生動物、実験動物を除き、犬、猫その

他政令で定める愛玩鳥等の動物のみである。 
従って、本研究科においては「動物人間関係学特論」（1 年次前期、必修 2 単位）にお

いて、犬に加えて、猫及び愛玩鳥の特性に関する内容を追加する。 

  

講義概要は、次の通りである。なお、シラバスは資料 9-2-1 で示す。 
 

［講義概要］ 

・「動物人間関係学特論」 

 「動物と人間の関係性」の主要なテーマについて、狩る、飼う（家畜化、ペット化）、

動物観の 4 つの多角的な視点から、研究を解説し、総合的に理解する。動物人間関係学の

4 つの視点から、現代社会における動物看護学領域と動物人間関係学領域の両領域から人

と動物の関係性を考える。各教員の研究論文、本学図書館所蔵の秋田犬 8 ミリフィルムな

どの様々な資料を紹介しながら歴史的、文化的な内容を解説する。先行研究を紹介し、レ

ビューする。アニマルセラピー、分子生物学、動物行動学、文化人類学、社会学、愛玩動

物（犬、猫、鳥）の特性などの各分野における幅広い研究手法に基づいて、動物と人間の

関係性を解説する。 
 
（新旧対照表）授業科目の概要 

新 旧 
「動物人間関係学特論」（1 前 必修 2 単

位） 

（概要） 

「動物人間関係学特論」（1 前 必修 2 単

位） 

（概要） 
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「動物と人間の関係性」の主要なテーマに

ついて、狩る、飼う（家畜化、ペット化）、

動物観の 4 つの多角的な視点から、研究を解

説し、総合的に理解する。動物人間関係学の

4 つの視点から、現代社会における動物看護

学領域と動物人間関係学領域の両領域から人

と動物の関係性を考える。各教員の研究論

文、本学図書館所蔵の秋田犬 8 ミリフィルム

などの様々な資料を紹介しながら歴史的、文

化的な内容を解説する。先行研究を紹介し、

レビューする。アニマルセラピー、分子生物

学、動物行動学、文化人類学、社会学、愛玩

動物（犬、猫、鳥）の特性などの各分野にお

ける幅広い研究手法に基づいて、動物と人間

の関係性を解説する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（1 山﨑 薫／3 回） 
 「動物と人間の関係性」について、多角的

な視点から総合的に述べる。さらに現代社会

において、イヌの特性を活用したアニマルセ

ラピーへの取り組み及びアニマルセラピーの

現状と課題について教授する。 

 
（5 小黒 美枝子／2 回） 
 動物分子生物学的研究の視点から、犬と人

の関係性を、日本犬、秋田犬の家畜化とその

ルーツ、日本犬の毛色・毛質を取り上げ、論

文や資料紹介を通じて解説する。とくに日本

犬の中で最近脚光を浴びている秋田犬を取り

上げて、その現状と課題を分子生物学的研究

の視点も踏まえて教授する。 

 
（11 茂木 千恵／2 回） 
 動物行動学的視点から、犬の行動原理の適

切な解釈と行動発現の要因の理解に基づく、

「動物と人間の関係性」の主要なテーマにつ

いて、狩る、飼う（家畜化、ペット化）、動

物観の 4 つの多角的な視点から、研究を解説

し、総合的に理解する。動物人間関係学の 4

つの視点から、現代社会における動物看護学

領域と動物人間関係学領域の両領域から人と

動物の関係性を考える。各教員の研究論文、

本学図書館所蔵の秋田犬 8 ミリフィルムなど

の様々な資料を紹介しながら歴史的、文化的

な内容を解説する。先行研究を紹介し、レビ

ューする。アニマルセラピー、分子生物学、

動物行動学、文化人類学、社会学などの各分

野における幅広い研究手法に基づいて、動物

と人間の関係性を解説する。 

 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（1 山﨑 薫／3 回） 

 「動物と人間の関係性」について、多角的

な視点から総合的に述べる。さらに現代社会

において、イヌの特性を活用したアニマルセ

ラピーへの取り組み及びアニマルセラピーの

現状と課題について教授する。 

 
（4 小黒 美枝子／3 回） 

 動物分子生物学的研究の視点から、犬と人

の関係性を、日本犬、秋田犬の家畜化とその

ルーツ、日本犬の毛色・毛質を取り上げ、論

文や資料紹介を通じて解説する。とくに日本

犬の中で最近脚光を浴びている秋田犬を取り

上げて、その現状と課題を分子生物学的研究

の視点も踏まえて教授する。 

 
（12 茂木 千恵／3 回） 

 動物行動学的視点から、犬の行動原理の適

切な解釈と行動発現の要因の理解に基づく、
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飼育者と犬の良好な関係性の構築方法を教授

する。 

 
（16 早田 由貴子／2 回） 
 家猫の特性を解説し、家猫のおかれている

現状と課題について担当する。 

 
（17 小嶋 篤史／2 回） 
 飼鳥の特性を解説し、飼鳥のおかれている

現状と課題について担当する。 

 
（2 奥野 卓司／2 回） 
 動物文化人類学的視点から、日本人と動

物、飼鳥、コンパニオン・アニマルとの関係

について教授する。 

 
（9 新島 典子／2 回） 
社会学的視点から、国内外の伴侶動物と人

との多様な関係性と動物観を、死生学的視点

から、国内外のペットロスや死生観を取り上

げ、論文や資料紹介を通じて、理解を深める

よう教授する。 

 

飼育者と犬の良好な関係性の構築方法を教授

する。 

 

 

 
（追加） 

 

 

 

 

 
（2 奥野 卓司／3 回） 

 動物文化人類学的視点から、日本人と動

物、飼鳥、コンパニオン・アニマルとの関係

について教授する。 

 
（9 新島 典子／3 回） 

社会学的視点から、国内外の伴侶動物と人と

の多様な関係性と動物観を、死生学的視点か

ら、国内外のペットロスや死生観を取り上

げ、論文や資料紹介を通じて、理解を深める

よう教授する。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（19 ページ） 
新 旧 

５．教員組織の編成の考え方及び特色 
（２）教員の配置 
① 基礎科目 

 
（略） 

 
「動物人間関係学特論」（必修）は、動

物人間関係学領域の基盤的な科目として、

動物と人間の関係性についてアニマルセラ

ピー、分子生物学（イヌの特性）、動物行

動学、動物文化人類学、ペットの社会学

５．教員組織の編成の考え方及び特色 
（２）教員の配置 
① 基礎科目 

 
（略） 

 
「動物人間関係学特論」（必修）は、動

物人間関係学領域の基盤的な科目として、

動物と人間の関係性についてアニマルセラ

ピー、分子生物学（イヌの特性）、動物行

動学、動物文化人類学、ペットの社会学
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（ペットロス）、猫・愛玩鳥の特性の多角

的視点から教授するため、動物応用科学分

野を研究分野とし博士（学術）の学位を有

する教授（学長）、生物化学を研究分野と

し理学博士の学位を有する教授、動物行動

学を研究分野とし博士（獣医学）を有する

准教授、動物文化人類学を研究分野とし博

士（学術）の学位を有する教授、ペットの

社会学（ペットロス）を研究分野とし修士

（社会学）の学位を有する教授、動物病院

の名誉院長（獣医師）であり本学開学時よ

り「ネコの特性論」の講義を担当する兼任

講師、愛玩鳥専門の動物病院の院長（獣医

師）である兼任講師がオムニバスで担当す

る。 
 

（ペットロス）の多角的視点から教授する

ため、動物応用科学分野を研究分野とし博

士（学術）の学位を有する教授（学長）、

生物化学を研究分野とし理学博士の学位を

有する教授、動物行動学を研究分野とし博

士（獣医学）を有する准教授、動物文化人

類学を研究分野とし博士（学術）の学位を

有する教授、ペットの社会学（ペットロ

ス）を研究分野とし修士（社会学）の学位

を有する教授がオムニバスで担当する。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻 

【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

（３）動物看護領域の研究能力の養成に必要であると考えられる、モデル実験動物を用

いた研究活動や中・大型家畜に対応する授業科目が不明確であるため、具体的に説明

するか、必要に応じて適切に改めること。 

 

（対応） 

ヤマザキ動物看護大学は、コンパニオンアニマルに特化した動物看護学の教育・研究を

行うことで認可され、開学した。 
ヤマザキ動物看護大学現学則第 1 条 2 項には「動物看護学を教育研究の対象とし、動物

愛護の精神に則り、人とコンパニオンアニマルとの関係に求められる豊かな人間性と幅広

い視野を備え、動物看護に関わる基本的な理論・技術を身に付け、動物看護に関わる教育

研究を行い、専門的応用的能力を有する動物看護師を養成することを目的とする。」と定

め、野生動物、産業動物、実験動物を対象とした動物看護はないことから、コンパニオン

アニマルに特化した動物看護教育を行う動物看護学部の設置認可を受けた。 
認可申請においての分野は、人間の看護教育と同じ、「その他」の分野で審査を受け、

農学部、獣医学部の教育と異なるため、牧場、モデル実験動物実習室、解剖実習室等は不

要とされた。 

令和元（2019）年 6 月には、愛玩動物看護師が国家資格として法制化され、対象動物

は、犬・猫及び愛玩鳥であることから、モデル実験動物、産業動物、野生動物は対象外と

なった。なお、そのことから、名称も「愛玩動物看護師法」となった（資料 7-1）。 
本研究科では、コンパニオンアニマルを対象とする教育・研究を通し、専門性の高い知

識等を修得した人材養成を行うため、モデル実験動物及び中・大型家畜に関する教育研究

は実施しないこととし、将来、「愛玩動物看護師法」が、改正され、産業動物・野生動

物・実験動物を対象とすることになれば、本学学部及び研究科は、時代の要請に応え、必

要に応じて、教育研究の対象を再考する。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

（４）動物看護学を俯瞰した際に重要となる、繁殖学・薬理学・栄養学といった学問分

野についての言及がなく、対応する授業科目も明確ではないため、具体的に説明する

か、必要に応じて適切に改めること。 

 

（対応） 

動物に関わる繁殖学では、伴侶動物の生殖の内分泌学的・生理学的現象、動物種の遺伝

資源保存と繁殖制御について学修し、動物薬理学では、動物看護における動物用医薬品等

の利用等を学修し、また、動物栄養学では、愛玩動物に必要な栄養素やペットフードなど

について学修するため、いずれも高度な専門知識を持った愛玩動物看護師を養成するため

に必要な内容である。 
本研究科の授業科目に繁殖学・薬理学・栄養学の内容を追加するため、「動物看護学特

論」の内容を整理し「動物看護学Ⅰ」及び「動物看護学Ⅱ」の 2 科目に変更の上、「動物

看護学Ⅰ」は必修科目として配置する。 
「動物看護学Ⅰ」（1 年次前期、必修 2 単位）の内容は、動物解剖生理学、動物病理

学、動物薬理学とし、「動物看護学Ⅱ」（1 年次前期、選択 2 単位）は、動物内科学、動

物検査学、動物栄養学、動物繁殖学の内容とする。 
 

科目担当教員は以下の通りである。 
「動物看護学Ⅰ」の動物解剖生理学については動物解剖学・生理学を研究分野とし博士

（獣医学）の学位を有する教授、動物病理学については動物病理学を研究分野とし獣医学

博士の学位を有する教授、動物薬理学については博士（獣医学）の学位を有して共立製薬

株式会社に勤務する兼任講師が担当する。 
「動物看護学Ⅱ」の動物内科学については獣医内科学を研究分野として博士（学術）の

学位を有し動物病院の院長（獣医師）である教授、動物検査学については臨床検査学を研

究分野とし博士（学術）の学位を有する教授、動物栄養学についてはペット栄養学会理事

であり、獣医学博士の学位を有し平成 25（2013）年からヤマザキ学園大学（現ヤマザキ

動物看護大学）において「小動物栄養学」及び「小動物臨床栄養学」を教授する兼任講

師、動物繁殖学については獣医学士の学位を有する動物病院の院長（獣医師）であり麻布

大学大学院において 6 年間繁殖学講座の研究員であった兼任講師が担当する。 
 

講義概要は、次の通りである。なお、シラバスは資料 9-4-1 で示す。 
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［講義概要］ 

・「動物看護学Ⅰ」 

 動物医療における動物看護学の占める学問的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のために、動物医療における研究法に関する内容

について具体的に詳しく教授する。本講義では、動物看護学を学問として発展させるため

に、基礎の 3 本柱となる解剖学・生理学、病理学及び薬理学分野の基礎研究について学

び、愛玩動物看護師の果たすべき具体的役割を考える指針となるべく指導する。さらに、

それらが、動物看護学研究発展に寄与できるよう教授する。 
 

・「動物看護学Ⅱ」 

 動物医療における動物看護学の占める学問的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のために、動物医療における研究法や臨床手技に

関する内容について具体的に詳しく教授する。本講義では、動物看護学を学問として発展

させるために動物内科学、動物栄養学、動物繁殖学、動物検査学の分野を臨床へとつな

げ、愛玩動物看護師の果たすべき具体的役割を考える指針となるべく指導する。さらに、

それらが、動物看護学研究発展に寄与できるよう教授する。 

 

（新旧対照表）授業科目の概要 

新 旧 

 
 

（削除） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「動物看護学特論」（1 前 必修 2 単位） 
（概要） 
動物医療における動物看護学の占める学

問的位置づけについて研究データを基に明

確にする。同時に、今後の動物看護学の発

展のために、動物医療における研究法や臨

床手技に関する内容について具体的に詳し

く教授する。本講義では、動物看護学を学

問として発展させるために解剖学・生理学

及び病理学から、内科学へとつなげ、愛玩

動物看護師の果たすべき具体的役割を考え

る指針となるべく指導する。さらに、それ

らが、動物看護学研究発展に寄与できるよ

う教授する。 
 
（オムニバス方式／全 15 回） 
 
（8 今村 伸一郎／5 回） 
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「動物看護学Ⅰ」（1 前 必修 2 単位） 
（概要） 
動物医療における動物看護学の占める学

問的位置づけについて研究データを基に明

確にする。同時に、今後の動物看護学の発

展のために、動物医療における研究法や臨

床手技に関する内容について具体的に詳し

く教授する。本講義では、動物看護学を学

問として発展させるために動物内科学、動

物栄養学、動物繁殖学、動物検査学の分野

を臨床へとつなげ、愛玩動物看護師の果た

すべき具体的役割を考える指針となるべく

解剖学、生理学の研究分野及びトピック

スの紹介。解剖学と生理学は密に関連して

いることを理解するための、その両者の関

連事項についてディスカッションする。ま

たその 1 つの例として、骨格構造とそこに

みられる生理学的機能の関連性をピックア

ップする。 
 
（7 梅村 隆志／5 回） 
病理学の研究分野及びトピックスの紹

介。炎症現象や腫瘍形成の根本理解は、病

理的側面として、臨床における問題解決の

重要な手掛かりを与えてくれるものである

ことを理解するため、病理学的、病理組織

学的解析から得られる事象について、ディ

スカッションを通して修得していく。 
 
（5 富田 幸子／5 回） 
動物内科学の研究分野及びトピックスの

紹介。臨床現場で遭遇するであろう代表的

かつ重要な疾患について専門的理解を深

め、動物看護師としての立場からの最善の

アプローチについて、ディスカッションを

交えながら探求する。 
 
 

（追加） 
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指導する。さらに、それらが、動物看護学

研究発展に寄与できるよう教授する。 
 
（オムニバス方式／全 15 回） 
 
（4 櫻井 富士朗／4 回） 
動物内科学の研究分野及びトピックスの

紹介。臨床現場で遭遇するであろう代表的

かつ重要な疾患について専門的理解を深

め、動物看護師としての立場からの最善の

アプローチについて、ディスカッションを

交えながら探求する。 
 
（14 大島 誠之助／3 回） 

動物栄養学の研究分野で話題性の高い成

果の紹介。動物の成長などのステージ別栄

養状態に対する理解。臨床現場で有益と思

われる代表的な疾患の臨床栄養学的対応な

どの把握。これらから臨床栄養学の貢献と

限界などについて、専門的理解を深め、愛

玩動物看護師としての最善策の追求につい

て、討議を交えながら探求する。 
 
（15 小嶋 佳彦／3 回） 
犬と猫の動物繁殖学を臨床現場の実際の

症例をとおして、発情徴候と交尾からみた

繁殖生理、雄の疾患、雌の疾患、不妊およ

び去勢・人工授精、乳腺、産科、新生子の

疾患などを教授する。 
 

「動物看護学Ⅱ」（1 後 選択 2 単位） 
（概要） 
動物医療における動物看護学の占める学

問的位置づけについて研究データを基に明

確にする。同時に、今後の動物看護学の発

展のために、動物医療における研究法や臨

床手技に関する内容について具体的に詳し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（追加） 
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く教授する。本講義では、動物看護学を学

問として発展させるために動物内科学、動

物栄養学、動物繁殖学、動物検査学の分野

を臨床へとつなげ、愛玩動物看護師の果た

すべき具体的役割を考える指針となるべく

指導する。さらに、それらが、動物看護学

研究発展に寄与できるよう教授する。 
 
（オムニバス方式／全 15 回） 
 
（4 櫻井 富士朗／4 回） 
動物内科学の研究分野及びトピックスの

紹介。臨床現場で遭遇するであろう代表的

かつ重要な疾患について専門的理解を深

め、動物看護師としての立場からの最善の

アプローチについて、ディスカッションを

交えながら探求する。 
 
（14 大島 誠之助／3 回） 

動物栄養学の研究分野で話題性の高い成

果の紹介。動物の成長などのステージ別栄

養状態に対する理解。臨床現場で有益と思

われる代表的な疾患の臨床栄養学的対応な

どの把握。これらから臨床栄養学の貢献と

限界などについて、専門的理解を深め、愛

玩動物看護師としての最善策の追求につい

て、討議を交えながら探求する。 
 
（15 小嶋 佳彦／3 回） 
犬と猫の動物繁殖学を臨床現場の実際の

症例をとおして、発情徴候と交尾からみた

繁殖生理、雄の疾患、雌の疾患、不妊およ

び去勢・人工授精、乳腺、産科、新生子の

疾患などを教授する。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

（５）各授業科目について、「動物看護学」や「応用人間動物関係学」など広範な範囲

を扱う科目がある一方で、「動物臨床検査学特論」など、限られた範囲を扱うものも散

見される。各授業科目の位置付けや履修内容について確認し、必要に応じて適切に改め

ること。 

 

（対応） 

「動物看護学特論」、「動物臨床検査学特論」及び「動物臨床検査学演習」の位置づ

け、履修内容について再考し、次のように改めた。 
「動物看護学特論」（1 年次前期、必修 2 単位）、「動物臨床検査学特論」（1 年次後

期、選択 2 単位）及び「動物臨床検査学演習」（1 年次後期、選択 2 単位）を廃止し、

「動物看護学Ⅰ」（1 年次前期、必修 2 単位）、「動物看護学Ⅱ」（1 年次前期、選択 2
単位）の 2 科目を配置する。 
「動物看護学Ⅰ」（1 年次前期、必修 2 単位）の内容は、動物解剖生理学、動物病理

学、動物薬理学とし、「動物看護学Ⅱ」（1 年次前期、選択 2 単位）は、動物内科学、動

物検査学、動物栄養学、動物繁殖学の内容とする。 
「動物臨床検査学演習」は、対応する講義科目の「動物臨床検査学特論」を廃止したこ

とから、同様に廃止とする。 
新旧対照表を表 1 に示す。 
 

科目担当教員は以下の通りである。 
「動物看護学Ⅰ」の動物解剖生理学については動物解剖学・生理学を研究分野とし博士

（獣医学）の学位を有する教授、動物病理学については動物病理学を研究分野とし獣医学

博士の学位を有する教授、動物薬理学については博士（獣医学）の学位を有して共立製薬

株式会社に勤務する兼任講師が担当する。 
「動物看護学Ⅱ」の動物内科学については獣医内科学を研究分野として博士（学術）の

学位を有し動物病院の院長（獣医師）である教授、動物検査学については臨床検査学を研

究分野とし博士（学術）の学位を有する教授、動物栄養学については、ペット栄養学会理

事であり、獣医学博士の学位を有し平成 25（2013）年からヤマザキ学園大学（現ヤマザ

キ動物看護大学）において「小動物栄養学」及び「小動物臨床栄養学」を教授する兼任講

師、動物繁殖学については獣医学士の学位を有する動物病院の院長（獣医師）であり麻布

大学大学院において 6 年間繁殖学講座の研究員であった兼任講師が担当する。 
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（表 1）授業科目の概要 新旧対照表 
新 旧 

 

 

 
（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「動物看護学特論」（1 前 必修 2 単位） 

（概要） 

動物医療における動物看護学の占める学問

的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のた

めに、動物医療における研究法や臨床手技に

関する内容について具体的に詳しく教授す

る。本講義では、動物看護学を学問として発

展させるために解剖学・生理学及び病理学か

ら、内科学へとつなげ、愛玩動物看護師の果

たすべき具体的役割を考える指針となるべく

指導する。さらに、それらが、動物看護学研

究発展に寄与できるよう教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／5 回） 

解剖学、生理学の研究分野及びトピックス

の紹介。解剖学と生理学は密に関連している

ことを理解するための、その両者の関連事項

についてディスカッションする。またその 1

つの例として、骨格構造とそこにみられる生

理学的機能の関連性をピックアップする。 

 
（7 梅村 隆志／5 回） 

病理学の研究分野及びトピックスの紹介。

炎症現象や腫瘍形成の根本理解は、病理的側

面として、臨床における問題解決の重要な手

掛かりを与えてくれるものであることを理解

するため、病理学的、病理組織学的解析から

得られる事象について、ディスカッションを

通して修得していく。 

 
（5 富田 幸子／5 回） 
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新 旧 

 

 

 

 

 

 
「動物看護学Ⅰ」（1 前 必修 2 単位） 

（概要） 

動物医療における動物看護学の占める学問

的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のた

めに、動物医療における研究法に関する内容

について具体的に詳しく教授する。本講義で

は、動物看護学を学問として発展させるため

に、基礎の 3 本柱となる解剖学・生理学、病

理学及び薬理学分野の基礎研究について学

び、愛玩動物看護師の果たすべき具体的役割

を考える指針となるべく指導する。さらに、

それらが、動物看護学研究発展に寄与できる

よう教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／6 回） 

解剖学、生理学の研究分野及びトピックス

の紹介。解剖学と生理学は密に関連している

ことを理解するための、その両者の関連事項

についてディスカッションする。またその 1

つの例として、骨格構造とそこにみられる生

理学的機能の関連性をピックアップしながら

教授する。 

 
（7 梅村 隆志／6 回） 
病理学の研究分野及びトピックスの紹介。

炎症現象や腫瘍形成、術後合併症の病理学的

理解は、臨床における問題解決の重要な手掛

動物内科学の研究分野及びトピックスの紹

介。臨床現場で遭遇するであろう代表的かつ

重要な疾患について専門的理解を深め、動物

看護師としての立場からの最善のアプローチ

について、ディスカッションを交えながら探

求する。 

 
（追加） 
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かりを与えてくれるものであり、それらを理

解するため、病理学的、病理組織学的解析か

ら得られる事象について、ディスカッション

を通して修得できるよう教授する。 

 
（13 近藤 昌弘／3 回） 
 薬理学の研究分野及びトピックスの紹

介。動物用医薬品の開発や薬効の研究につい

て、どのようにこの分野が発展してきたの

か、また今後の方向性などを紹介する。さら

に、動物看護の場において、動物看護師が知

っておくべき動物用医薬品等に関する知識に

ついて、ディスカッションを通し教授する。 

 
「動物看護学Ⅱ」（1 前 選択 2 単位） 

（概要） 

動物医療における動物看護学の占める学問

的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のた

めに、動物医療における研究法や臨床手技に

関する内容について具体的に詳しく教授す

る。本講義では、動物看護学を学問として発

展させるために動物内科学、動物栄養学、動

物繁殖学、動物検査学の分野を臨床へとつな

げ、愛玩動物看護師の果たすべき具体的役割

を考える指針となるべく指導する。さらに、

それらが、動物看護学研究発展に寄与できる

よう教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（4 櫻井 富士朗／4 回） 

動物内科学の研究分野及びトピックスの紹

介。臨床現場で遭遇するであろう代表的かつ

重要な疾患について専門的理解を深め、動物

看護師としての立場からの最善のアプローチ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（追加） 
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について、ディスカッションを交えながら探

求する。 

 
（14 大島 誠之助／3 回） 
動物栄養学の研究分野で話題性の高い成果

の紹介。動物の成長などのステージ別栄養状

態に対する理解。臨床現場で有益と思われる

代表的な疾患の臨床栄養学的対応などの把

握。これらから臨床栄養学の貢献と限界など

について、専門的理解を深め、愛玩動物看護

師としての最善策の追求について、討議を交

えながら探求する。 

 
（15 小嶋 佳彦／3 回） 
犬と猫の動物繁殖学を臨床現場の実際の症

例をとおして、発情徴候と交尾からみた繁殖

生理、雄の疾患、雌の疾患、不妊および去

勢・人工授精、乳腺、産科、新生子の疾患な

どを教授する。 

 
（3 岡﨑 登志夫／5 回） 
動物臨床検査学の研究分野及びトピックス

の紹介。臨床検査データを総合的に解析し、

各種疾患について動物看護学研究が適切に実

施できるように教授する。また、研究を展開

する実践的知識と技術を追求するため、具体

的なデータ解析手法や研究論文を紹介し、修

士論文の執筆に備えることができるように教

授する。 

 
「動物看護学演習」（1 前 選択 2 単位） 

（概要） 

動物看護学領域の解剖学・生理学、病理

学、内科学分野における研究課題を紹介し、

それにかかわる知見を整理し、ディスカッシ

ョン、プレゼンテーションを通して、研究の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「動物看護学演習」（1 前 選択 2 単位） 

（概要） 

動物看護学領域の解剖学・生理学、病理

学、内科学分野における研究課題を紹介し、

それにかかわる知見を整理し、ディスカッシ

ョン、プレゼンテーションを通して、研究の
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目的、研究技法・装置、結果の具体的内容を

把握し、当該分野における研究の意義を理解

できるようにする。また、本演習を通じて、

各々が修士論文として取り組むテーマについ

ても、動物看護学における意義を理解し、そ

の重要性について掌握できるように教授す

る。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／5 回） 

動物解剖生理学分野のテーマについて、文

献検索、収集、内容理解を図り、ディスカッ

ション、プレゼンテーションを通して当該分

野の疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決

策を考えることができるように教授する。 

 
（7 梅村 隆志／5 回） 
動物病理学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、当該分野の疑問

点や問題点の抽出を行い、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して問題解決策

を考えることができるように教授する。 

 
（4 櫻井 富士朗／5 回） 
動物内科学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して当該分野の

疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決策を

考えることができるように教授する。 

 

 
（削除） 

 

 

 

目的、研究技法・装置、結果の具体的内容を

把握し、当該分野における研究の意義を理解

できるようにする。また、本演習を通じて、

各々が修士論文として取り組むテーマについ

ても、動物看護学における意義を理解し、そ

の重要性について掌握できるように教授す

る。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／5 回） 

動物解剖生理学分野のテーマについて、文

献検索、収集、内容理解を図り、ディスカッ

ション、プレゼンテーションを通して当該分

野の疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決

策を考える。 

 
（7 梅村 隆志／5 回） 

動物病理学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、当該分野の疑問

点や問題点の抽出を行い、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して問題解決策

を考える。 

 
（5 富田 幸子／5 回） 

動物内科学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して当該分野の

疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決策を

考える。 

 
「動物臨床検査学」（1 後 選択 2 単位） 

（概要） 

血液、尿、生体試料などの検査材料を適切

に選択し、血液学検査・生化学検査・免疫学

検査・病理学検査等の検査データの変動・異
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常を総合的に解析し、的確な看護が行えるよ

うに、動物種、年齢、材料別に具体的に検査

の特徴について教授する。また、得られた検

査データをもとに動物看護研究を展開する実

践的知識と技術を追求するため、関連する研

究論文を紹介し、修士論文の執筆に備えるこ

とができるように教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（3 岡﨑 登志夫／11 回） 

 獣医師による疾病の早期診断を促し、動物

看護師がチーム医療の一員として、病態に応

じた適正な看護ができるように、動物看護領

域における臨床検査の重要性を明確に教授す

る。すなわち、近年の技術革新を受けて、多

様な材料や検査法を用いて、動物に対する負

荷を極力軽減し、速やかな確定診断が可能に

なっている。一方、病態変化がリアルタイム

に把握できるため、それに応じた細かな予防

や術後の看護実践が求められる。このような

検査技術の目覚ましい発展を、動物種や年齢

や栄養状態や材料ごとに得られるデータを通

して理解させ、そのデータの変動こそが各種

疾患の病態把握のための重要なツールとなる

ことに気づかせる。また、同時に各種検査デ

ータの基本的な見方や考え方を教授したの

ち、検査データを総合的に理解し、各種疾患

に応じた専門的動物看護に対応できる研究能

力が養われるよう教授する。 

 
（7 梅村 隆志／4 回） 

生体試料を病理学的検査に供する際、考慮す

べき点について、病理診断の向上性の観点か

ら理解させる。また、生体試料から得られた

病理学的情報の臨床学的意義について、診
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（削除） 

断、治療、予後の面から把握できる専門的知

識を教授する。 

 
「動物検査学演習」（1 後 選択 2 単位） 

（概要） 

演習により、血液、尿、生体試料などを材

料として、各種疾患の診断や病態把握に必要

な血液検査や生化学検査や免疫学検査や病理

学検査等に関する最新技術の状況や、各種検

査データに関する評価、解析法について、デ

ィスカッション・課題提出などを通して学修

し、チーム医療の一員として各種疾患の病態

把握のためのデータの見方や考え方を深く理

解し、研究や修士論文執筆に備えることがで

きるように教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（3 岡﨑 登志夫／11 回） 

 演習により、近年の技術革新を受けて、血

液、尿、糞便など多種多様な材料について各

種検査法を用いて、動物に対する負荷を極力

軽減しつつ、速やかな病態把握が可能になっ

ている現状を、電気泳動法や PCR 法による

遺伝子と遺伝子産物異常の解析法や、クロマ

トグラフィーによる糖、脂質などの栄養成分

分析や等電点電気泳動法による異常 Hb の検

出や免疫染色とフローサイトメトリーによる

骨髄細胞の鑑別法や DNA ラダー検査による

アポトーシスの判別やスペクトル分析による

糞便中の尿酸等の代謝物分析などの検査デー

タの見方や考え方について具体的に教授し、

これらのデータの臨床的意義の理解のうえ

に、さらに生理検査や一般検査データを組み

合わせて、総合的に病態を把握し、各種疾患
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に応じた専門的動物看護に関する研究を推進

する能力を養う。 

 
（7 梅村 隆志／4 回） 

生体試料を用いた病理学的検査、特に腫瘤や

廓清リンパ節の腫瘍診断について、ディスカ

ッションを交えた演習により理解を深めると

ともに、検査データからの予後の予測につい

ても探求し、専門的看護に関する研究を推進

する能力を養う。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（14～18 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色

（３）科目区分等の概要 
① 科目区分と科目構成 
ア．基礎科目 
基礎科目には、動物看護学及び動物人間

関係学に必要とされる専門的な知識を学修

する、本大学院の教育課程の基礎となる科

目を配置した。 
基礎科目には「生命倫理学特論」（必

修）、「動物愛護・福祉特論」（必修）、

「動物看護学Ⅰ」（必修）、「動物看護学

Ⅱ」（選択）、「動物看護学演習」（選

択）、「動物人間関係学特論」（必修）、

「動物人間関係学演習」（選択）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（必修）、「動物

看護教育特論」（必修）、「研究方法論」

（必修）を配置した。 
 

 
② 必修科目・選択科目 
ア．基礎科目 

４．教育課程の編成の考え方及び特色

（３）科目区分等の概要 
① 科目区分と科目構成 
ア．基礎科目 
基礎科目には、動物看護学及び動物人間

関係学に必要とされる専門的な知識を学修

する、本大学院の教育課程の基礎となる科

目を配置した。 
基礎科目には「生命倫理学特論」（必

修）、「動物愛護・福祉特論」（選択）、

「動物看護学特論」（必修）、「動物看護

学演習」（選択）、「動物臨床検査学特

論」（選択）、「動物臨床検査学演習」

（選択）、「動物人間関係学特論」（必

修）、「動物人間関係学演習」（選択）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（選択）、

「動物看護教育特論」（選択）、「研究方

法論」（必修）を配置した。 
 
② 必修科目・選択科目 
ア．基礎科目 
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「生命倫理学特論」、「動物愛護・福祉

特論」、「動物看護学Ⅰ」、「動物人間関

係学特論」、「ヒトと動物の環境科学特

論」は、本研究科の教育研究における基盤

的科目であることから必修科目とした。ま

た、「動物看護教育特論」は愛玩動物看護

師が国家資格になったことを踏まえ、養成

所（専修学校等）において教育に携わるこ

とができる指導力及び動物病院、動物関連

企業、動物関連団体等における公衆衛生の

教育・指導力を養うため、必修科目とし

た。 
「動物看護学Ⅱ」、「動物看護学演習」

は、主に動物看護学領域に関する特別研究

を行う学生を対象とする科目のため、選択

科目とした。 
イ．専門科目 
「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護

学演習Ⅰ」、「応用動物看護学Ⅱ」、「応

用動物看護学演習Ⅱ」は、動物看護学領域

に関する特別研究を行う学生が履修する科

目のため、選択科目とした。同様に「応用

動物人間関係学Ⅰ」、「応用動物人間関係

学演習Ⅰ」、「応用動物人間関係学Ⅱ」、

「応用動物人間関係学演習Ⅱ」は、動物人

間関係学領域に関する特別研究を行う学生

が履修する科目のため、選択科目とした。 
「インターンシップ」は、高度動物医療

に関する科目のため、選択科目とした。 
 

ウ．特別研究 
「特別研究」は、修士論文の作成と研究

発表を行う科目のため、必修科目とした。 
 
③ 配当年次 
基礎科目は、すべて 1 年次に配置してい

る。その中でも専門領域の基盤となる科目

「生命倫理学特論」、「動物看護学特

論」、「動物人間関係学特論」は、本研究

科の教育研究における基盤的科目であるこ

とから必修科目とした。 
「動物看護学演習」、「動物臨床検査学

特論」、「動物臨床検査学演習」は、主に

専門科目の動物看護学領域を選択する学生

を対象とする科目のため、選択科目とし

た。 
 
 
 
 
 
 
 

イ．専門科目 
「応用動物看護学Ⅰ」、「応用動物看護

学演習Ⅰ」、「応用動物看護学Ⅱ」、「応

用動物看護学演習Ⅱ」は、動物看護学領域

を選択する学生が履修する科目のため、選

択科目とした。同様に「応用動物人間関係

学Ⅰ」「応用動物人間関係学演習Ⅰ」、

「応用動物人間関係学Ⅱ」、「応用動物人

間関係学演習Ⅱ」は、動物人間関係学領域

を選択する学生が履修する科目のため、選

択科目とした。 
 
 
 
 

ウ．特別研究 
「特別研究」は、修士論文の作成と研究

発表を行う科目のため、必修科目とした。 
 

③ 配当年次 
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である「生命倫理学特論」（必修）、「動

物愛護・福祉特論」（必修）、「動物看護

学Ⅰ」（必修）、「動物看護学Ⅱ」（選

択）、「動物看護学演習」（選択）、「動

物人間関係学特論」（必修）、「動物人間

関係学演習」（選択）、「ヒトと動物の環

境科学特論」（必修）、「研究方法論」

（必修）は 1 年次前期に配置し、動物看護

の発展的科目である「動物看護教育特論」

（必修）は 1 年次後期に配置した。 
 
 
 
 
 

（略） 
 
⑤ 科目の設定単位数 
基礎科目の講義科目「動物愛護・福祉特

論」（必修）、「動物看護学Ⅰ」（必

修）、「動物看護学Ⅱ」（選択）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（必修）は、原

則、全 15 回 2 単位とした。ただし、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物看護教育

特論」（必修）については、授業内容を勘

案し、全 8 回 1 単位とした。また、「研究

方法論」（必修）については、「特別研

究」（必修）へとつなげる授業を行うこと

から、全 8 回 1 単位とした。基礎科目の演

習科目「動物看護学演習」（選択）、「動

物人間関係学演習」（選択）については、

講義科目との連携をとり、知識の定着を図

るため全 15 回とするが、教育の質を保ち

ながら、学生の科目選択の自由度を確保す

るために 1 単位当たりの授業時間を 30 時

間とすることとした。従って、演習科目は

全 15 回 1 単位とした。 

基礎科目は、すべて 1 年次に配置してい

る。その中でも専門領域の基盤となる科目

である「生命倫理学特論」（必修）、「動

物愛護・福祉特論」（選択）、「動物看護

学特論」（必修）、「動物看護学演習」

（選択）、「動物人間関係学特論」（必

修）、「動物人間関係学演習」（選択）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（選択）、

「研究方法論」（必修）は、1 年次前期に

配置し、基盤科目よりも専門性の高い「動

物臨床検査学特論」（選択）、「動物臨床

検査学演習」（選択）や動物看護の発展的

科目である「動物看護教育特論」（選択）

は 1 年次後期に配置した。 
 

（略） 
 

④ 科目の設定単位数 
基礎科目の講義科目「動物愛護・福祉特

論」（選択）、「動物看護学特論」（必

修）、「動物臨床検査学特論」（選択）、

「動物人間関係学特論」（必修）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（選択）は、原

則、全 15 回 2 単位とした。ただし、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物看護教育

特論」（選択）については、授業内容を勘

案し、全 8 回 1 単位とした。また、「研究

方法論」（必修）については、「特別研

究」（必修）へとつなげる授業を行うこと

から、全 8 回 1 単位とした。基礎科目の演

習科目「動物看護学演習」（選択）、「動

物臨床検査学演習」（選択）、「動物人間

関係学演習」（選択）については、講義科

目との連携をとり、知識の定着を図るた

め、全 15 回 2 単位とした。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（19～21 ページ） 
新 旧 

５．教員組織の編成の考え方及び特色

（２）教員の配置 
① 基礎科目 
基礎科目では、「生命倫理学特論」（必

修）、「動物看護学Ⅰ」（必修）、「動物

看護学Ⅱ」（選択）、「動物看護学演習」

（選択）「動物人間関係学特論」（必

修）、「動物人間関係学演習」（選択）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（必修）、

「動物看護教育特論」（必修）、「研究方

法論」（必修）に専任教員を配置した。 
「生命倫理学特論」（必修）は、本学の

建学の精神及び教育理念に則り、動物看護

教育の基盤であることから重要な科目であ

ると考え、以下の 3 人の教員を配置する。

生命倫理学を研究分野とし神学修士の学位

を有する兼任講師（ヤマザキ動物看護専門

職短期大学学長、元ヤマザキ動物看護大学

教授）、ペットの社会学（ペットロス）を

研究分野とし修士（社会学）の学位を有す

る教授、臨床心理学を研究分野とし博士

（教育学）の学位を有する准教授がオムニ

バスで担当する。 
「動物愛護・福祉特論」（必修）は、動

物愛護・福祉領域における動物看護師とし

ての実践的な取り組み方について、獣医師

でありエジンバラ大学大学院（イギリス）

において Master of Science in Applied 
Animal Behaviour and Animal Welfare
の学位を有する兼任講師が担当する。 
「動物看護学Ⅰ」（必修）は、動物看護

学領域の基盤的な分野のうち、動物解剖生

理学・動物病理学・動物薬理学の観点か

ら、動物解剖学・生理学を研究分野とし博

士（獣医学）の学位を有する教授、動物病

５．教員組織の編成の考え方及び特色

（２）教員の配置 
① 基礎科目 
基礎科目では、「生命倫理学特論」（必

修）、「動物看護学特論」（必修）、「動

物看護学演習」（選択）、「動物臨床検査

学特論」（選択）、「動物臨床検査学演

習」（選択）、「動物人間関係学特論」

（必修）、「動物人間関係学演習」（選

択）、「ヒトと動物の環境科学特論」（選

択）、「動物看護教育特論」（選択）、

「研究方法論」（必修）に専任教員を配置

した。 
「生命倫理学特論」（必修）は、本学の

建学の精神及び教育理念に則り、動物看護

教育の基盤であることから重要な科目であ

ると考え、以下の 3 人の教員を配置する。

生命倫理学を研究分野とし神学修士の学位

を有する兼任講師（ヤマザキ動物看護専門

職短期大学学長、元ヤマザキ動物看護大学

教授）、ペットの社会学（ペットロス）を

研究分野とし修士（社会学）の学位を有す

る教授、臨床心理学を研究分野とし博士

（教育学）の学位を有する准教授がオムニ

バスで担当する。 
「動物愛護・福祉特論」（選択）は、動

物愛護・福祉領域における動物看護師とし

ての実践的な取り組み方について、獣医師

でありエジンバラ大学大学院（イギリス）

において Master of Science in Applied 
Animal Behaviour and Animal Welfare
の学位を有する兼任講師が担当する。 
「動物看護学特論」（必修）及び「動物

看護学演習」（選択）は、動物看護学領域

の基盤的な科目として、動物解剖生理学・
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理学を研究分野とし獣医学博士の学位を有

する教授、博士（獣医学）の学位を有して

共立製薬株式会社に勤務する兼任講師が、

オムニバスで担当する。 
「動物看護学Ⅱ」（選択）は、動物看護

学領域の基盤的な分野のうち、動物内科

学・動物検査学・動物栄養学・動物繁殖学

の観点から、動物内科学については獣医内

科学を研究分野として博士（学術）の学位

を有し動物病院の院長（獣医師）である教

授、動物検査学については臨床検査学を研

究分野とし博士（学術）の学位を有する教

授、動物栄養学についてはペット栄養学会

理事であり、獣医学博士の学位を有し平成

25 年（2013 年）からヤマザキ学園大学

（現ヤマザキ動物看護大学）において「小

動物栄養学」及び「小動物臨床栄養学」を

教授する兼任講師、動物繁殖学については

獣医学士の学位を有する動物病院の院長

（獣医師）であり麻布大学大学院において

6 年間繁殖学講座の研究員であった兼任講

師が担当する。 
「動物看護学演習」（選択）は、動物看

護学領域の基盤的な科目として、動物解剖

生理学・動物病理学・動物内科学の観点か

ら、動物解剖学・生理学を研究分野とし博

士（獣医学）の学位を有する教授、動物病

理学を研究分野とし獣医学博士の学位を有

する教授、動物内科学を研究分野として博

士（学術）の学位を有し動物病院の院長

（獣医師）である教授が、オムニバスで担

当する。 
「動物人間関係学特論」（必修）は、動

物人間関係学領域の基盤的な科目として、

動物と人間の関係性についてアニマルセラ

ピー、分子生物学（イヌの特性）、動物行

動学、動物文化人類学、ペットの社会学

動物病理学・動物内科学の観点から、動物

解剖学・生理学を研究分野とし博士（獣医

学）の学位を有する教授、動物病理学を研

究分野とし獣医学博士の学位を有する教

授、動物内科学を研究分野とし医学博士の

学位を有する教授が、オムニバスで担当す

る。 
「動物臨床検査学特論」（選択）及び「動

物臨床検査学演習」（選択）は、動物医療

に必要とされる臨床検査の専門的知識に関

して、臨床検査学を研究分野とし博士（学

術）の学位を有する教授、動物病理学を研

究分野とし獣医学博士の学位を有する教授

がオムニバスで担当する。 
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（ペットロス）、猫・愛玩鳥の特性の多角

的視点から教授するため、動物応用科学分

野を研究分野とし博士（学術）の学位を有

する教授（学長）、生物化学を研究分野と

し理学博士の学位を有する教授、動物行動

学を研究分野とし博士（獣医学）を有する

准教授、動物文化人類学を研究分野とし博

士（学術）の学位を有する教授、ペットの

社会学（ペットロス）を研究分野とし修士

（社会学）の学位を有する教授、動物病院

の名誉院長（獣医師）であり本学開学時よ

り「ネコの特性論」の講義を担当する兼任

講師、愛玩鳥専門の動物病院の院長（獣医

師）である兼任講師がオムニバスで担当す

る。 
「動物人間関係学演習」（選択）は、動

物人間関係学領域の研究に必要な具体的題

材を使用して、生物化学を研究分野とし理

学博士の学位を有する教授、動物行動学を

研究分野とし博士（獣医学）を有する准教

授、動物文化人類学を研究分野とし博士

（学術）の学位を有する教授、ペットの社

会学（ペットロス）を研究分野とし修士

（社会学）の学位を有する教授がオムニバ

スで担当する。 
「ヒトと動物の環境科学特論」（必修）

は、人と動物に関わる公衆衛生と環境問題

について、衛生学・公衆衛生学を研究分野

とし農学博士の学位を有する教授、進化生

物学・海洋生態学を研究分野とし博士（理

学）の学位を有する教授がオムニバスで担

当する。 
「動物看護教育特論」（必修）は、動物

看護教育の歴史と現状を踏まえ、教育の施

設等で必要な公衆衛生について、本学園創

立以来、動物看護教育を担い愛玩動物看護

師法制定に尽力してきた博士（学術）の学

「動物人間関係学特論」（必修）は、動

物人間関係学領域の基盤的な科目として、

動物と人間の関係性についてアニマルセラ

ピー、分子生物学（イヌの特性）、動物行

動学、動物文化人類学、ペットの社会学

（ペットロス）の多角的視点から教授する

ため、動物応用科学分野を研究分野とし博

士（学術）の学位を有する教授（学長）、

生物化学を研究分野とし理学博士の学位を

有する教授、動物行動学を研究分野とし博

士（獣医学）を有する准教授、動物文化人

類学を研究分野とし博士（学術）の学位を

有する教授、ペットの社会学（ペットロ

ス）を研究分野とし修士（社会学）の学位

を有する教授がオムニバスで担当する。 
「動物人間関係学演習」（選択）は、動

物人間関係学領域の研究に必要な具体的題

材を使用して、生物化学を研究分野とし理

学博士の学位を有する教授、動物行動学を

研究分野とし博士（獣医学）を有する准教

授、動物文化人類学を研究分野とし博士

（学術）の学位を有する教授、ペットの社

会学（ペットロス）を研究分野とし修士

（社会学）の学位を有する教授がオムニバ

スで担当する。 
「ヒトと動物の環境科学特論」（選択）

は、人と動物に関わる公衆衛生と環境問題

について、衛生学・公衆衛生学を研究分野

とし農学博士の学位を有する教授、進化生

物学・海洋生態学を研究分野とし博士（理

学）の学位を有する教授がオムニバスで担

当する。 
「動物看護教育特論」（選択）は、動物

看護教育の歴史と現状を踏まえ、教育の施

設等で必要な公衆衛生について、本学園創

立以来、動物看護教育を担い愛玩動物看護

師法制定に尽力してきた博士（学術）の学



131 

位を有する教授（学長）、衛生学・公衆衛

生学を研究分野とし農学博士の学位を有す

る教授がオムニバスで担当する。 
「研究方法論」（必修）は、「特別研

究」（必修）の導入的な位置づけであるこ

とから、修士論文指導を行う 8 人の専任教

員と動物内科学分野に関しては動物内科学

を研究分野として博士（学術）の学位を有

し動物病院の院長（獣医師）である教授が

オムニバスで担当する。 
 
② 専門科目 
専門科目には、動物看護学領域及び動物

人間関係学領域の 2 領域を配置している。 
動物看護学領域の「応用動物看護学Ⅰ」

（選択）及び「応用動物看護学演習Ⅰ」

（選択）は、動物解剖生理学・動物病理学

分野の研究に必要な専門的な知識等を教授

するため、動物解剖学・生理学を研究分野

とし博士（獣医学）の学位を有する教授、

動物病理学を研究分野とし獣医学博士の学

位を有する教授がオムニバスで担当する。 
同じく動物看護学領域の「応用動物看護

学Ⅱ」（選択）及び「応用動物看護学演習

Ⅱ」（選択）は、動物検査学・動物内科学

分野の研究に必要な専門的な知識等を教授

するため、臨床検査学を研究分野とし博士

（学術）の学位を有する教授、動物内科学

を研究分野とし博士（学術）の学位を有し

動物病院の院長（獣医師）である教授がオ

ムニバスで担当する。 
動物人間関係学領域の「応用動物人間関

係学Ⅰ」（選択）及び「応用動物人間関係

学演習Ⅰ」（選択）は、公衆衛生学分野の

研究に必要な専門的な知識等を教授するた

め、衛生学・公衆衛生学を研究分野とし農

学博士の学位を有する教授が担当する。 

位を有する教授（学長）、衛生学・公衆衛

生学を研究分野とし農学博士の学位を有す

る教授がオムニバスで担当する。 
「研究方法論」（必修）は、「特別研

究」（必修）の導入的な位置づけであるこ

とから、修士論文指導を行う 9 人の全専任

教員がオムニバスで担当する。 
 
 
 
 
② 専門科目 
専門科目には、動物看護学領域及び動物

人間関係学領域の 2 領域を配置している。 
動物看護学領域の「応用動物看護学Ⅰ」

（選択）及び「応用動物看護学演習Ⅰ」

（選択）は、動物解剖生理学・動物病理学

分野の研究に必要な専門的な知識等を教授

するため、動物解剖学・生理学を研究分野

とし博士（獣医学）の学位を有する教授、

動物病理学を研究分野とし獣医学博士の学

位を有する教授がオムニバスで担当する。 
同じく動物看護学領域の「応用動物看護

学Ⅱ」（選択）及び「応用動物看護学演習

Ⅱ」（選択）は、動物検査学・動物内科学

分野の研究に必要な専門的な知識等を教授

するため、臨床検査学を研究分野とし博士

（学術）の学位を有する教授、動物内科学

を研究分野とし医学博士の学位を有する教

授がオムニバスで担当する。 
動物人間関係学領域の「応用動物人間関

係学Ⅰ」（選択）及び「応用動物人間関係

学演習Ⅰ」（選択）は、公衆衛生学分野の

研究に必要な専門的な知識等を教授するた

め、衛生学・公衆衛生学を研究分野とし農

学博士の学位を有する教授が担当する。 
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同じく動物人間関係学領域の「応用動物

人間関係学Ⅱ」（選択）及び「応用動物人

間関係学演習Ⅱ」（選択）は、分子生物学

（イヌの特性）・動物行動学・動物文化人

類学・ペットの社会学（ペットロス）分野

の研究に必要な専門的な知識等を教授する

ため、生物化学を研究分野とし理学博士の

学位を有する教授、動物行動学を研究分野

とし博士（獣医学）を有する准教授、動物

文化人類学を研究分野とし博士（学術）の

学位を有する教授、ペットの社会学（ペッ

トロス）を研究分野とし修士（社会学）の

学位を有する教授がオムニバスで担当す

る。 
「インターンシップ」（選択）は研修先

である ER 八王子動物高度医療救命救急セ

ンターとの教育研究の連携における責任者

として、研究科長の教授が担当する。 
 

同じく動物人間関係学領域の「応用動物

人間関係学Ⅱ」（選択）及び「応用動物人

間関係学演習Ⅱ」（選択）は、分子生物学

（イヌの特性）・動物行動学・動物文化人

類学・ペットの社会学（ペットロス）分野

の研究に必要な専門的な知識等を教授する

ため、生物化学を研究分野とし理学博士の

学位を有する教授、動物行動学を研究分野

とし博士（獣医学）を有する准教授、動物

文化人類学を研究分野とし博士（学術）の

学位を有する教授、ペットの社会学（ペッ

トロス）を研究分野とし修士（社会学）の

学位を有する教授がオムニバスで担当す

る。 
 

 
（追加） 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

（６）例えば、「動物看護学特論」は解剖学、生理学等の基礎的な内容を扱うが、基礎

的な内容を学修するものとしては科目名が不適切である。履修内容に応じた科目名を設

定すること。 

 

（対応） 

  「動物看護学特論」は、動物医療の基礎的な位置づけとなる動物解剖生理学・動物病理

学・動物内科学の内容であり、この内容は動物医療及び動物看護の基礎的な科目である。 
従って、「特論」という名称を使用しないこととした。 

また、審査意見 9（4）、審査意見 9（5）の回答の通り、「動物看護学特論」を廃止

し、「動物看護学Ⅰ」及び「動物看護学Ⅱ」の 2 科目を配置する。 
「動物看護学Ⅰ」（1 年次前期、必修 2 単位）の内容は、動物解剖生理学、動物病理

学、動物薬理学とし、「動物看護学Ⅱ」（1 年次前期、選択 2 単位）は、動物内科学、動

物検査学、動物栄養学、動物繁殖学とする。 
 

（表 1）授業科目の概要 新旧対照表 
新 旧 

 
（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「動物看護学特論」（1 前 必修 2 単位） 

（概要） 

動物医療における動物看護学の占める学問

的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のた

めに、動物医療における研究法や臨床手技に

関する内容について具体的に詳しく教授す

る。本講義では、動物看護学を学問として発

展させるために解剖学・生理学及び病理学か

ら、内科学へとつなげ、愛玩動物看護師の果

たすべき具体的役割を考える指針となるべく

指導する。さらに、それらが、動物看護学研

究発展に寄与できるよう教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／5 回） 
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新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「動物看護学Ⅰ」（1 前 必修 2 単位） 

（概要） 

動物医療における動物看護学の占める学問

的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のた

めに、動物医療における研究法に関する内容

について具体的に詳しく教授する。本講義で

は、動物看護学を学問として発展させるため

に、基礎の 3 本柱となる解剖学・生理学、病

理学及び薬理学分野の基礎研究について学

び、愛玩動物看護師の果たすべき具体的役割

を考える指針となるべく指導する。さらに、

それらが、動物看護学研究発展に寄与できる

よう教授する。 

解剖学、生理学の研究分野及びトピックス

の紹介。解剖学と生理学は密に関連している

ことを理解するための、その両者の関連事項

についてディスカッションする。またその 1

つの例として、骨格構造とそこにみられる生

理学的機能の関連性をピックアップする。 

 
（7 梅村 隆志／5 回） 

病理学の研究分野及びトピックスの紹介。

炎症現象や腫瘍形成の根本理解は、病理的側

面として、臨床における問題解決の重要な手

掛かりを与えてくれるものであることを理解

するため、病理学的、病理組織学的解析から

得られる事象について、ディスカッションを

通して修得していく。 

 
（5 富田 幸子／5 回） 

動物内科学の研究分野及びトピックスの紹

介。臨床現場で遭遇するであろう代表的かつ

重要な疾患について専門的理解を深め、動物

看護師としての立場からの最善のアプローチ

について、ディスカッションを交えながら探

求する。 

 
（追加） 
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新 旧 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／6 回） 

解剖学、生理学の研究分野及びトピックス

の紹介。解剖学と生理学は密に関連している

ことを理解するための、その両者の関連事項

についてディスカッションする。またその 1

つの例として、骨格構造とそこにみられる生

理学的機能の関連性をピックアップしながら

教授する。 

 
（7 梅村 隆志／6 回） 
病理学の研究分野及びトピックスの紹介。

炎症現象や腫瘍形成、術後合併症の病理学的

理解は、臨床における問題解決の重要な手掛

かりを与えてくれるものであり、それらを理

解するため、病理学的、病理組織学的解析か

ら得られる事象について、ディスカッション

を通して修得できるよう教授する。 

 
（13 近藤 昌弘／3 回） 
 薬理学の研究分野及びトピックスの紹介。

動物用医薬品の開発や薬効の研究について、

どのようにこの分野が発展してきたのか、ま

た今後の方向性などを紹介する。さらに、動

物看護の場において、動物看護師が知ってお

くべき動物用医薬品等に関する知識につい

て、ディスカッションを通し教授する。 

 
「動物看護学Ⅱ」（1 前 選択 2 単位） 

（概要） 

動物医療における動物看護学の占める学問

的位置づけについて研究データを基に明確に

する。同時に、今後の動物看護学の発展のた

めに、動物医療における研究法や臨床手技に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（追加） 
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新 旧 

関する内容について具体的に詳しく教授す

る。本講義では、動物看護学を学問として発

展させるために動物内科学、動物栄養学、動

物繁殖学、動物検査学の分野を臨床へとつな

げ、愛玩動物看護師の果たすべき具体的役割

を考える指針となるべく指導する。さらに、

それらが、動物看護学研究発展に寄与できる

よう教授する。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（4 櫻井 富士朗／4 回） 

動物内科学の研究分野及びトピックスの紹

介。臨床現場で遭遇するであろう代表的かつ

重要な疾患について専門的理解を深め、動物

看護師としての立場からの最善のアプローチ

について、ディスカッションを交えながら探

求する。 

 
（14 大島 誠之助／3 回） 
動物栄養学の研究分野で話題性の高い成果

の紹介。動物の成長などのステージ別栄養状

態に対する理解。臨床現場で有益と思われる

代表的な疾患の臨床栄養学的対応などの把

握。これらから臨床栄養学の貢献と限界など

について、専門的理解を深め、愛玩動物看護

師としての最善策の追求について、討議を交

えながら探求する。 

 
（15 小嶋 佳彦／3 回） 
犬と猫の動物繁殖学を臨床現場の実際の症

例をとおして、発情徴候と交尾からみた繁殖

生理、雄の疾患、雌の疾患、不妊および去

勢・人工授精、乳腺、産科、新生子の疾患な

どを教授する。 
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新 旧 

（3 岡﨑 登志夫／5 回） 
動物臨床検査学の研究分野及びトピックス

の紹介。臨床検査データを総合的に解析し、

各種疾患について動物看護学研究が適切に実

施できるように教授する。また、研究を展開

する実践的知識と技術を追求するため、具体

的なデータ解析手法や研究論文を紹介し、修

士論文の執筆に備えることができるように教

授する。 

 
「動物看護学演習」（1 前 選択 1 単位） 

（概要） 

動物看護学領域の解剖学・生理学、病理

学、内科学分野における研究課題を紹介し、

それにかかわる知見を整理し、ディスカッシ

ョン、プレゼンテーションを通して、研究の

目的、研究技法・装置、結果の具体的内容を

把握し、当該分野における研究の意義を理解

できるようにする。また、本演習を通じて、

各々が修士論文として取り組むテーマについ

ても、動物看護学における意義を理解し、そ

の重要性について掌握できるように教授す

る。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／5 回） 

動物解剖生理学分野のテーマについて、文

献検索、収集、内容理解を図り、ディスカッ

ション、プレゼンテーションを通して当該分

野の疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決

策を考えることができるように教授する。 

 
（7 梅村 隆志／5 回） 
動物病理学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、当該分野の疑問

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「動物看護学演習」（1 前 選択 2 単位） 

（概要） 

動物看護学領域の解剖学・生理学、病理

学、内科学分野における研究課題を紹介し、

それにかかわる知見を整理し、ディスカッシ

ョン、プレゼンテーションを通して、研究の

目的、研究技法・装置、結果の具体的内容を

把握し、当該分野における研究の意義を理解

できるようにする。また、本演習を通じて、

各々が修士論文として取り組むテーマについ

ても、動物看護学における意義を理解し、そ

の重要性について掌握できるように教授す

る。 

 
（オムニバス方式／全 15 回） 

 
（8 今村 伸一郎／5 回） 

動物解剖生理学分野のテーマについて、文

献検索、収集、内容理解を図り、ディスカッ

ション、プレゼンテーションを通して当該分

野の疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決

策を考える。 

 
（7 梅村 隆志／5 回） 
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新 旧 

点や問題点の抽出を行い、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して問題解決策

を考えることができるように教授する。 

 
（4 櫻井 富士朗／5 回） 
動物内科学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して当該分野の

疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決策を

考えることができるように教授する。 

 

動物病理学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、当該分野の疑問

点や問題点の抽出を行い、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して問題解決策

を考える。 

 
（5 富田 幸子／5 回） 

動物内科学分野のテーマについて、文献検

索、収集、内容理解を図り、ディスカッショ

ン、プレゼンテーションを通して当該分野の

疑問点や問題点の抽出を行い、問題解決策を

考える。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（15～18 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色

（３）科目区分等の概要 
① 科目区分と科目構成 
ア．基礎科目 
基礎科目には、動物看護学及び動物人間

関係学に必要とされる専門的な知識を学修

する、本大学院の教育課程の基礎となる科

目を配置した。 
基礎科目には「生命倫理学特論」（必

修）、「動物愛護・福祉特論」（必修）、

「動物看護学Ⅰ」（必修）、「動物看護学

Ⅱ」（選択）、「動物看護学演習」（選

択）、「動物人間関係学特論」（必修）、

「動物人間関係学演習」（選択）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（必修）、「動物

看護教育特論」（必修）、「研究方法論」

（必修）を配置した。 
 
 

（略） 

４．教育課程の編成の考え方及び特色

（３）科目区分等の概要 
① 科目区分と科目構成 
ア．基礎科目 
基礎科目には、動物看護学及び動物人間

関係学に必要とされる専門的な知識を学修

する、本大学院の教育課程の基礎となる科

目を配置した。 
基礎科目には「生命倫理学特論」（必

修）、「動物愛護・福祉特論」（選択）、

「動物看護学特論」（必修）、「動物看護

学演習」（選択）、「動物臨床検査学特

論」（選択）、「動物臨床検査学演習」

（選択）、「動物人間関係学特論」（必

修）、「動物人間関係学演習」（選択）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（選択）、

「動物看護教育特論」（選択）、「研究方

法論」（必修）を配置した。 
 

（略） 
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② 必修科目・選択科目 
ア．基礎科目 
「生命倫理学特論」、「動物愛護・福祉

特論」、「動物看護学Ⅰ」、「動物人間関

係学特論」、「ヒトと動物の環境科学特

論」は、本研究科の教育研究における基盤

的科目であることから必修科目とした。ま

た、「動物看護教育特論」は愛玩動物看護

師が国家資格になったことを踏まえ、養成

所（専修学校等）において教育に携わるこ

とができる指導力及び動物病院、動物関連

企業、動物関連団体等における公衆衛生の

教育・指導力を養うため、必修科目とし

た。 
「動物看護学Ⅱ」、「動物看護学演習」

は、主に動物看護学領域に関する特別研究

を行う学生を対象とする科目のため、選択

科目とした。 
 

（略） 
 

③ 配当年次 
基礎科目は、すべて 1 年次に配置してい

る。その中でも専門領域の基盤となる科目

である「生命倫理学特論」（必修）、「動

物愛護・福祉特論」（必修）、「動物看護

学Ⅰ」（必修）、「動物看護学Ⅱ」（選

択）、「動物看護学演習」（選択）、「動

物人間関係学特論」（必修）、「動物人間

関係学演習」（選択）、「ヒトと動物の環

境科学特論」（必修）、「研究方法論」

（必修）は 1 年次前期に配置し、動物看護

の発展的科目である「動物看護教育特論」

（必修）は 1 年次後期に配置した。 
 
 
 

② 必修科目・選択科目 
ア．基礎科目 
「生命倫理学特論」、「動物看護学特

論」、「動物人間関係学特論」は、本研究

科の教育研究における基盤的科目であるこ

とから必修科目とした。 
「動物看護学演習」、「動物臨床検査学

特論」、「動物臨床検査学演習」は、主に

専門科目の動物看護学領域を選択する学生

を対象とする科目のため、選択科目とし

た。 
 
 
 
 
 

 
 

 
（略） 

 
③ 配当年次 
基礎科目は、すべて 1 年次に配置してい

る。その中でも専門領域の基盤となる科目

である「生命倫理学特論」（必修）、「動

物愛護・福祉特論」（選択）、「動物看護

学特論」（必修）、「動物看護学演習」

（選択）、「動物人間関係学特論」（必

修）、「動物人間関係学演習」（選択）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（選択）、

「研究方法論」（必修）は、1 年次前期に

配置し、基盤科目よりも専門性の高い「動

物臨床検査学特論」（選択）、「動物臨床

検査学演習」（選択）や動物看護の発展的

科目である「動物看護教育特論」（選択）

は 1 年次後期に配置した。 
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（略） 
 

⑤ 科目の設定単位数 
基礎科目の講義科目「動物愛護・福祉特

論」（必修）、「動物看護学Ⅰ」（必

修）、「動物看護学Ⅱ」（選択）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（必修）は、原

則、全 15 回 2 単位とした。ただし、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物看護教育

特論」（必修）については、授業内容を勘

案し、全 8 回 1 単位とした。また、「研究

方法論」（必修）については、「特別研

究」（必修）へとつなげる授業を行うこと

から、全 8 回 1 単位とした。基礎科目の演

習科目「動物看護学演習」（選択）、「動

物人間関係学演習」（選択）については、

講義科目との連携をとり、知識の定着を図

るため全 15 回とするが、教育の質を保ち

ながら、学生の科目選択の自由度を確保す

るために 1 単位当たりの授業時間を 30 時

間とすることとした。従って、演習科目は

全 15 回 1 単位とした。 
 

（略） 
 

④ 科目の設定単位数 
基礎科目の講義科目「動物愛護・福祉特

論」（選択）、「動物看護学特論」（必

修）、「動物臨床検査学特論」（選択）、

「動物人間関係学特論」（必修）、「ヒト

と動物の環境科学特論」（選択）は、原

則、全 15 回 2 単位とした。ただし、「生

命倫理学特論」（必修）、「動物看護教育

特論」（選択）については、授業内容を勘

案し、全 8 回 1 単位とした。また、「研究

方法論」（必修）については、「特別研

究」（必修）へとつなげる授業を行うこと

から、全 8 回 1 単位とした。基礎科目の演

習科目「動物看護学演習」（選択）、「動

物臨床検査学演習」（選択）、「動物人間

関係学演習」（選択）については、講義科

目との連携をとり、知識の定着を図るた

め、全 15 回 2 単位とした。 

 
（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（19～21 ページ） 

新 旧 
５．教員組織の編成の考え方及び特色

（２）教員の配置 
① 基礎科目 
基礎科目では、「生命倫理学特論」（必

修）、「動物看護学Ⅰ」（必修）、「動物

看護学Ⅱ」（選択）、「動物看護学演習」

（選択）、「動物人間関係学特論」（必

修）、「動物人間関係学演習」（選択）、

「ヒトと動物の環境科学特論」（必修）、

「動物看護教育特論」（必修）、「研究方

法論」（必修）に専任教員を配置した。 

５．教員組織の編成の考え方及び特色

（２）教員の配置 
① 基礎科目 
基礎科目では、「生命倫理学特論」（必

修）、「動物看護学特論」（必修）、「動

物看護学演習」（選択）、「動物臨床検査

学特論」（選択）、「動物臨床検査学演

習」（選択）、「動物人間関係学特論」

（必修）、「動物人間関係学演習」（選

択）、「ヒトと動物の環境科学特論」（選

択）、「動物看護教育特論」（選択）、
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（略） 
 
「動物看護学Ⅰ」（必修）は、動物看護

学領域の基盤的な分野のうち、動物解剖生

理学・動物病理学・動物薬理学の観点か

ら、動物解剖学・生理学を研究分野とし博

士（獣医学）の学位を有する教授、動物病

理学を研究分野とし獣医学博士の学位を有

する教授、博士（獣医学）の学位を有して

共立製薬株式会社に勤務する兼任講師が、

オムニバスで担当する。 
「動物看護学Ⅱ」（選択）は、動物看護

学領域の基盤的な分野のうち、動物内科

学・動物検査学・動物栄養学・動物繁殖学

の観点から、動物内科学については獣医内

科学を研究分野として博士（学術）の学位

を有し動物病院の院長（獣医師）である教

授、動物検査学については臨床検査学を研

究分野とし博士（学術）の学位を有する教

授、動物栄養学についてはペット栄養学会

理事であり、獣医学博士の学位を有し平成

25 年（2013 年）からヤマザキ学園大学

（現ヤマザキ動物看護大学）において「小

動物栄養学」及び「小動物臨床栄養学」を

教授する兼任講師、動物繁殖学については

獣医学士の学位を有する動物病院の院長

（獣医師）であり麻布大学大学院において

6 年間繁殖学講座の研究員であった兼任講

師が担当する。 
「動物看護学演習」（選択）は、動物看

護学領域の基盤的な科目として、動物解剖

生理学・動物病理学・動物内科学の観点か

ら、動物解剖学・生理学を研究分野とし博

士（獣医学）の学位を有する教授、動物病

「研究方法論」（必修）に専任教員を配置

した。 
 

（略） 
 

（追記） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「動物看護学特論」（必修）及び「動物

看護学演習」（選択）は、動物看護学領域

の基盤的な科目として、動物解剖生理学・

動物病理学・動物内科学の観点から、動物

解剖学・生理学を研究分野とし博士（獣医
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理学を研究分野とし獣医学博士の学位を有

する教授、動物内科学を研究分野として博

士（学術）の学位を有し動物病院の院長

（獣医師）である教授が、オムニバスで担

当する。 
 
 

（削除） 
 
 
 

 
 

（略） 

学）の学位を有する教授、動物病理学を研

究分野とし獣医学博士の学位を有する教

授、動物内科学を研究分野とし医学博士の

学位を有する教授が、オムニバスで担当す

る。 
「動物臨床検査学特論」（選択）及び

「動物臨床検査学演習」（選択）は、動物

医療に必要とされる臨床検査の専門的知識

に関して、臨床検査学を研究分野とし博士

（学術）の学位を有する教授、動物病理学

を研究分野とし獣医学博士の学位を有する

教授がオムニバスで担当する。 
 

（略） 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

９．＜授業科目が十分か不明確＞ 

（７）授業科目の必修・選択について、公衆衛生に関する科目は選択科目となっている

ため、必修とすること。また、「動物愛護・福祉特論」は選択科目となっているが、あ

らゆる動物を対象とした福祉は動物看護等の観点でも重要な科目であり、必修とするこ

とが望ましい。 

 

（対応） 

ディプロマポリシーにおいて「エ 動物看護師の養成所（専修学校等）、動物病院、動物関

連企業及び動物関連団体等において必要とされる公衆衛生の専門知識を有し、社会に貢献でき

る教育・指導力、課題解決能力を修得している」となっていることに加え、公衆衛生学は、人

と動物の共生に欠かせない「One World-One Health（資料 9-7-1）」の重要な分野であ

り、学部の教育に加え、愛玩動物看護師として、さらに高度な学修が必要であることか

ら、ご指摘の通り、公衆衛生に関わる基礎科目の「人と動物の環境科学特論」を選択科目

から必修科目に変更する。 

また、教育理念の「ア 教育目標である生命を尊重する倫理観及び幅広い視野を身につ

けている」及びディプロマポリシーの「ア 教育目標である生命を尊重する倫理観及び幅

広い視野を身につけている」となっていることから、「動物愛護・福祉特論」の重要性に

鑑み、選択科目から必修科目へと変更する。 

 

本研究科の修了要件は次の通りである。 
基礎科目においては、必修 11 単位に加え、選択 4 単位の中から 2 単位以上修得する。

専門科目においては、動物看護学領域・動物人間関係学領域のそれぞれから 2 単位以上修

得の上、専門科目（選択科目）全体で 9 単位以上修得する。 
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研究 10 単位を修得し、修了要件は 32 単位以上

とする。特別研究については、研究指導を受けた上で、修士論文を作成し、論文審査に合

格することにより単位を修得する。 
 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（12～17 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）教育課程の特色 
① 生命を尊び、動物愛護の精神を学修す

る教育課程 
教育研究上の理念である「生命を尊重す

る倫理観を備え、幅広い視野と創造性をも

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）教育課程の特色 
① 生命を尊び、動物愛護の精神を学修す

る教育課程 
教育研究上の理念である「生命を尊重す

る倫理観を備え、幅広い視野と創造性をも
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った豊かな人間教育を行う」を教育課程に

反映させ、基礎科目に「生命倫理学特論」

（必修）と「動物愛護・福祉特論」（必

修）を配置した。 
 

（略） 
 
（３）科目区分等の概要 
② 必修科目・選択科目 
本研究科の教育課程では、以下のとおり必

修科目と選択科目を設定している。 
ア．基礎科目 
「生命倫理学特論」、「動物愛護・福祉

特論」、「動物看護学Ⅰ」、「動物人間関

係学特論」、「ヒトと動物の環境科学特

論」は、本研究科の教育研究における基盤

的科目であることから必修科目とした。ま

た、「動物看護教育特論」は愛玩動物看護

師が国家資格になったことを踏まえ、養成

所（専修学校等）において教育に携わるこ

とができる指導力及び動物病院、動物関連

企業、動物関連団体等における公衆衛生の

教育・指導力を養うため、必修科目とし

た。 
「動物看護学演習」は、主に動物看護学

領域に関する特別研究を行う学生を対象と

する科目のため、選択科目とした。 
「動物人間関係学演習」は、主に動物人

間関係学領域に関する特別研究を行う学生

を対象とする科目のため、選択科目とし

た。 
 

（削除） 
 

った豊かな人間教育を行う」を教育課程に

反映させ、基礎科目に「生命倫理学特論」

（必修）と「動物愛護・福祉特論」（選

択）を配置した。 
 

（略） 
 
（３）科目区分等の概要 
② 必修科目・選択科目 
本研究科の教育課程では、以下のとおり

必修科目と選択科目を設定している。 
ア．基礎科目 
「生命倫理学特論」、「動物看護学特

論」、「動物人間関係学特論」は、本研究

科の教育研究における基盤的科目であるこ

とから必修科目とした。 
「動物看護学演習」、「動物臨床検査学

特論」、「動物臨床検査学演習」は、主に

専門科目の動物看護学領域を選択する学生

を対象とする科目のため、選択科目とし

た。 
 
 
 
「動物人間関係学演習」、「ヒトと動物

の環境科学特論」は、主に動物人間関係学

領域を選択する学生を対象とする科目のた

め、選択科目とした。 
 
 
「動物愛護・福祉特論」は「生命倫理学

特論」の展開的科目であるため、選択科目

とした。 
「動物看護教育特論」は、愛玩動物看護

師が国家資格になったことを踏まえ、養成

所（専修学校等）における教育に携わる指

導者及び動物病院、動物関連企業、動物関
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連団体等における公衆衛生の教育・指導者

に興味を持つ学生を対象とした科目のため

選択科目とした。 
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１（書類等の題名） 
第 2回世界獣医師会－世界医師会“One Health”に関する国際会議「福岡宣言」について（資

料 9-7-1） 
 
２（出典） 
 日本獣医師会 
 
３（引用範囲） 
 「日本獣医師会雑誌Vol.72 No.7 2019」（日本獣医師会）（ⅳページ） 
 
４（その他の説明） 
特になし 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

10．＜研究指導の体制が不明確＞ 

研究指導について、研究指導体制や研究倫理審査が不明確であることから、関係規程等

を提示しつつ具体的に説明すること。 

 

（対応） 

研究指導体制や研究倫理審査について、研究指導体制について、次の通り説明する。 

 

研究指導に関しては、研究指導教員とヤマザキ動物看護大学大学院研究科委員会（以

下、「研究科委員会」という。）が連携して、研究指導体制を構築する。 

研究指導教員は、学生が希望する研究テーマ及び内容について、学生と面談し、テーマ

を確認する。研究科委員会は、学生の研究テーマに基づき指導教員を最終決定する。 

学生は、1 年次後期開始前までに指導教員とともに研究テーマを確認の上、決定し、研

究科委員会に報告し承認を得ることで、研究科委員会は、修士論文に相応しい研究テーマ

であるかを審査し、修士論文のレベルを担保する。 
学生は、1 年次 10 月から研究計画書の作成に着手する。また、必要に応じて、本研究科

または協力研究機関・施設の基準に従って倫理審査の手続きに必要な書類を作成する。 
 
本学の建学の精神である「生命への畏敬」と動物愛護の精神に則り、研究テーマ、研究

内容、研究方法等については、研究者としての倫理性を重んじ、「ヤマザキ動物看護大学 
人を対象とした研究倫理指針」（資料 10-1）及び「ヤマザキ動物看護大学 動物実験倫理指

針」（資料 10-2）により、研究テーマ、研究手法等に倫理上の問題がないか研究計画等の

倫理審査を行う。 
また、研究計画書の作成と並行して、研究開始前に研究対象者、研究協力施設との交渉

や契約等の調整を行う。 

学生は 1年後期より研究を開始し、同時に指導教員は論文執筆に必要な資料、文献、デ

ータについて指導する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（26～27 ページ） 
新 旧 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（３）研究指導及び指導体制等 
 研究指導に関しては、研究指導教員とヤ

マザキ動物看護大学大学院研究科委員会

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（３）研究指導 
学生の特別研究は、以下の流れにより実

施する（資料 18）。 
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（以下、研究科委員会という）が連携し

て、研究指導体制を構築する。 
研究指導教員は、学生が希望する研究テー

マ及び内容について、学生と面談し、テー

マを確認する。研究科委員会は、学生の研

究テーマに基づき指導教員を最終決定す

る。 
学生は、1 年次後期開始前までに指導教

員とともに研究テーマを確認の上、決定

し、研究科委員会に報告し承認を得ること

で、研究科委員会は、修士論文に相応しい

研究テーマであるかを審査することによ

り、修士論文のレベルを担保する。 
学生の特別研究は、以下の流れにより実施

する（資料 19）。 
 
① 研究指導教員 

1 年次前期に開講する「研究方法論」

（必修）で分野別専任教員が専門とする研

究内容や研究方法等を教授した後、学生は

希望する指導教員と個別面談を行い、学生

が取り組みたい研究テーマ及び内容を確認

する。その後、1 年次後期開始までに、指

導教員を決定する。 
 

 

 

② 研究テーマの決定 
学生は、1 年次後期開始前までに指導教

員と研究テーマを決定し、研究科委員会に

報告し、承認を得る。 
 
 
③ 研究計画・研究倫理の審査 
学生は、1 年次 10 月から研究計画書の

作成に着手する。また、必要に応じて、本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 研究指導教員 

1 年次前期に開講する「研究方法論」

（必修）で分野別専任教員が専門とする研

究内容や研究方法等を教授した後、学生は

希望する指導教員と学生が個別面談を行

い、学生が取り組みたい研究テーマ及び内

容を確認する。その後、1 年次後期開始ま

でにヤマザキ動物看護大学大学院研究科委

員会（以下、研究科委員会という）におい

て、指導教員を決定する。 
 

② 研究テーマの決定 
学生は、1 年次後期開始前までに指導教

員と研究テーマを決定し、研究科委員会に

報告し、承認を得る。 
 
 

 ③ 研究計画・研究倫理の審査 
学生は、1 年次 10 月から研究計画書の

作成に着手する。また、必要に応じて、本

研究科または協力研究機関・施設の基準に

従って倫理審査の手続きに必要な書類を作
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研究科または協力研究機関・施設の基準に

従って、倫理審査の手続きに必要な書類を

作成する。 
 
ヤマザキ動物看護大学倫理審査委員会

は、学生が提出した研究計画書及び申請書

類に基づき、本学の建学の精神である「生

命への畏敬」と動物愛護の精神に則り、研

究テーマ、研究内容、研究方法等について

は、研究者としての倫理性を重んじ、「ヤ

マザキ動物看護大学 人を対象とした研究

倫理指針」（資料 20-1）及び「ヤマザキ

動物看護大学 動物実験倫理指針」（資料

20-2）により、研究テーマ、研究手法等に

倫理上の問題がないか倫理審査を行う。 
また、研究計画書の作成と並行して、研究

開始前に研究対象者、研究協力施設との交

渉や契約等の調整を行う。 
学生は 1 年次後期より研究を開始し、同時

に指導教員は論文執筆に必要な資料、文

献、データについて指導する。 
 

（略） 
 
⑦ 学位論文審査体制、公表の方法 
研究科委員会が、各修士論文の主審査

員、副審査員 2 名を決定する。 
主審査員及び副審査員は、特別研究の評

価を研究科委員会に報告し、研究科委員会

は、修了判定を行い学長に報告する。 
完成した修士論文については、大学院の

修士論文集として大学図書館で公開する。 
なお、指導教員と主審査員は兼ねること

ができないものとする。 
 

成する。ヤマザキ動物看護大学倫理審査委

員会は、学生が提出した研究計画書及び申

請書類に基づき、 
 
 
 

（追加） 
 
 
 
 
 
 
研究テーマ、研究手法等に倫理上の問題

がないか倫理審査を行う。 
また、研究計画書の作成と並行して、研

究開始前に研究対象者、研究協力施設との

交渉や契約等の調整を行う。 
学生は 1 年後期より研究を開始し、同時

に指導教員は論文執筆に必要な資料、文

献、データについて指導する。 
 

（略） 
 
⑦ 学位論文審査体制、公表の方法 
研究科委員会が指導教員を決定したの

ち、各修士論文の主審査員、副審査員 2 名

を決定する。 
主審査員及び副審査員は、特別研究の評

価を研究科委員会に報告し、研究科委員会

は、修了判定を行い学長に報告する。 
完成した修士論文については、大学院の

修士論文集として大学図書館で公開する。 
なお、指導教員と主審査員は兼ねること

ができないものとする。 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

11．＜カリキュラム・マップの記載が不十分＞ 

カリキュラム・マップについて、各カリキュラム・ポリシーと各履修科目の対応性が

明確でなく、各科目がどのようにディプロマ・ポリシーにつながるか明確でないので、

対応が明確になるよう記載すること。なお、各履修科目についてナンバリング等を行い

学習段階や順序等を明確化し、教育課程の体系性を明示することが望ましい。 

 

（対応） 

カリキュラムマップについて、各カリキュラムポリシーと各履修科目の対応性が明確で

なく、各科目がどのようにディプロマポリシーにつながるか明確でないため、カリキュラ

ムマップ（資料 11-1）を修正し、カリキュラムツリー（資料 11-2）を追加の上、科目が

どのようにディプロマポリシーにつながるか明確化する。 

また、以下のナンバリングにより科目の体系性、履修順序等を明示し、各科目とディプ

ロマポリシーの対応を示す。 

 

 ヤマザキ動物看護大学大学院動物看護学研究科のナンバリングの基本形式及び規則は次

の通りである。 

 ナンバリングは、4 桁の英数字を用いて整備する。 
1 桁目は、体系的な学修のための科目分類とし、「1：動物看護学研究科の基盤科目、

2：動物看護学領域の科目、3：動物人間関係学領域の科目、4：その他の科目、5：インタ

ーンシップ科目、6：研究科目」とする。2 桁目は、段階的な学修のための科目区分とし、

「1：基礎科目 2：専門科目」とする。3 桁目は、段階的な学修のための履修順とし、「1
～9」とする。4 桁目は、授業形態とし、「L：講義、S：演習、I：インターンシップ、

Ｒ：研究」とする。 
 例として、基礎科目の「生命倫理学特論」は、111-L、「動物看護学Ⅰ」は、211-L、
「インターンシップ」は、521-I、「特別研究」は、621-R となる。 
 

 （表 1）ナンバリングの規則 
 名 称 説 明 

1 桁目 科目分類 

1：動物看護学研究科の基盤となる授業科目 
2：動物看護学分野（基礎科目）、動物看護学領域（専門科目）

の授業科目 
3：動物人間関係学分野（基礎科目）、動物人間関係学領域（専

門科目）の授業科目 
4：その他の科目 
5：インターンシップ科目 
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6：研究科目  
2 桁目 レベル 1：基礎科目 2：専門科目 
3 桁目 履修順 1～9 で採番 

4 桁目 授業形態 
L：Lecture（講義） S：Seminar（演習） I：Internship
（インターンシップ） Ｒ：Research（研究） 

 

 上記の規則に則り、本研究科授業科目のナンバリングは表 1 の通りであり、次のように

体系的、段階的な履修が可能となっている。 

 

基礎科目に配置されている「動物看護学Ⅰ」のナンバリングは 211-L、「動物看護学

Ⅱ」は 212-L、「動物看護学演習」は 213-S である。体系的な学修のために設定された 1
桁目の「2」は、動物看護学分野を表し、段階的な学修のために設定された 2 桁目の「1」
は、レベル（基礎科目）を表し、同じく段階的な学修のために設定された 3 桁目の数字

は、履修の順番を表している。これらのナンバリングに従って履修すれば、体系的、段階

的に学修できる。 
専門科目に配置されている「応用動物看護学Ⅰ」のナンバリングは 221-L、「応用動物

看護学Ⅱ」は 222-L、「応用動物看護学演習Ⅰ」は 223-S、「応用動物看護学演習Ⅱ」は

224-S である。体系的な学修のために設定された 1 桁目の「2」は、動物看護学領域を表

し、段階的な学修のために設定された 2 桁目の「2」は、レベル（専門科目）を表し、同

じく段階的な学修のために設定された 3 桁目の数字は、履修の順番を表している。これら

のナンバリングに従って履修すれば、体系的、段階的に学修できる。 
 また、動物人間関係学分野の科目として、基礎科目に配置されている「動物人間関係学

特論」のナンバリングは 311-L、「動物人間関係学演習」は 312-S、「ヒトと動物の環境

科学特論」は 313-L である。体系的な学修のために設定された 1 桁目の「3」は、動物人

間関係学分野を表し、段階的な学修のために設定された 2 桁目の「1」は、レベル（基礎

科目）を表し、同じく段階的な学修のために設定された 3 桁目の数字は、履修の順番を表

している。これらのナンバリングに従って履修すれば、体系的、段階的に学修できる。 
専門科目に配置されている「応用動物人間関係学Ⅰ」のナンバリングは 321-L、「応用

動物人間関係学Ⅱ」は 322-L、「応用動物人間関係演習Ⅰ」は 323-S、「応用動物人間関

係演習Ⅱ」は 324-S である。体系的な学修のために設定された 1 桁目の「3」は、動物人

間関係学領域を表し、段階的な学修のために設定された 2 桁目の「2」が「専門科目」を

表し、同じく段階的な学修のために設定された 3 桁目の数字は、履修の順番を表してい

る。これらのナンバリングに従って履修すれば、体系的段階的に学修できる。 
以上のようにナンバリングを設定することによって、体系的、段階的な学修が可能であ

る。 
 

（表 2）動物看護学研究科 動物看護学専攻の授業科目とナンバリング 
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科目区分 授業科目の名称 
配当 
年次 

単位 
数 

必修 選択 
ナンバ 
リング 

基
礎
科
目 

生命倫理学特論 1 前 1 ○  111-L 
動物愛護・福祉特論 1 前 2 ○  112-L 
動物看護学Ⅰ 1 前 2 ○  211-L 
動物看護学Ⅱ 1 前 2  ○ 212-L 
動物看護学演習 1 前 1  ○ 213-S 
動物人間関係学特論 1 前 2 ○  311-L 
動物人間関係学演習 1 前 1  ○ 312-S 
ヒトと動物の環境科学特論 1 前 2 ○  313-L 
動物看護教育特論 1 後 1 ○  412-L 
研究方法論 1 前 1 ○  611-L 

専
門
科
目 

動
物
看
護
領
域 

応用動物看護学Ⅰ 1 後 2  ○ 221-L 
応用動物看護学演習Ⅰ 2 前 1  ○ 223-S 
応用動物看護学Ⅱ 1 後 2  ○ 222-L 
応用動物看護学演習Ⅱ 2 前 1  ○ 224-S 

動
物
人
間
関
係
領
域 

応用動物人間関係学Ⅰ 1 後 2  ○ 321-L 
応用動物人間関係学演習Ⅰ 2 前 1  ○ 323-S 
応用動物人間関係学Ⅱ 1 後 2  ○ 322-L 

応用動物人間関係学演習Ⅱ 2 前 1  ○ 324-S 
インター

ンシップ 
インターンシップ 2 通 2  ○ 

521-I 

特別研究 特別研究 
1 後～

2 通 
10 ○ 

 
621-R  

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（12 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）教育課程の編成と基本方針 
④ 養成する人材像・3 つのポリシー

（DP・CP・AP）の関係 
養成する人材像・DP と CP が整合して

いることを、カリキュラムツリー（資料

13-1）、カリキュラムマップ（資料 13-
2）及び養成する人材像・3 つのポリシー

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）教育課程の編成と基本方針 
④ 養成する人材像・3 つのポリシー

（DP・CP・AP）の関係 
養成する人材像・DP と CP が整合して

いることを、カリキュラムマップ（資料

13-1）及び養成する人材像・3 つのポリシ

ー（DP・CP・AP）の関係（資料 13-2）
で示す。 
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（DP・CP・AP）の関係（資料 13-3）で

示す。 
 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（18 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色

（３）科目区分等の概要 
④ 前提科目 
学生が体系的、段階的に学修するため授

業科目について、履修上の前提科目を設け

るとともに各科目にナンバリングを付した

（資料 16）。 
表 3 の授業科目を履修するためには、当

該科目の前提科目を履修済または履修中で

あることが必要である。 
 
表 3 前提科目 

 授業科目 左記科目の前提

科目 
1 動物看護学演習 動物看護学Ⅰ及

び動物看護学Ⅱ

（新規） 
2 動物人間関係学

演習 
動物人間関係学

特論 
3 応用動物看護学

Ⅰ 
動物看護学Ⅰ 

4 応用動物看護学

Ⅱ 
動物看護学Ⅱ 

5 応用動物看護学

演習Ⅰ 
応用動物看護学

Ⅰ 
6 応用動物看護学

演習Ⅱ 
応用動物看護学

Ⅱ 
7 応用動物人間関

係学Ⅰ 
ヒトと動物の環

境科学特論 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）科目区分等の概要 
 

（追記） 
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8 応用動物人間関

係学Ⅱ 
動物人間関係学

特論 
9 応用動物人間関

係学演習Ⅰ 
応用動物人間関

係学Ⅰ 
10 応用動物人間関

係学演習Ⅱ 
応用動物人間関

係学Ⅱ 
 
⑤ 科目の設定単位数 

 
（略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
④ 科目の設定単位数 

 
（略） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（25 ページ） 
新 旧 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（２）履修指導 
③ ナンバリング 
学生が各授業科目を体系的、段階的に学

修できるように各授業科目にナンバリング

を付す（資料 16）。 
 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（２）履修指導 
 

（追記） 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

12．＜学習成果の評価方法が不明確＞ 

学修成果の評価方法について明確な方針の記載がなく、カリキュラム・ポリシーにも定

められていないことから、適切に改めること。 

 

（対応） 

学修成果の評価方法についての方針等は、次の通りである。 
ディプロマポリシーに掲げられた専門知識、研究能力、課題解決能力、論理的思考力等

が修士課程の修了に相応しい水準に達しているかの評価及び測定は、以下の方法により行

う。 
1．授業科目（講義・演習・インターンシップ）は、各学期終了時に GPA で評価する。 
2．学生は、各学期終了時に修士課程の知識・能力の修得状況を自己評価する。 
3．研究については、修士論文の中間発表会・修士論文発表会におけるプレゼンテーシ

ョン能力を評価し、修士論文審査においては、研究遂行能力、論文執筆力、論理的思

考力が、本研究科の修士レベルに達しているかを評価することに加え、目的に沿った

成果が得られているかを評価する。 
 
また、各授業科目の成績の評価は、大学設置基準第 25 条の 2 第 2 項の「学修の成果

に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に対し

てその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがつて適切に行うものとす

る。」を準用し、学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性

を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準に従っ

て適切に行うこととする。 

評価基準は、100 点を満点とし、90 点以上を「S」（特に優れている

［Excellent］）、80 点以上 90 点未満を「A」（優れている［Very Good］）、70 点以 
上 80 点未満を「B」（良い［Good］）、60 点以上 70 点未満を「C」（合格と認めら

れる最低限［Passable］）、60 点未満を「D」（合格基準に達していない［Failure］）

の 5 段階とし、「S］、「A」、「B」、「C」を合格、「D」は不合格とする。 
科目の担当教員は、「成績評価（成績評価基準を含む）」についてシラバスに明示し、

明示した成績評価基準に従って厳格な成績評価を実施する。 
さらに授業科目の成績評価をもとに、GPA を算出する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（27～28 ページ） 
新 旧 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（５）学生成果の評価方法及び成績評価 
学修成果の評価方法についての方針等

は、次の通りである。 
ディプロマポリシーに掲げられた専門知

識、研究能力、課題解決能力、論理的思考

力等が修士課程の修了に相応しい水準に達

しているかの評価及び測定は、以下の方法

により行う。 
1．授業科目（講義・演習・インターン

シップ）は、各学期終了時に GPA で評価

する。 
2．学生は、各学期終了時に修士課程の

知識・能力の修得状況を自己評価する。 
3．研究については、修士論文の中間発

表会・修士論文発表会におけるプレゼンテ

ーション能力 
を評価し、修士論文審査においては、研究

遂行能力、論文執筆力、論理的思考力が、

本研究科の修士レベルに達しているかを評

価することに加え、目的に沿った成果が得

られているかを評価する。 
 
また、各授業科目の成績の評価は、大学

設置基準第 25 条の 2 第 2 項の「学修の

成果に係る評価及び卒業の認定に当たって

は、客観性及び厳格性を確保するため、学

生に対してその基準をあらかじめ明示する

とともに、当該基準にしたがつて適切に行

うものとする。」を準用し、学修の成果に

係る評価及び卒業の認定に当たっては、客

観性及び厳格性を確保するため、学生に対

してその基準をあらかじめ明示するととも

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
 

（追記） 
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に、当該基準に従って適切に行うこととす

る。 
評価基準は、100 点を満点とし、90 点

以上を「S」（特に優れている

［Excellent］）、80 点以上 90 点未満を

「A」（優れている［Very Good］）、70 
点以 上 80 点未満を「B」（良い

［Good］）、60 点以上 70 点未満を

「C」（合格と認められる最低限

［Passable］）、60 点未満を「D」（合

格基準に達していない［Failure］）の 5
段階とし、「S］、「A」、「B」、「C」

を合格、「D」は不合格とする。 
科目の担当教員は、「成績評価（成績評

価基準を含む）」についてシラバスに明示

し、明示した成績評価基準に従って厳格な

成績評価を実施する。 
さらに授業科目の成績評価をもとに、

GPA を算出する。 
 
（６）修了要件 

 
（略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）修了要件 

 
（略） 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教育課程等】 

13．＜現職の社会人学生を受け入れるにあたっての対応が不明確＞ 

学生確保の見通しでは、進学を希望する者１１名のうち７名は卒業生の希望となってい

る等、一定数の社会人学生が入学することが想定されるが、長期履修などの研究指導上

の配慮が不明確である。加えて、本学動物看護学部以外の修了者や修了後一定期間を過

ぎた社会人学生が入学することも想定されるが、教育課程上の配慮の有無についても不

明確である。それらの対応について、具体的に説明すること。 

 

（対応） 

 本学動物看護学部以外の他分野の修了者や修了後一定期間過ぎた社会人入学生に対する

教育課程上の配慮について次のように説明する。 

本学動物看護学部以外の他分野の修了者や修了後一定期間過ぎた社会人が入学すること

が想定されるため、3 年の長期履修学生制度を整備し、ヤマザキ動物看護大学大学院学則

第 2 章第 1 節第 15 条において、社会人入学生に配慮する（資料 13-1）。長期履修学生制

度は、休学期間を除き、在学年限（4 年）の範囲内での修了を認める。長期履修学生制度

の申請については、入学時のみではなく、在学中の申請も可能とする。長期履修学生の履

修モデルについては、資料 13-2 で示す。 
また、ご指摘の通り、社会人入学生については、本学動物看護学部以外の他分野の卒業

生や卒業後一定期間の過ぎた社会人学生が入学することも想定される。 

これらの者に対する配慮は、学部の科目等履修制度を利用する等、基礎知識の修得を支援

する。 

 なお、本学動物看護学部以外の他分野の修了者や修了後一定期間過ぎた社会人を受けい

れる場合は、その入学生の動物に関する基礎知識の修得を支援するため、本学動物看護学

部の「科目等履修制度」を利用し、必要な科目の履修を勧める。 

 

他分野からの入学生を想定して、例示をあげて説明する。 

例示①［動物人間関係学領域］ 

美術学部卒業の修了者や修了後一定期間を過ぎた社会人入学生が、入学した場合、研究

テーマに沿って、次のような配慮を考える。 

美術学部卒業の学生が「美術史における人と愛玩動物の関係について、絵画、彫刻から

の考察」等を希望研究テーマとした場合、本研究科の基礎科目を履修しながら、必要に応

じて、本本学動物看護学部開講の「動物人間学概論」、「動物とアート」、「動物文化人

類学」、「イヌの特性論」等、科目等履修制度を利用して科目の履修を指導する。さらに

絵画、彫刻などの専門知識を深めるため、本研究科の「応用動物人間関係学Ⅱ」（動物文

化人類学）担当専任教員が関係する博物館や美術館等における研究活動を支援する。 

 



189 

（新旧対照表）学則（3 ページ） 
新 旧 

第２章 修業年限及び在学年限 
第１節 修業年限及び在学年限 
（修業年限及び在学年限） 

第 14 条 本大学院の標準修業年限を２年

とし、所定の単位修得、修士の学位論文

提出及び審査並びに最終試験を課する。 
２ 学生は４年を越えて在学することがで

きない。 
 （長期履修学生制度） 
第 15 条 学長は、学生が職業を有してい

る等の事情により、前条第１項に規定す

る標準修業年限を超えて一定の期間にわ

たり計画的に教育課程を履修し課程を修

了すること（以下「長期履修」とい

う。）を希望する場合は、研究科委員会

の議を経て許可することができる。 
２ 長期履修に関し必要な事項は、別に定

める。 
 

第２章 修業年限及び在学年限 
第１節 
（修業年限及び在学年限） 

第 14 条 本大学院の標準修業年限を２年

とし、所定の単位修得、修士の学位論文

提出及び審査並びに最終試験を課する。 
２ 学生は４年を越えて在学することがで

きない。 
 

（追記） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（14 ページ） 
新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）教育課程の特色 
④社会人入学生に配慮した教育課程 
社会人入試で入学した学生が、本研究科

において専門知識を修得するために最初に

学修する総論的、基盤的な科目として「動

物看護学Ⅰ」（必修）と「動物人間関係学

特論」（必修）を配置している。「動物看

護学Ⅰ」（必修）では、動物看護師の役

割、さらに動物看護学の研究開発について

学修し、「動物人間関係学特論」（必修）

では、動物と人間の関係などを多角的な研

究手法から人と動物の関係性を学修する。 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）教育課程の特色 
④社会人入学生に配慮した教育課程 
社会人入試で入学した学生が、本研究科

において専門知識を修得するために最初に

学修する総論的、基盤的な科目として「動

物看護学特論」（必修）と「動物人間関係

学特論」（必修）を配置している。「動物

看護学特論」（必修）では、動物看護師の

役割、さらに動物看護学の研究開発につい

て学修し、「動物人間関係学特論」（必

修）では、動物と人間の関係などを多角的
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このように社会人入学生が、基礎から専

門へと円滑に学修できるように科目を配置

している。 
また、修士論文では、テーマの選定が重

要であるため、専門分野別の研究内容、研

究方法等を理解し、テーマの選定の一助と

なるように「研究方法論」（必修）を配置

している。ほかにも基礎知識を修得するた

め、必要に応じて学部の科目を履修できる

ようにする。 
 

 
さらに 3 年の長期履修学生制度を整備

し、社会人入学生に配慮する。長期履修学

生制度は、休学期間を除き、在学年限（4
年）の範囲内での修了を認める。 
なお、本学動物看護学部以外の他分野の

修了者や修了後一定期間過ぎた社会人を受

けいれる場合は、その入学生の動物に関す

る基礎知識の修得を支援するため、本学動

物看護学部の「科目等履修制度」を利用

し、必要な科目の履修を勧める。 
以上のように社会人入学生が、円滑に大

学院の教育研究に取り組めるように配慮し

ている。 
 

な研究手法から人と動物の関係性を学修す

る。 

このように社会人入学生が、基礎から専

門へと円滑に学修できるように科目を配置

している。 

また、修士論文では、テーマの選定が重

要であるため、専門分野別の研究内容、研

究方法等を理解し、テーマの選定の一助と

なるように「研究方法論」（必修）を配置

している。ほかにも基礎知識を修得するた

め、必要に応じて学部の科目を履修できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように社会人入学生が、円滑に大

学院の教育研究に取り組めるように配慮し

ている。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（28 ページ） 
新 旧 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
（８）長期履修学生制度 

3 年の長期履修学生制度を整備し、社会

人入学生に配慮する。長期履修学生制度

は、休学期間を除き、在学年限（4 年）の

範囲内での修了を認める。長期履修学生制

度の履修モデルを資料 21 に示す。 

６．教育方法、履修指導、研究上の方法及

び修了要件 
 

（追記） 
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（是正事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【教員組織等】 

14．＜教員組織の将来構想が不明確＞ 

教員の年齢構成が比較的高齢に偏っていることから、教育研究の継続性を踏まえ、若手

教員の採用計画など教員組織の将来構想を明確にすること。 

 

（対応） 
若手教員の採用計画など教員組織の将来構想を以下の通り説明する。 

 

教員組織の将来構想については、設置認可申請時の「設置の趣旨等を記載した書類」

（P.22）おいて「完成年度に定年を超える教員 4 人、定年を迎える教員 1 人の計 5 人につ

いては、教員組織の年齢構成を考慮し、外部採用と学部教員からの内部登用を含めて、令

和 5（2023）年度に 3 人、令和 6（2024）年度に 2 人補充する予定である。」と 5 人の採

用計画を述べた。 
この採用計画については、本研究科の教育に支障がないよう、また、高齢者に偏らない

ように考慮し、本法人の定年規程（資料 14-1）に鑑み、教員組織の若返りを図り、採用計

画を立てる。 
専任教員は 13 人であることから、令和 4（2022）年度末には完成年度に定年を超える 2

人と定年を迎える 1 人の計 3 人が退職予定であり、令和 5（2023）年度末に完成年度に定

年を超えている余人をもって代えがたい専任教員 2 人が退職予定である。 
 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（22～23 ページ） 
新 旧 

５．教員組織の編成の考え方及び特色 
（４）教員組織の将来構想 

（略） 
完成年度以降の教育研究の継続性等を踏

まえ、以下の補充計画を立てる。 
完成年度に定年を超える教員 5 人、定年を

迎える教員 1 人の計 6 人については、教員

組織の年齢構成を考慮し、外部採用と学部

からの内部登用を含めて、令和 5 年度に 3
人、令和 6 年度に 2 人補充する予定であ

る。 
この採用計画については、本研究科の教

育に支障がないよう、また、高齢者に偏ら

ないように考慮し、本法人の定年規程に鑑

５．教員組織の編成の考え方及び特色

（４）教員組織の将来構想 
（略） 

完成年度以降の教育研究の継続性等を踏

まえ、以下の補充計画を立てる。 
完成年度に定年を超える教員 4 人、定年

を迎える教員 1 人の計 5 人については、教

員組織の年齢構成を考慮し、外部採用と内

部登用を含めて、令和 5 年度に 3 人、令和

6 年度に 2 人補充する予定である。 
 
 

（追加） 
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み、教員組織の若返りを図り、採用計画を

立てる。 
専任教員は 13 人であることから、令和

4 年度末には完成年度に定年を超える 2 人

と定年を迎える 1 人の計 3 人が退職予定で

あり、令和 5 年度末に完成年度に定年を超

えている余人に代えがたい専任教員 2 人が

退職予定である。 
なお、外部の採用及び内部登用について

は、博士の学位（外国において授与された

これに相当する学位を含む）を有する者、

専攻分野について特に優れた研究・知識・

経験又は社会的評価及び品格を有すると認

められる者を対象とする。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
外部の採用及び内部登用については、博

士の学位（外国において授与されたこれに

相当する学位を含む)を有する者、専攻分

野について特に優れた研究・知識・経験又

は社会的評価及び品格を有すると認められ

る者を対象とする。 
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１（書類等の題名） 
学校法人ヤマザキ学園専任教員定年規程（資料 14-1） 

 
２（出典） 
 学校法人ヤマザキ学園 
 
３（引用範囲） 
 「学校法人ヤマザキ学園専任教員定年規程」（学校法人ヤマザキ学園） 
 
４（その他の説明） 
特になし 
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（改善事項）動物看護学研究科動物看護学専攻（M） 
【名称、その他】 

15．＜研究上必要な施設・設備が十分に整っているか不明確＞ 

大学院専用の施設・設備として挙げられているのは研究室のみであり、他は全て学部生

と共用することとされている。大学院生が研究を実施するにあたり十分な研究スペース

が確保されているか、研究に支障なく施設・設備を利用可能であるか不明確であるの

で、具体的に説明すること。 

 

 （対応） 

 新たに 1 号館 1 階の「実験研究室」（17.0 ㎡）、「実験実習室」（34.0 ㎡）を大学院

専用に用途変更し、大学院生が専用で利用可能な施設・設備を充実させる（資料 15-1）。 
「実験研究室」及び「実験実習室」は、P1 実験室として整備してあり、小型高圧蒸気滅菌

器、微量高速冷却遠心機、微量分光高度計、分光光度計、ゲル撮影装置、微生物用恒温浸

透培養機、高温培養器、クリーンベンチ等の機器を配置している。 

 これにより学生は実験を伴う研究や資料分析に関わる研究に専念できるようになり、大

学院生の研究活動が促進される。 

 

（新旧対照表）基本計画書（1 ページ） 
新 旧 

 

校

舎 

専  用 共  用 

共用

する

他の 

学校

等の

専用 

計 

126.39 ㎡ 11,196.64 ㎡ 0 ㎡ 11,323.03 ㎡ 

（126.39
㎡） 

（11,196.64
㎡） 

（0
㎡） 

（11,323.03
㎡） 

 

 

 

校

舎 

専  用 共  用 

共用

する

他の 

学校

等の

専用 

計 

75.39 ㎡ 11,247.64 ㎡ 0 ㎡ 11,323.03 ㎡ 

（75.39
㎡） 

（11,247.64
㎡） 

（0
㎡） 

（11,323.03
㎡） 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（29 ページ） 
新 旧 

７．施設設備等の整備計画 
（１）校舎等の整備計画 
本研究科は、2 号館 4 階にゆとりを持っ

た大学院生共同研究室（図面内のピンク色

の施設）（75.39 ㎡）を整備する（資料

22）。 

７．施設設備等の整備計画 
（１）校舎等の整備計画 
本研究科は、2 号館 4 階にゆとりを持っ

た大学院生共同研究室（図面内のピンク色

の施設）（75.39 ㎡）を整備する（資料

19）。 
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大学院生共同研究室には、収容定員 10
名分の片袖机・椅子・両開保管庫・3 段キ

ャビネット・ロッカー・ディスクトップパ

ソコンと共用のワードロープ・複合機・電

話機・書架を配置する。また、1 号館 1 階

の実験研究室（17.0 ㎡）、実験実習室

（34.0 ㎡）を大学院専用に用途変更し、

大学院生が専用で利用可能な施設・設備を

充実させる。この「実験研究室」及び「実

験実習室」は、P1 実験室として整備して

あり、小型高圧蒸気滅菌器、微量高速冷却

遠心機、微量分光高度計、分光光度計、ゲ

ル撮影装置、微生物用恒温浸透培養機、高

温培養器、クリーンベンチ等の機器を配置

している。 
授業や研究で使用する機器・備品につい

ては学部と共用する。本研究科では新たに

1 号館 2 階 125 多目的実験実習室に高圧蒸

気滅菌装置、回転式ホモジナイザー、3D
プリンターを設置する。2 号館 1 階 213 試

料分析機器室には超微量分光光度計、生物

顕微鏡、顕微鏡用デジタルカメラ PC セッ

トを設置する（資料 23）。なお、本研究科

で新規に購入設置する教育研究用機器・備

品は学部と共用するので、本研究科の授業

や研究に支障がないように配慮する。 
講義室、演習室は、共に学部と共用であ

るが、演習室は学部での使用頻度が極めて

低く、1 号館から 3 号館にわたり 8 演習室

があるため、研究科の教育には、全く支障

がない（資料 24）。 
本研究科の学生が研究に使用する施設

は、上記の 1 号館 1 階の実験研究室、実験

実習室に加え、学部と共用の施設として、

1 号館に行動観察室、125 多目的実験実習

室、2 号館に 212 実験研究室、213 試料分

析機器室が配置されている。なお本研究科

大学院生共同研究室には、収容定員 10
名分の片袖机・椅子・両開保管庫・3 段キ

ャビネット・ロッカー・ディスクトップパ

ソコンと共用のワードロープ・複合機・電

話機・書架を配置する。また、授業や研究

で使用する機器・備品については学部と共

用する。本研究科では新たに 1 号館 2 階

125 多目的実験実習室に高圧蒸気滅菌装

置、回転式ホモジナイザー、3D プリンタ

ーを設置する。2 号館 1 階 213 試料分析機

器室には超微量分光光度計、生物顕微鏡、

顕微鏡用デジタルカメラ PC セットを設置

する（資料 20）。なお、本研究科で新規

に購入設置する教育研究用機器・備品は学

部と共用するので、本研究科の授業や研究

に支障がないように配慮する。 
講義室、演習室は、共に学部と共用であ

るが、演習室は学部での使用頻度が極めて

低く、1 号館から 3 号館にわたり 8 演習室

があるため、研究科の教育には、全く支障

がない（資料 21）。 
本研究科の学生が研究に使用する施設

は、1 号館には実験研究室、113 実験実習

室、行動観察室、125 多目的実験実習室、

2 号館には 212 実験研究室、213 試料分析

機器室が配置されている。なお本研究科の

専任教員は、すべて学部の専任教員である

ため、学部の卒業論文指導と研究科の特別

研究における修士論文の指導に支障がない

よう充分に配慮する。 
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の専任教員は、すべて学部の専任教員であ

るため、学部の卒業論文指導と研究科の特

別研究における修士論文の指導に支障がな

いよう充分に配慮する。 
 

 

  



212 

 



213-214 

１（書類等の題名） 
南大沢キャンパス 1号館 1階図面（資料 15-1） 

 
２（出典） 
 学校法人ヤマザキ学園 
 
３（引用範囲） 
 「南大沢キャンパス 1 号館 1階図面」（学校法人ヤマザキ学園） 
 
４（その他の説明） 
特になし 
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